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序

福岡県教育委貝会は、日本道路公団から委託を受けて、 1979(昭和54)

年度から九州横断自動車道建設に先立ち、埋蔵文化財の発掘調査を実施

してまいりました。

本書は、 1981(昭和56)-1983 (昭和58)年度に調査を行った甘木市

に所在する宮原遺跡の 3冊目のものであります。

本遺跡は古墳時代から奈良時代にかけての集落跡で、墨書土器や硯が

発見されており、奈良時代以降においては、大宰府や小郡官衝等との関

係が深い村落であったと思われます。報告書として十分に満足できるも

のではありませんが、地域史の研究や文化財愛護思想普及の一助となれ

ば幸甚に存じます。

発掘調査及び整理報告にあたり、御協力いただいた方々や諸機関に深

く感謝いたします。

平成9年 3月31日

福岡県教育委貝会

教育長 光安常喜



例 言

1. 本書は、九州横断自動車道建設路線内に位置する遺跡について、福岡県教育

委員会が日本道路公団から委託されて発掘調査を実施した甘木市宮原遺跡の 3

冊目の報告書である。本書には、今回報告するAII・D区に甘木市が市道の建

設を計画し、その事前調査分も含めた。 All市道 (161-168号住居） ・D市道

(179-184号住居）である。

2. 本書は九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告の46冊目にあたる。

3. この報告は、宮原遣跡A地区西半部 (AII区） ・D区を対象とする。

4. 遺構の写真撮影及び実測図の作成は、調査担当者、調査補助員が行った。

5. 出土遺物の整理は、福岡県文化課整理指導貝岩瀬正信の指導のもとに、九州

歴史資料館復元室及び福岡県文化課廿木発掘調査事務所において行った。

6. 鉄製品等の保存処理は九州歴史資料館学芸第二課横田義章氏に依頼した。

7. 出土遺物の写真撮影は、九州歴史資料館学芸第一課石丸洋氏及び福岡県文化

課整理指導貝北岡伸ーに依頼した。

8. 出土遺物の実測は、福岡県甘木事務所の渡辺輝子、高瀬照美、大野愛里、西

田美代子、岡泰子、辻啓子、原富子の各氏に、製図は江上佳子氏による。

9. 遺構の製図は、一部を執筆者が行ったが、大半は福岡県文化課整理補助員塩

足里美氏、及び秋吉邦子、江上佳子氏による。

10. 本文及び表の面積は、プラニメーターによる計測値である。計測は井上久美

子氏による。

11. 表の作成は大野愛里氏による

12. 本書の執筆は、伊崎俊秋（第 2章第 2節ー3・4・5、第3節ー 3・4)・武

田光正（第 2章第 2節ー 1: 169-213号竪穴住居跡）、その他は児玉が分担し

た。

13. 竪穴住居竪穴部の呼称名等は、第201図 (257頁）に説明している。

14. 報告した出土品は、福岡県文化課廿木事務所において保管している。

15. 本書の編集は、伊崎及び武田氏の協力を得て児玉が担当した。
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第 1章はじめに

第 1節調杏の経過

(1) はじめに
たての みやばる

九州横断自動車道の第11地点は、すでに報告済みの立野遺跡（註 1) と宮原遺跡の二つの遺

跡が存在し、宮原遺跡はこれまでに 2冊の報告書（註2)を刊行している。

両遺跡は間に小規模な谷をはさみ、約100mほどの距離をおいて、東に宮原遺跡が西に立野遺

跡が営まれている。ともに、日常の生活遣構が主体を占めるが、立野遺跡の東及び西部分にお

いては方形周溝墓等の埋葬遺構も検出した。日常の生活遺構は、立野遺跡の方が総体的に古い

遺構が多く、宮原遺跡の主体は 7-8世紀代の遺構である。

今回報告する宮原遺跡は、 All地区及びD地区の一部である。宮原遺跡は遺跡内を走る農道

により、東からC・B・AI・AII・D・E地区に分割し、先述のようにC・B・AI地区は

報告済で、 E地区には遺構は存在しなかった。

また、 AII・D地区では、本線を横切る市道の建設が予定され、その調査結果も掲載してい

る。両地区の遣構は以下のとおりである。

All区市道： 179;___ 184号竪穴住居跡、 73-84号掘立柱建物跡、 43-46号土塘、 1号土壊墓

D区市道： 161-168号竪穴住居跡、 72号掘立柱建物跡、 1・2号おとし穴状遣構

(2) 調査の経過

調査の経過については、註2文献において報告したので、以下簡単に記すことにする。

宮原遺跡の調査は、まずAI地区について1981(昭和56)年 5月18日から開始し、立野遺跡

及び他の調査区の工事優先順に従って間断的に調査を実施しながら、最終的にはD地区が残り、

全ての調査が終了したのは、青葉の香る1984(昭和59)年4月30日であった。

11地点の上記2遺跡の調査は約 3年にわたって実施し、立野遺跡を先行して報告してきた。

調壺終了から13年、 2冊目の報告書刊行から 7年の歳月が経過した。宮原遺跡の報告書はやっ

と本書で3冊目であり、来年度に残りの遺構について報告する予定である。 7年振りに報告す

るにあたり、平成8年度の関係者を以下に載せておくこととする。
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【平成8年度関係者】

福岡県教育委貝会

［総括］ 教育長 光安常喜

教育次長 松枝 功

指導第二部長 竹若幸二

指導第二部文化課長 松尾正俊（前任）

” 文化課長 石松好雄

指導第二部文化課長補佐 元永浩士

＂ 
文化課長技術補佐 井上裕弘

II 参事兼文化財保護室長 柳田康雄

II 参事補佐兼調査班総括 橋口達也

［報告］ ” 文化財保護係参事補佐 児玉真一

廿木歴史資料館副館長 伊崎俊秋

遠賀町教育委員会社会教育課社会教育係 武田光正

第2節位置と環境

みやばる あまぎ しもうらみやばる

宮原遺跡は福岡県甘木市大字下浦字宮原に所在する主に 7-8世紀代の村落遺跡である。眼

下には比高差lm程の筑後川にまで広がる広大な平野を有し、後背部には標高130mの城山を頂

点とする低台地が控える。

城山周辺は初期須恵器の窯跡が所在し、また、焼ノ峠古墳（前方後方墳）・小隈古墳（前方後

円墳）が構築されている。初期須恵器の小隈窯跡の周辺には小規模円墳からなる群集墳が存在

'する。

宮原遣跡に南接し、内容的に近い関係にある下浦宮原遺跡については、その後、甘木市が調

査を行っており、本年度報告される予定である。

なお、宮原遺跡及び立野遺跡の周辺の関係遺跡については、従前の報告書に依られたい。

註1 福岡県教育委貝会 『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告』 第2・5・8集

1983・1984・1986 

2 福岡県教育委員会 『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告』 第14・17集

1988・1990 
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第2章調査の内容

第 1節調査の概要

今回報告する宮原遺跡AII及びD地区の遺構は次のとおりである。なお、遺構番号はさきに

報告した宮原AI・B及びC地区からの続き番号である。

［遺構］

．竪穴住居跡 111軒 (113-213号）

．掘立柱建物跡 52棟 (60-111号）

• 土坑 25基 (23-47号）

• おとし穴 3基 (1-3号）

• 井戸 1基

・溝 数条（現代溝が多い）

• 土堀墓 9基 (1-9号）

・ピット 多数

［出土品］

須恵器（転用硯・ 墨書土器を含む。）、土師器（畏書土器・刻印土器を含む。）、焼塩土器、瓦、

土製品、石製品、鉄製品等が出土している。遺物の多くは 6 世紀後半-8 世紀代に含まれるが~

一部に平安時代のものがある。

第 2節遺構と遺物

1 竪穴住居跡

113号竪穴住居跡 （図版3、第3図）

農道下に位置し、 113-115号住居の 3軒が重複する。 114号住居に大きく切られるが、カマド

が付設された北壁が残り、西壁の遺存具合から判断して竪穴部の一辺はほぼ5mほどである。壁

高は10cmほどが遺存する。主柱穴は、 P1とP2を検出したが、 p3とp4/ま114号住居に削平され

たためか検出できなかった。なお、 P1とP2の心々距離は2.65mである。

貼床面は、ほぼ平坦に造られているが、 114号住居に大きく切られているため不明な部分が多

く残る。床面下の中央土坑は検出されなかったが、貼床下層の溝状の掘り込みをカマドから西

側において部分的に確認した。
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7. 茶掲色砂泥
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II. 焼土
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゜

14.13十褐色砂泥
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16. 淡灰色砂泥

17. 茶灰色粘質土十 9

18. 灰褐色砂泥
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22.21十炭化物

23. 茶色枯土＋灰褐色砂泥

（貼床）
24.11十褐色土
25. 黄茶色枯土＋灰褐色土
26. 暗褐色砂泥

lm 

第 4図 113号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

カマド （第4図） 北壁のほぼ中央に付設されている。削平され、遺存状態が悪く右側袖

部は114号住居の煙道部分にあたり確認できなかった。支脚は小型の甕を使用し、火床中央に倒

立して設置している。火床面の下は、長軸長50cm、深さ20cmほど掘りくは‘め、

後に粘土を貼って火床としている。

土砂を充壌した

出土遣物 （図版27、第130図）

1・2の高坪はカマド周辺から、

を測るカマドの支脚である。

4の小型甕は覆土から出土し、 3は口径・現存高とも13cm

114号竪穴住居跡 （図版5、第 3図）

主軸をほぼ真南北に置く住居で、 113・115号住居を切っている。北・南壁長約5m、東・西の

壁長約4.6mを測り、東西方向に広い隅円方形を呈する。遺存する壁高は20-25cmほどで、 113・

115号住居の床面より一段深く掘り込んでいる。・貼床面はほぼ平坦で、 4本の主柱痕を検出し

た。貼床寵上の二か所で粘土を検出した。 ひとつは、東壁寄りのP2とp4の間の東西1.7m、南

北Imの範囲で厚さ13cm、ふたつめは、東壁南側に東西30cm、南北65cmの範囲で厚さ 5cmほどで
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]. 黄灰色砂泥 II. 黄茶色粘土

2. 淡黄灰色枯質土+ 12. 暗褐色砂泥＋黄色枯土

黄茶色粘土 13. 暗灰褐色砂泥

3. 暗灰色砂泥＋炭化物 14. 暗灰茶色砂泥
4. 灰褐色砂泥 15. 黄灰色粘土＋

5.4十黄灰色枯土 褐色砂泥（貼床）

6. 暗茶灰色砂泥 16. 淡青灰色枯土（地山）＋

7. 暗灰褐色砂泥＋ 淡褐色砂泥

黄茶色枯土 17. 黄灰色粘士
8.7十炭化物 18. 淡灰茶色枯土

9. 褐灰色砂泥+ 19. 暗灰色砂泥＋茶灰色枯土

黄茶色枯土

10. 茶灰色粘11土

三~o lm 

第 5図 114号竪穴住居跡カマド実測図 (l/3Q)

このように、ある程度まとまった状態で検出した粘土の性格については、①家屋の廃棄

直後に住居内に捨てられたのか、②カマドや貼床面の修復等のために屋内に何らかの状態で保

管されていたのか、③家屋の構造と何らかの関係があり、家屋の廃棄時に落下あるいは流入し

ある。

たのか、等いくつかの可能性が考えられるが判然としない。 191・203号住居等においても貼床

直上で粘土が検出されているが、本住居例と同様に判然としないものがある。

貼床面下で、 P1-P4の主柱穴、中央土坑、掘り込みを検出した。中央土坑は径l.6-l.9mの

不正円形で深さは15cmほどである。

カマド （図版5、第 5図） 北壁に、中央より西にずれて付設されている。右袖部内に土

師器の甕を検出した。 213号住居のカマドでも同様に甕が検出されており、袖部を造る時に芯と

して使用したものだろう。また、壁際にピットがあり、煙道に付随するものであろうか。

（図版27、第130・131図）

須恵器・土師器のほか、鎌．刀子・鉄鏃の鉄製品が出土している。

出土遺物

出土した土器の器種は、須恵器の坪身、土師器では高坪・甕（大・小）．鉢．甑等バラエテイ

に富む。 1・5・6・22がカマド内及び周辺、 12・20及び21の破片がカマド右袖内、 10・11・
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15が貼床l面1こ、21の破）わが主柱穴l村、 4・13・18か貼床下M、そのはかは投上中から出上した。

21甕はカマ ド右袖内及ぴ-J::.H火内出十，の破片が接合しており、本住居のJ-.限を示す衣料である。

鉄製品 （凶版42、第127・128図）刀了'.(J)尖先(2)、錬の破片及ぴ鉄鏃の坐あるいは釘と思わ

れる破J「の二点が銹がfしたもの(40)が、貼床ド｝柘から出十．した。113・115サ住柑に伴う uf能性が

ある。

◎ 

一
／ 

こ〕

114 

22.5m 

ー両戸三三了
= 

E

5
,
C
C
 

2m 

第 6区l115号翌火住居跡実測図 (1/60)

115号竪穴住居跡 （即版5、第 6固）

北側の一部を114号住居に切られるが、竪穴部の概略を窺い知ることはできる。平面プランは

カマドが付設された西咄が長〈、その対辺の束膀が短い、南北に幅9ぷな略台形を早する。113号

住居と本住居の竪穴部は切り合い関係にないが、同時併存することはなかろうと思われる。貼

床而ははぽ平坦で、床面上に 4本の主柱痕を、壁際には壁小溝を検出した。培小溝はカマドの

ほぽ正対面で幅を狭めて内側プランは矩形を呈しており、 この部分に竪穴部への昇降施設があ
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ったのかも知れない。貼床下層で、主柱穴・中央土坑・掘り込み等を検出した。中央土坑は長

軸長1.5m、短軸長1.3m強の不正円形で深さは10cm前後である。

2
2
.
5
m
 

2
2
.
5
m
 一 22.5m 

!. 淡褐灰色砂泥＋焼土 15. 茶褐色砂泥＋黄灰色枯質土
2.1十褐色土 16. 褐茶色枯質土
3. 淡黄灰色粘質土 17. 茶灰色粘質土＋褐色砂泥
4. 淡灰色砂泥＋黄茶色粘質土 18. 茶褐色砂泥＋黄色粘質土
5. 暗茶灰色粘質土 19. 褐灰色砂泥＋黄色粘質土
6. 淡灰褐色砂泥 20. 茶灰色枯質土
7. 暗灰茶色粘質土+ 21. 黄茶色枯質土＋褐灰色砂泥
淡黄茶色粘質土 zz. 暗褐灰色砂泥
8. 暗灰茶色粘質土 23. 茶色枯質土＋暗灰色砂泥
9. 暗灰褐色砂泥 24. 6十黄灰色粘土粒
10. 灰色砂泥＋灰茶色粘質土 25. 茶褐色砂泥
11. 暗灰色砂泥＋灰茶色枯質土 26. 帯茶淡黄灰色粘土
12. 3 + 6 
13. 焼土

14. 暗褐色砂泥十炭化物

22.5m 

三之二云予~― 
゜

lm 

第 7図 115号竪穴住居跡カマド実測図，(1/30)

（第 7図）

竪穴部全体を復元すれば、西壁中央ではなく、やや南に偏して付設されている。支脚は小型

カマド

甕(9)を倒立させて用い、火床の中央でなく奥側に設置する。支脚の奥側には甕(11)が破片として

検出された。

出土遣物

また、右袖内には土師器甕を埋め込み袖部の芯とする。

（図版27、第116・131図）

出土品は土器に限られるが、墨書土器が1点出土している。墨書土器以外では、 9 -11がカ

マド内 (9・10は支脚）、 3は床面、 2・5が貼床面下層、 そのほかの土器は覆土中から出土し

た。墨書土器 (116図ー4)は、覆土中からの出土品である。

116号竪穴住居跡 （第 8図）

本報告地区の最も東に位置し、ほぼ半分が調査区外に延びる。北西壁長は3.2mで、竪穴部は

小型である。壁高は残りの良い北西隅で、高さ16cmである。主柱穴は図示した P1・P2でよかろ
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第 8図 116号翌穴住屈跡実測凶 (1/60)

／
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第 9図 116号翌穴住居蹄カマド実測固 (1/30)
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うと思う。貼床面がしっかリとしていなかったため、やや掘りすぎた。カマド周辺は後世のピ

ットで大きく攪乱されている。貼床下}('1にじ免期七坑及ぴ掘り込みを検出した。

カマド （第9図） 北西壁のはぽ中央に付設され、竪穴部外に50cmはど突出する。打Ii部は

後但のピットで大きく破壊され、左袖部の一部が逍Hするに過ぎない。カマド内に甑や甕の破

片を検出した。支脚は取りはずされたためか追存しない。

出土遺物 （図版27、第132区I)

図示できたのは十．師器4点である。 1・2は床面から、 3・4はカマドから出土した。

: 11 

I I 

/ 
I 

I 

I 

22.6m 

0 2m 
I' I I I I I I 

ー ・厨三戸ニ

第10図 117・118り竪穴住屈跡‘其測図 (1/60)

117号竪穴住居跡 （図版6、第10図）

116号住居の南西側に位府する。117~122号住居の計6軒が切り合い、切合関係から6,, 汗のう

ち最も古い。南束竪を118号に、南西墜を119号住肘に切られる。プラン的に完存する北束堕は

長さ 4mを測り、主柱穴配罰 (P,~P,)から判断して、竪穴部は一辺4m強の隅）リ方形を呈す

と考えられる。峡謀は残りの良い部分で14cmである。凡 を除いて J::.柱痕を検出した。

-12-



I. 暗茶灰色砂泥
2. 黄灰色粘土
3. 2に茶色粘土を少し含む

4. 暗褐灰色砂泥に黄茶色枯土

粒を少し含む

5.1に茶色粘質土を少し含む
6. 暗灰色砂泥に炭化物を少し
含む

7. 暗茶灰色砂泥
8. 茶褐色枯質土
9. 灰色泥砂
10. 黄灰色枯土に灰色砂泥を少

し含む

II. 褐灰色砂泥
12. 黄灰色粘土に焼土・褐色土

を含む

13. 黄灰色枯士に褐色土を含む
14. 暗茶灰色砂泥に黄茶色粘士
プロックを少し含む

15. 焼土

◎2 

22.5m 

22.5m 

一二

16.i蜀茶灰色砂泥に焼土を少し含む
17.ll+l5 
18. 淡黄灰色砂泥

19. 灰色砂質土+2 +15 

20. 暗茶灰色粘質土
21. 暗黄灰色粘質土
22. 黄茶色粘士＋褐色砂泥（貼床）
23. 淡褐灰色砂泥
24. 黄茶灰色粘土に褐色土を少し含む
25. 灰褐色砂泥+15
26. 茶色枯質士に焼土・灰を少し含む

27. 茶褐色砂泥
28. 暗灰色砂泥に茶褐色土を含む
29, 賀茶灰色粘土に褐色土を含む

゜
lm 

第11図 117号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

カマド （図版6、第11図） 北東壁の東に偏した部分に付設されている。袖部の遺存状態

は良くない。支脚に小型甕を倒立させて用い、火床中央より奥にセットしている。

出土遣物 （図版27、第132図）

1は支脚で、口縁部の半分を欠く。 2は胴部下半を欠く小型の甕でカマド右前面の床面に検

出した。支脚として使用できる甕である。

鉄滓 カマド内から 1点出土した。軽いものである。

118号竪穴住居跡 （図版6、第10図）

117号住居の南東壁と119号住居の北東壁を切る。竪穴部のほとんどが調査区外に延びる。検

出した北西壁の長さは3.3mで、竪穴部は小型である。検出範囲が狭く 117号住居との切りあいを

適切に把握できずに調査をしたので、カマドの袖部を壊してしまった。調査区を拡張した部分

に焼土と倒立した小型の甕を検出した。この部分がカマドであろう。

出土遣物 （図版27、第132図）

1は上述のカマドの支脚である。小型の甕で器高10.5cmを測るにすぎない。
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第12図 119サ翌穴住居跡実測凶 (1/60)

119号竪穴住居跡 （図版6、第12固）

南西堕を120-122サ住居に、北束竪を118号に住居に切られ、北束の117号住居を切る。西側

の墜が120-122号住居の下厩に残っており、北西壁の長さは4.4mを測る。残りの良い部分で墜

高は13cmである。カマド前而の貼床下府に、浅い落ち込みを検出した。

カマド （第13即 北西墜のほぼ中央に付設されている。後世のピットで攪乱されており、

少し壊して しまった。カマドは翌大部から10cmほど突出する。袖部は掘り過ぎたため、本米の

形状を凶化できなかった。内部及び周辺から、甕の破片が出土した。

出土遺物 （図版27、第132・133図）

2はカマド内から、 3・8はカマド左袖部の左から、 7はカマドfilj而から、 4・5はrg_!・. か

ら、その他は貼床下府から：II土した。本住居に匝接伴うものとは考えられない。

120号竪穴住居跡 （固版7、第14区I)

119サ住居を切り、南側を121・122号住居に深く切られてお り、 主柱穴のうちp3.いを確認

できなかった。幸いに、北西の壁とそれに付設されたカマドだけは逍存していた。北西照の長

さは3.4mで、竪穴部の規模は小型である。壁麻は14cmを測り、 比較的しっかりと残っている。
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床面は貼床がやや不安定ながらもほぼ平坦である。
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1. 黒褐色砂泥
2. 暗灰茶色粘質土
3. 灰茶色粘質土
4談黄茶色枯質土に焼土を少し含む
5.4十淡灰掲色砂泥混
6. 暗茶灰色砂泥に炭化物を含む
7.6十焼土
8. 淡灰褐色砂泥

ー

ー

＼

7

し

゜
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9. 暗茶色枯土プロック
10. 8十茶色土
II. 褐灰色砂泥に黄茶色粘質土を含む
12. 褐色砂泥
13. I十賀茶色粘質土
14. 暗茶褐色砂泥
15.14十淡茶色粘質土
16. 黄灰色粘質土に褐色砂泥を含む（貼床）
17.16より粘質土を多〈含む
18. 暗茶灰粘質土
19. 黄灰色枯質土（茶灰色枯質土と褐色土をプロック状に含む）
20. 賀褐色粘質土
21. 暗灰色砂泥に焼土を含む
22. 淡黄茶色粘質土に細砂を含む
23. 茶褐色砂泥
24.22十焼土
25. 茶灰色砂泥に褐灰色砂泥を含む
26. 茶灰色粘質土
27. 賀灰色粘質土
28. 茶灰色砂泥に褐色土を少し含む
29.28十焼土
30. 暗茶灰色砂泥
31.26十茶色粘土多く含む
32. 黒灰色砂泥（ピット埋土）

第13図 119号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

（図版7、第15図）

でも分かるように、すでに少し壊されていた。火床の奥に粘土が帯状に検出されており、ある

カマド 住居の壁からわずかに突出するカマドである。左袖は土層図

いはこの部分に支脚をセットしたと思われる。

出土遺物 （図版27、第133図）

図示できるのは 4点で、 1-3は覆土中、 4は貼床下層から出土した。 3・4の壺形土器は

本遣跡では比較的出土例が少ない。
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第14図 120-122サ竪穴住居跡夷iWI図 (l/60)

121号竪穴住居跡 （図版7、第14図）

119・120号住居を切り、南側を122号住居に切られる。北西壁の長さは3.9rnであり、竪穴部の

規校としてはやや小型の部類に入る。床面のレペルは120号住居の床而よりも 3cmほど低〈なる

ように貼られている。壁裔は残りの良い部分で14cmほどである。上柱穴は 4本とも検出したが、

P:1及び氏はそれぞれ122号住居のP,及ぴ応に切られていた。貼床下府に深さ10cmほどの浅い
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22.4m 

~ 

I. 暗茶褐色砂泥＋黄茶色枯土 8. 暗灰茶色砂泥
2. i炎黄茶色枯土＋淡灰色砂泥 9. 暗茶灰色砂泥
3 .i蜀灰褐色砂泥 10, 灰茶色砂泥＋黄茶色粘土
4. 淡賀茶色粘土（焼土化） 11.10十焼土
5. 黄灰色砂泥＋茶色粘土 12. 暗褐色砂泥＋賀茶色枯土
6. 灰茶色粘土 13. 黄茶色枯土＋灰色砂泥

7. I+ 6 14. 暗茶灰色粘質土＋灰色砂泥

15. 淡灰褐色砂泥
16. 茶灰色粘質土
17. 灰褐色砂泥＋賀茶色粘土
18. 暗灰色砂泥

19. 暗黄茶色粘土＋淡褐色砂泥

゜
lm 

第15図 120号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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1. 暗灰褐色砂泥＋焼土

2. 黄褐色粘土（焼土化）
3. 暗灰色砂泥＋焼土

4. 灰褐色砂泥＋黄茶色枯土
5. 淡灰褐色砂泥
6. 茶灰色砂泥＋褐色土
7.5十焼土

8. 汲灰褐色砂泥＋茶黄色枯土プロック
9. 灰褐色砂泥＋茶黄色粘土プロック

JO. 9より粘土を多く含む
11. 黄灰色粘土＋暗灰色土
12. 暗灰色砂泥＋褐色土
13. 黄茶色枯土＋茶灰色砂泥

14. 黄茶色枯土＋暗灰色砂泥

゜
lm 

第16図 121号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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落ち込みと119号住居の壁を検出した。

のかは明確にできなかった。

この浅い落ち込みは、 120・121号住居のいずれに伴うも

カマド （図版7、第16図） 北西壁のやや西寄りに偏して付設され、壁から15cmほど突出

する。火床の中央に、使用時には隠れていたと思われる深さ 8cmほどのピットがある。両袖部

は掘り過ぎたため、長さ20cmほどしか図化できなかった。

出土遣物 （図版27、第133図）

5・8はカマド周辺から、 その他は覆土中から出土した。 5は小片のため径は不正確である。

122号竪穴住居跡 （図版7、第14図）

119-121号住居を切る。同じく 119号住居を切る118号とは 3mの距離にあり、同時併存は考え

られないが、両者の新旧関係は不明である。北西壁の長さは4.2mを測る。 120-122号住居を同

系譜の住人が順次建て替えたとすれば、次第に竪穴部の規模を拡大しているようである。床面

のレベルは、 122号住居の先に存在した121号住居よりも6cmほど深く貼っている。このように、

新しい住居の床面を、切合関係にある古い住居より低く造る状況は本遺跡では一般的に見られ

る。南西壁に沿って壁小溝を検出したが他の壁際には検出できなかった。貼床下層で、中央土

坑を検出した。
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I. 褐灰色砂泥に茶色帖買土を含む 19. 買茶色枯土＋褐色土
2. 掲色砂泥に茶色枯質土を含む 20. 暗茶褐色砂泥
3. 灰褐色砂泥 21.19十灰掲色土
4.i炎茶褐色弱1占質砂泥 22. 昭灰茶色1占質土
5阻褐色砂泥 23.19十茶色土
6. 賀茶色帖質土＋焼土 24. 暗灰掲色砂泥
7.6十灰色土 25. 茶色枯骰土1こ灰色砂泥を含む
8.5十茶色土 26.25十賀色土
9. 茶色粘土（焼土化）に褐色土を含む 27. 賀色帖質土＋灰掲色土＋焼土
10. 暗褐色砂泥に炭を含む 28.27より焼士を多く含む
11.iCl黄茶色枯質土＋焼土 29. 茶色枯土
12. 暗灰褐色砂泥 30. 暗茶褐色砂泥
13. 茶灰色砂泥＋焼土 31. 暗掲茶色素占質土
14.13十褐色土 32. 茶灰色枯質土に灰色砂泥を含む
15. 黄茶色粘土＋炭化物・焼土 33. 茶灰色粘土
16灰茶色粘土＋褐灰色砂泥 34. 質灰色粘土＋茶色帖土
17. 茶灰色帖土 35. 黄茶色枯土＋褐色土
18.17十茶賀色枯土 36. ピット埋土（暗褐土）

゜
lm 

第17図 122号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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124号竪穴住居跡 （第18図）

竪穴部の東壁が123号住居と接近し、南壁は125・128住居を切る。大半が路線外に延びるため

詳細は不明である。

出土遣物

図示できる土器はないが、 123号住居出土土器の一部は先述の理由により、本住居から出土し

た可能性も残す。

土 錘 （図版39、第120図） 土錘19は一部欠損するがほぼ原状を保つ。今回報告する土錘

の中では最大のもので、長さ74mm、径17mm、孔径5mmほどである。

125号竪穴住居跡 （第18図）

123・124・126-128住居等から切られ、竪穴部の壁さえ検出できず、詳細は不明である。

出土遣物 （図版27、第135図）

住居については詳細不明ながら、図示できる土器は19点あり、 8点が須恵器である。 2-6・ 

8・15は貼床下層から、他は覆土中から出土した。

鉄製品 （図版42、第127図） 刀子(12)と思われるものである。

126号竪穴住居跡 （第18図）

127・128号住居に切られ、 125・129・130号住居を切る。竪穴部の北東隅、南西隅及び南壁の

一部を確認した。主要な部分を128号住居に切られているため、不詳な部分を多く残している。

出土遺物 （図版27、第135図）

図示した13点のうち、 2・3・7・13は覆土中から、その他は貼床下層から出土した。

焼塩土器 （図版38、第119図） 極小片が2点(7・8)出土している。

丸瓦 （図版40、第121図） 極小片が1点(4)出土している。

鉄製品 （図版43、第129図） 外径8-lOmmの鉄鑽状に径2mm強の棒状のものが接続し、 2 

mmほどを残して欠損している。用途は不明である。

127号竪穴住居跡 （第18図）

126号住居の東壁を切る。竪穴部の北西隅のごく一部を検出したのみで詳細は不明である。

出土遺物 （図版27、第135図）

3は貼床下層から、その他は覆土中から出土した。

128号竪穴住居跡 （第18図）

125・126・130・132号住居を切り、 124号住居に北壁を切られる。主柱穴はP,-Paであろう
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第18図 123-132号竪穴住居跡実測図 (l/60)



と思われるがいに相当する主柱穴は検出していない。

出土遣物 （図版27、第136図）

1・4・6・7・9・10・12は覆土中から、その他は貼床下層から出土した。

鉄製品 （図版43、第129図） 床面に近い覆土中から紡錘車(61)が出土している。軸は片方に

12.5cm分だけが遺存する。

129号竪穴住居跡 （第18図）

130号住居を切り、北壁を126号住居に切られ、東壁は調査区外に延びる。また、南西隅付近

は64号掘立柱建物跡と重複する。主柱穴はP1-P4であるが、主柱痕は検出していない。壁高は

残りの良い部分で8cmほどである。西壁は長さ4.6mほどであり、竪穴部は一辺4.5m前後の隅円

方形を呈すると考えられる。

カマド 北側の床面に焼土を検出したので、北壁に付設されていたと思われる。

出土造物 （図版27、第136図）

図示した須恵器・土師器23点のうち、 5・7・8・15・16は床面で、 4・11・12・17-20・ 

22・23は貼床下層から、その他は後世のピット及び覆土中から出土した。 22の土師器坪は、ロ

径15cm、器高3.5cmに復原され、内底面に 5個の竹管文が残る。竹管文は底部の中心に 1個、そ

れを中心にしてほぼ90度に分割した線上に規則的に各1個の竹管文を配しており、遺存状態か

ら判断して他の部分に竹管文は付されてないようである。 23の土師器杯は、内底面に 4本の縦

線と 1本の横線からなる細線のヘラ描きが見られる。

鉄製品 （図版42、第127図） 刀子(14)は床面からほぼ10cmほど浮いた状態で出土した。鉄銹

がひどく、ふくらんでいるため断面は図示できず、形状も定かではない。

130号竪穴住居跡 （第18図）

126・128・129・132号住居に大きく切られているため、壁が残るのは南西隅のわずかな部分

だけである。しかし、主柱穴は 4本とも残っていた。主柱穴の配置から、本竪穴部の規模は東

西6.5mほど、南北5.8m前後と推定される大型のものである。

出土遺物（第137図）

図示したのは、覆土中から出土した土師器の杯蓋である。

131号竪穴住居跡 （第18図）

東・南壁の一部を検出し、大半は北側の調査区外に延びるため詳細は不明である。 132号住居

を切っている。図示できる出土遺物はない。
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132号竪穴住居跡 （第18図）

128・131号住居に切られる。キ．柱穴はP1及ぴPsを確認した。壁麻は 5cmほどである。柱配四

から、竪穴部の規校は一辺5mはどと思われる。

カマド 西竪に付設されている。壁高が5cmほどしか残らないため、カマドの袖部の追存状

態は良くない。

出土遺物 （第137図）

13・14がカマド内から、その他は毅 I・.中から出七した。

126·128~130·132竪穴住居跡出土土器 （飼版27、137図）

図示した23個体の十．器は、上記5軒のいずれに屈するか不明な状態で取り上げたものである。

なお、 l -10は投土中から、 11-23は貼床下府から出上したものである。
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I. 暗茶褐色砂泥 20. 茶褐色砂泥
2. I十茶褐色粘質土 21. 灰茶色砂泥十褐色土

3. 暗灰褐色砂泥＋黄色土 22.21十茶色粘質土
4. 暗黄茶色枯質土 23. 8十焼土

5. 褐灰色砂泥＋焼土 24. 暗灰茶色砂泥
6. 淡茶灰色砂泥 25. 黄茶色枯土＋焼土

7. 暗黄茶色粘質土+ 26. 3十黄茶色土
暗灰色砂泥（焼土多） 27.i蜀茶灰色砂泥＋焼土

8. 淡褐色砂泥 28, 暗茶色粘質土＋淡賀掲色土

9.8十淡賀茶色粘質土 29. 淡茶褐色砂泥
10. 茶色枯質土+ 30,29十黄色土

淡灰褐色土（焼土多） 31. 4十褐色土

II. 淡灰茶色粘土 32.31十炭化物

12. 8十茶色土 33.31十焼土

13. 8十茶色粘牧土 34, 暗褐色砂泥

14. 暗灰褐色砂泥 35, 暗灰褐色砂泥
15. 暗灰色砂泥＋焼土 36, 暗灰色砂泥＋炭化物

16. 褐灰色砂泥 37.35十焼土
17. 暗茶灰色粘質土＋褐色砂泥 38. 暗灰茶色砂泥＋焼土

18. 黄茶色粘土＋暗茶灰色枯質土 39, 灰茶色粘質土＋焼土＋炭化物

19. 暗貿褐色砂泥

第20図 133号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

133号竪穴住居跡 （第19図）

今回報告する地区の東側に位置し、 134・135号住居を切っている。竪穴部は北壁長3.9m、他

の壁は3.6mを測り、倒立した台形気味の隅円方形を呈する。北西部分は攪乱され、西壁及ぴ貼

床の一部は遺存しない。主柱穴は 3本検出したが、 P1は確認できなかった。壁高は比較的残り

の良いカマド付近で20cmを測る。貼床下層で、 35号土坑の一部、 36号土坑を検出した。本住居

に伴う下層遺構では、掘り込み、東壁南半の地山削り残しによる段状部等がある。

カマド （図版8、第20図） 北壁の中央からやや東に偏し、 55cmほど外に突出して造られ

ている。長さ55cmほどの煙道が遺存し、煙口に甕をセットし一部が遺存する。土層断面A-B

の11の粘土は煙道に使われていたものが落下したものであろう。
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出土遣物 （図版27、第138・139図）

カマド周辺と床面北東隅にまとまって須悪器・土師器が出土した。床面北東隅の土器は取り

上げ時に付した番号を整理時に土器にネーム入れしていないので特定できない。 1はカマド右、

6・9・13・15・22はカマド前面、 14・17はカマド内、 19は煙道、 3・20は床面北東隅、 7・16・

18は主柱穴内、 2・5・10・11・12は覆士中、その他は貼床下層から出土した。 2・4は墨書土器

であり、個別に後述する。 6-8は内外面を非常に丁寧に磨き上げた土師器の杯・椀で、官街を

除いては、通常の村落遺跡では珍しいものである。

土 錘 （図版39、第120固）両端を欠損する。径1cm弱の細いタイプのものである。

134号竪穴住居跡 （第21固）

西側を133・135号住居に切られる。竪穴部は、カマドを正面に見て横に広いプランを呈し、

南束壁の長さ3.8m、北東壁は3mを測り、各隅の壁の角度から隅円の不等辺方形を呈するようで

ある。壁高は5-lOcmで、残りが悪い。床面で4本の主柱痕を検出し、貼床下層で各々の主柱穴

を確認した。また、南東壁の両隅近くのP辻 p6は本住居に関係する補助柱穴の可能性がある。

貼床下層では、中央土坑、壁隅土坑を検出した。

カマド （第21図） 北東壁の東に偏して造られ、 40cmほど突出する。短い右袖が遺存する

が、左袖は残らない。火床下は火床面より20cmほど深く掘られ、ここに粘土を充壌し火床を造

っている。

出土遣物 （図版27、第139図）

1・2は覆土中、 3・4はカマド内、 5は主柱穴から出土した。

135号竪穴住居跡 （図版10、第22図）

134号住居を切り、北隅を133号住居に切られる。また、南隅に幅30cm前後の浅い現代溝が走

る。調査時に北東壁を復原図よりも内側に考えて遺構検出をしたが、柱配置から判断して不合

理なので図のように破線で想定復原した。この部分は134号住居と切り合っているため、竪穴部

の掘り込みラインに正確を期し難かったことによる。復原した竪穴部のプランは、カマドに対

して横に広く、南西壁の長さ3.8mで、南東壁は4.6mほどに復原される。床面に主柱痕が残り、

貼床下層に各々の主柱穴を確認した。壁高は比較的残りの良い南西壁で25cmを測る。また、南

西壁には、ピットと切り合ったかのように見える部分がほぼ等間隔に 2ケ所ある。補助柱が立

てられていたのかもしれない。

貼床下層で中央土坑、掘り込みの他に35号土坑を検出した。

カマド （図版9、第23図） 北西壁のやや東に偏した部分に付設されている。両袖部は遺

存状態がよくないが、土器をまとまった状態で検出した。
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カマド対面粘土 （図版9、第23図） 南束咄際のはぽ中央に、ほぼlmの範囲に肘さ最大で

25cmほどの粘Lを検出した。住居のH知のド端からはぽlm離れて壁と平行する粘 Kの帯状の長さ

0.9m、高さ 5cmはどの裔まりがあり、その前後ははぼ平坦である。上屑観察では、 4!i'1に分層す

ることができる。また、貼床との1剥係は、①A-B断面では粘土が貼）木の上に乗った状況を窺

うことができ、②C-D断面では粘士の_k要な部分の下にはJ!占床はなく、唸 ド端から1.8mのと

ころで貼床に乗っている。これらのことを勘案すれば、住居の貼床の行為と 1叩］時並行(Iりに造ら

れた住居に伴う何らかの施設に関係するものではないかと推定することができよう c その場合、

可能性の問閣としては幣穴部の昇降施設を想定することも可能であろう。ただし、今は地而に

残る逍構から、それを衷づけることはできない。一方、 114号住居では、本例とは出上状態が異な

リ、本例とは異質な性格を想定した。この住｝舌の粘上の評価は、粘土旧こ検出した上器群の評価と

密接に関わってくる。この枯上が本住居の何らかの施設に伴うならば、 粘土 卜の土器は本住居
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第23図 135号竪穴住居跡カマド・粘土及び土器出土状態実測図 (1/30)
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に伴うか極めて接近した時期のものであろう。この粘土が本住居の施設に直接的に伴わないも

のならば、

なわち、

ト記の土器は本住居とは無関係のものとなろう。

これらの土器は本仕居と極めて密接な関係にあると推測する。本粘上の性格は遺構か

ら明確にはし難〈、 竪穴部のH降施設に1謁係するものではなかろうかと推定しておく。

出土遺物 （固版29、第139~141凶）

多鼠の上器が出七しているが、出上状態固を示した土器が本住居に直接伴うか否かは別の問

題である。多くの碩恵器 ・上師器が出土したが、 1未面上ではカマド周辺とカマド対面粘 I・.部分

に集中している。 2・5・7・9・10・11・13・14は図面で出十位府をホしたが、 8・12は貼床而下

府から、

土 錢

I 

:; 

I 

その他は毅土中から出十．した。

（同版39,第120凶）

1
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第24図 136サ翌穴住居跡実測凶 (l/60) 
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136号竪穴住居跡 （図版10、第24図）

135号住居の南に検出し、東壁は24号土坑に切られている。竪穴部のプランはカマドに対して

横に広いやや台形気味の隅円方形を呈する。ちなみに、各壁の長さは、北壁； 3.9m, 東壁； 3. 

Sm、南壁； 4.2m、西壁； 3.5mである。壁高は比較的残りの良い西側で20cmほどを測る。床面

はほぼ平坦で主柱穴 (P1-P .)及び、南西隅において壁小溝を検出した。 また、東西1.2m、

南北lmの範囲に厚さ10cmほどのカマド対面粘土を検出した。この粘土と南壁の間にある小土坑

は粘土を切っており、後世のものであり、 カマド対面土坑ではない。貼床の下層では、掘り込

み、深さ12cmほどの中央土壊、西壁北半部に10cm前後の壁隅土坑を検出した。

冠匂
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29. 黄灰色帖質土＋灰色土 22.6m 

.,,~ ーー ク

カマド

第25図

（図版10、第25図）

136号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

北壁のほぼ中央に付設されている。袖部の残りは良くないが、

小型の甕を使った支脚を中心に、周辺から多くの土師器が出土した。支脚は、粘土で台座状の

ものを造り、 それに甕をかぶせるように倒立させてセットし、 ロ縁部の周囲を粘土で補強して
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安定させている。

出土遺物 （凶版29、第141図） カマド周辺及ぴ南咆寄りに七師器を中心とした土器を検出

した。特に、甕12はカマドのれ側に据えられていたようである。竪穴部の上半部が削平された

時に口緑部～府を欠損したものであろう。カマド周辺の他の土器は破片が散乱しているが、相

止に接合するものが多〈、住居（カマド）廃棄時に壊れて破片が飛ぴ散ったと思われる。1・5・

8・9・11・12はカマド内及ぴ周辺の床面から、 2・7は住居南側床面から、 3・4は投土中から他

は貼床下屈から出上した。9・12は本住居に確実に伴い、 8・11は伴う可能性が謀い。

石製品 （図版41、第136) 投土中から出十．した1疑灰岩製の仕上砥である。
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第26図 137号竪火住居跡実測似I(1/60) 

137号竪穴住居跡 （図版12、第26図）

136号住居の南に検出した。138号住居を切り、北悶付近を現代溝が斜交して浅〈切る。翌穴
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部は横に広いややいびつな隅円方形を呈する。壁高は 5cm前後で残りが悪い。床面に主柱穴を

検出したがp4を除いて浅い。掘り足らないまま図化しているので図上で破線復原した。貼床下

層には掘り込みを検出した。東隅の土堀は一部が竪穴部よりはみだすので、本住居に伴うと考

えるよりも、 138号の竪穴部内に納まるので138号に伴う下層遺構だと思われる。また、竪穴部

の貼床底面は、本住居に先行する138号住居の貼床底面より浅く掘られているので、下層の138

号住居のカマドの一部と竪穴部北西壁が削平されずに遺存していた。

カマド 北東壁のほぼ中央に検出した。遺存状態が良くないので個別に図化していない。

出土遣物 （図版29、第142図）

1・2・15がカマド右側の床面で、 5・12・13・16が束南壁際付近の床面で、 3・4は貼床下層、

その他は覆土中から出土した。甕16は深さ20cmほどのピットに据えられており、本住居に伴う。

138号竪穴住居跡 （図版11・12、第27図）

北西側を137号住居に、中央部を現代溝に浅く切られている。竪穴部は一辺6.4m前後を測る大

型のものである。壁高は比較的残りの良い部分で10cm前後を測り、 137号住居に切られた部分で

も貼床面が残っていた。

第27図A-B土層図は137号住居の東隅に検出した甕16を中心に置いた、両住居の土層断面図

であるが、甕16は137号住居の貼床下層埋土と、さらにその下の138号住居貼床の下層まで及ぶ

深さ22cmのピットに据えられていた。宮原遺跡では複数の住居が切り合う場合、一般的に新し

い住居の竪穴部を古い住居の竪穴部よりも深く掘り、貼床面も新しい住居の方が低く造られる

が、 137号住居と138号住居の場合はこの一般的法則は当てはまらない。したがって、カマドの

火床もわずかながら遺存していた。床面に主柱穴を検出したが主柱痕は遺存しなかった。また、

主柱穴以外にも後世のピットが多数見られる。貼床下層で、一巡する掘り込み、竪穴部の中央

に深さ20cmほどの中央土坑を検出した。中央土坑に接して束側にある深さ30cmほどの土坑、カ

マドの東の深さ40cmほどの土坑は、一般の廃棄土坑のように！ま土器の出土量は多くなく、中央

土坑と同様な埋土及び土器の出方を示すことから、本住居の下層遺構であろうと推定する。p19" 

p 20は、出入り口に関係するものであろうか。

出土遣物 （図版29、第143・144図）

多量の土器を床面に検出した（第27図）。これ以外の土器のうち、 2・9・16・20は覆土中、 21

はカマド、 22は中央土坑、 4・13は貼床下層から出土した。なお、小型甕21は支脚として使用さ

れ、 137号住居に削平された際に一部がカマド内に残ったものだろう。その他の床面出土の土器

については、壁高の残りが悪いことから、 25・28は出土状態と遺存程度から削平されて欠損し

た可能性があり、この両者は伴う可能性があるが、他は不明である。

土 錘 （図版39、第120図） 中央土坑から出土した完形品で長さ5.1cm、径1.8cmである。
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第28図 139-143号竪穴住居跡実測図 (1/60)



139号竪穴住居跡 （図版12・13、第128図）

この付近では、 139-143号住居の 5軒が切り合い、特に139-142号住居の4軒はほとんど重

なり合った状態で検出した。本住居は140・141号住居から大きく切られ、竪穴部の北東壁全体、

北西隅、南東壁の東部だけを平面的に確認した。竪穴部のプランは、北西壁の長さ5.5m、南東

壁6mを測る大型のものである。主柱穴は、 巳を除いて確認した。住居がほとんど重なって切

りあっており主柱穴の位置は推定の域をでない。

である。

カマドの位置は不明である。壁高は15cm前後

出土遺物 （第144図）

図示できるのは、覆土中から検出した土師器坪の 1点である。

140号竪穴住居跡 （図版12、第128図）

139・141-143号住居を大きく切る。竪穴部はカマド対面の壁長が短い逆台形気味の隅円方形

を呈し、カマドを付設する北西壁から束回りに長さを示すと、 5.8m、6.lm、4.8m、5.8mを測

る。壁高は15cm前後である。床面に主柱穴P1-P4を、南西側の床面に壁小溝を検出した。貼床

下層に掘り込みが巡るが中央土坑及び壁隅土坑は検出していない。

カマド （第29図） 北西壁のやや東に偏した位置に付設されている。右袖は掘りすぎたた

め遺存しないが、支脚と左袖が残る。粘土で台座を造り、設置面の周囲をさらに粘土を巻いて

支脚の安定を図っている。

1. 暗褐灰色砂質土
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灰色砂質土
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10. 小礫混暗灰色砂質土
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12. 焼土少混淡黄茶色
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第29図 140号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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出土遣物 （第144図）

11個体を図示した。 6はカマドの支脚、 10はカマド内出土、 5・11は床面から出土した。 1・2・

4・9は覆土中、その他は貼床下層から出土した。小型甕の支脚6は本住居に伴うが他の土器は

本住居に伴うか否かは確証がない。

141号竪穴住居跡 （図版12・13、第28図）

139・142・143号住居を切り、 140号住居に大きく切られる。しかし、竪穴部の南東隅以外は

確認している。遺存部での計測値は、北西壁の長さ5.5m、南西部6.2mを測り、竪穴部は大型の

部類に属する。主柱穴は、 140号住居の貼床下層で検出したP,-P4であろう。カマド等を含め

て詳細は不明である。

142号竪穴住居跡 （図版12・13、第28図）

143号住居を切り、 140・141号住居に大きく切られ、詳細は不明であるが主柱穴はP1-P4で

あろう。

143号竪穴住居跡 （図版12・13、第28図）

139-142号住居の南に検出した。柱配置から本住居の主体は南の調査区外に延びると考えら

れるため、検出した主柱穴は巳及びP2とした。だが、貼床下層の掘り込みの状態を見るとやや

不安な面も残している。

出土遣物 （第145図）

狭い部分なので、出土品は少ない。図示した土師器は覆土中から出土した。

144号竪穴住居跡 （図版13、第30図）

路線内の北側に 3軒で切り合う。 145号住居が、 144・146号住居を切る。本住居は145号住居

に大きく切られるが、その下層に竪穴部の掘り方が残っており、およそのプランを知ることが

できる。主柱穴は図の P1-P•で、竪穴部のプランは南壁が長い不整台形気味の隅円方形を呈

し、主柱痕が遺存する。 145号住居を造る際に柱を切り取ったものであろう。竪穴部の規模は、

下層遺構から、東壁長4.2m、南壁長4.6m、西壁長4.8m、北壁長4m強である。壁高は15cm前後

である。貼床下層は、中央部を高く掘り残して掘り込みを一巡させる。

カマド 東壁のほぼ中央に、竪穴部から火床が突出して造られている。火床の中央に小型の

甕7を倒立させてセットし支脚としている。カマドは66号建物の柱穴を切っている。

出土遺物 （図版29、第145図）

7は支脚で、 11・12はカマド内、 1・5は覆土中、その他は貼床下層の掘り込みから出土した。
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145号竪穴住居跡 （図版13、第30図）

144・146号住居を切る。竪穴部は、北壁の長さが4.2mほど、他の壁は4.6mほどを測る隅円方

形を呈する。床面には 6ケ所に粘土が散在し、落下、投棄あるいは流入したものだろう。壁高

は20cmを測り、残りが良い。貼床下層の底面は、本住居に先行する144号住居よりも浅い。主柱

穴はP1とp4だけ確認でぎた。

カマド 東壁のほぼ中央に、突出して造られている。

出土遺物 （図版30、第146図）

18はカマド内、 7・12・13・16・17は床面、その他は覆土中から出土した。カマド内から出土

した甑18を除き、他の土器は本住居に伴わない。

土 錘（図版39、第120図） 覆土中から出土した。半分を欠損する。

石製品（図版41、第125図） カマドの前面の床面に検出した。砂岩製の荒砥の破片である。

146号竪穴住居跡 （図版13、第30図）

144・145号住居に切られ、北の調査区外に延びる。竪穴部の南壁を確認でき、長さは4.2mを

測る。また、北壁は調査区内に検出しておらず、南北の幅は4.6m以上を測る。カマドを検出し

ていないが、東壁に造られたと仮定して主柱穴番号を付した。貼床下層に掘り込みが巡る。

出土遣物（第147図）

北側床面に甕1・2を検出した。

鉄滓 貼床下層から 1点出土した

石製品（図版40、第124図） 貼床下層で、蛇紋岩製の紡錘車を 1点検出した。径44mm、厚さ

7mm、孔径5mm強である。

144,-...,146号竪穴住居跡出土土器 （第147図）

この 3軒の切り合い関係を確認中に取り上げた破片資料である。所属住居は不明である。

147号竪穴住居跡 （図版14、第31図）

144-146号住居の束に単独で営まれている。竪穴部のプランは台形を呈する。壁高は10cm前

後である。床面に 4本の主柱痕を検出した。貼床下層に、主柱穴及びカマド対面土坑かと思わ

れるピットを検出した。主柱穴は意外と深く、貼床面からの深さは、最も浅いP1が68cm、最も

深い巳が82cmである。

カマド（第31図） 竪穴部北西壁のほぼ中央に付設されている。袖部は基底部がしっかりと

残っている。
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出土遣物 （第147図）

9がカマド、 1・5・7・8が床面、その他は覆土中から出土した。

148号竪穴住居跡 （図版14、第32図）

147号住居の南西に検出した。西隅部を149号住居に、東隅部を70号建物に切られる。竪穴部

はカマドに対して横に広い平行四辺形に近い隅円方形を呈する。壁高は3cm前後で、ほとんど壁

は残らない。床而に 4本の主柱穴を、貼床下層に掘り込みを検出した。

カマド （第32図） 北西壁の中央から北側に偏した部分に付設されている。基底部しか遺

存しないので袖部が幅広く見える。火床の奥に小型の甕を倒立させて支脚とする。支脚の内部

には、口縁部～頚部に粘土を、その上に地山と黒褐色土の混じった土を入れており、この土と

内底面との間は3-5cmほどの空洞となっている。

出土遣物 （図版30、第148図）

5はカマドの支脚、 4・6-8はカマド・内、 10は床面、 2・11は北東壁際の後世のピット、 l・9は

覆土中、その他は貼床下層から出土しだ。カマド出土の小型甕7は同5と同様に支脚としての役

割を担っていたものであろう。 4・6-8は本住居に伴う。

石製品 （図版41、第125図） 床面で検出した砂岩製の仕上砥である。 4面を使用し、欠損

部付近に、得物を立てて研いだためについたと思われる細い溝が残る。

149号竪穴住居跡 （図版14、第33図）

竪穴部の東壁が148号住居を切る。プランは、カマドに対して幅4.2m、主軸長4mの、横に広

い開円方形を呈する。壁高は10-15cmである。床面は中央部が高く、壁に向かって徐々に低く

なる。床面に 4本の主柱痕を検出した。貼床下層では、主柱穴、中央土坑、掘り込みを検出し

ている。

カマド （第33図） 北西壁の中央からやや南に偏して付設され、火床の中央に支脚を設置

する。カマド内及び周辺から土師器が出土している。

出土遣物 （図版30、第148図）

6はカマドの支脚で、 1はカマド右袖横、 2・7はカマド左袖横、 8は床面で検出した。なお、カ

マド内で支脚の上に検出した土師器については、口縁部及び底部等を含まない破片であるため

図示しなかった。本住居の支脚は他の例に比べて小型である。

鉄滓覆土中から 2点出土した。

-38-



I ~ ! II 

ー "'·~1' ―
ば戸土+•渇色上 ＼）／ I I>

22.4m 

ー 訪三— , ,I f I Ii I 
- -'----= 

0 1m 

第32図 148サ竪穴住居跡 (1/60)・カマド (l/30)実測固

-39-



ll.2m  oO 
22.5m 

~ ニ戸斤三二喜胃:~::
, I .!'.'II><. 褐色上
5 .lJ;..,l決喝色i.lこ燒I

1郎茶褐色16UI ,It 
；町パ褐色 t

~ '暗茶ほ色tl,fl t.,ll 
1i< .~I灰喝色i

0 J 

第33図 149号竪穴ft屈跡 (1/60)・カマド (1/30)実測図

-40 



｀`
 
,
I
 

C
、

I
I
百
川D

、

A
 

22.Sm A' 

~ ー

B
 

22.8m B' 

゜
2m ~ 竺戸弐戸 ~ —ロ□冒〗芦~ニ一

7―--,,----~~ 

・0  1 m 

第34図 150号竪穴住居跡 (1/60)・カマド (1/30)実測図

-41-



150号竪穴住居跡 （第34図）

150-160号住居の11軒は、本遺跡内においては微高地に立地するためか、現畑地を造る際に

大きく削平を受けており、遺構検出の時点で、貼床而はもちろん、竪穴部はほとんど検出でき

ない状況であった。この11軒の住居群は、東半部の150-154号住居の一群の主軸と、西半部の

155-160号住居の一群の主軸は、各々のグループでほぼ統一されており、 2グループの存在を

想定できそうである。

本住居は135号住居の南西に位置する。南西隅を151号住居に切られ、東半部は60号建物と重

複している。また、北西壁は現農道に伴う溝等により破壊されている。貼床面は遺存せず、図

は貼床下層を含めて示している。柱配置についてはA・Bの二案がある。 A案は主柱穴が4本

とも揃うが、 B案はp4が検出できていない弱点がある。両案とも捨て難いので図示したが、住

居一覧表の計測にはB案によった。

貼床下層では掘り込みを検出したが、中央土坑的な土坑をカマドの西側に検出した。

カマド （第34図） 竪穴部北東壁に付設される。両袖部は火床の半分まで検出した。その

前面部は掘りすぎたため図化できなかった。

出土造物 （図版38、第119図）

焼塩土器が出土している。詳細は後述される。

151号竪穴住居跡 （第35図）

150・152住居を切り、 153・154住居に切られ、 61号建物と重複する。貼床面は残っておらず、

カマドの位置も不明であるが、主柱穴番号は北壁にカマドがあると想定して付した (PI

-Pふ中央土坑は存在しない。竪穴部の規模は、一辺4.2m前後であろう。

出土遺物 （第149閃）

土師器破片を貼床下層底面に検出した。

152号竪穴住居跡 （第35図）

151・153・154号住居に切られ、 61号建物と重複する。貼床而は残っておらず、カマドの位置
も不明であるが、主柱穴番号は北壁にカマドがあると想定して付した (P1-P .)。中央土坑は

存在しない。竪穴部は大型で、一辺5.5m前後であろう。南東側に小ピット群を検出した。

出土遣物 （第149図）

土師器破片を検出した。

153号竪穴住居跡 （第35図）

151・152住居を切り、 154・155号住居に切られ、 61号建物と重複する。貼床面は残っておら
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ず、カマドの位置も不明であるが、主柱穴番号は北壁にカマドがあると想定して付した (P,

-P4)。中央土坑は存在しない。竪穴部の規模は、長辺4m前後、短辺3m前後であろう。図示で

きる土器は検出してない

154号竪穴住居跡 （第35図）

151-153住居を切り、 155号住居に切られ、 61号建物と重複する。貼床面は残っていない。

北東壁際に焼土を検出し、カマド火床の痕跡と推測する。中央土坑は存在しない。竪穴部の規

模は、長辺4m前後、短辺3.2m前後であろう。

出土遺物 （第149図）

土師器破片を検出した。

155号竪穴住居跡 （第35図）

153・154住居を切り、西壁は85号建物の東柱列と重なる。貼床面は残っていない。カマドの

位置も不明であるが、主柱穴番号は北壁にカマドがあると想定して付した (P,-PJ。中央土

坑は存在しない。竪穴部の規模は、一辺4m前後である。

出土造物 （第149図）

土師器破片を検出した。

156号竪穴住居跡 （第36図）

157・159号住居を切り、 85号建物と重複する。貼床面は残っていない。カマドの位置も不明

であるが、主柱穴番号は北壁にカマドがあると想定して付した (Pi-巳）。掘り込みが巡る

が、中央土坑は検出していない。竪穴部は大型で、長辺5.6m前後、短辺5.2m前後である。

出土造物 （第149図）

須恵器、土師器の破片を検出した。

刻印土器 （図版37、第118図） 土師器坪の内底面に「封」を刻印している。破片資料であ

り、文字の下半を欠損している。

157号竪穴住居跡 （第36図）

156住居に大きく切られ、 85号建物と重複する。貼床面は残っていない。カマドの位置も不明

であるが、主柱穴番号は北壁にカマドがあると想定して付した (p1-p 4)。貼床下層遺構は不

明な部分を多く残すが、中央土坑がないことだけは確かである。
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158号竪穴住居跡 （第37図）

157号住居を切り、西側を幅50-60cmの浅い現代溝が南北に走る。貼床はもちろん、竪穴部の

掘方も過半が削平されている。よって、プランは南西部を除いて遺存する隅角部と柱配置から、

一辺が4.2-4.4mほどの竪穴部に復原される。カマドは北壁に付設されていたものと推定して主

柱穴番号を付した。また、南壁にかかる二つのピットは P3•P孔こ相対した部分に位置し、深さ

も40cm以上でしっかりとしていることから、本住居の支柱穴と推測する。東壁際、北壁際西半

部に明確な掘り込みを検出したが、中央土坑は存在しない。

出土遣物 （第149図）

土師器の破片ばかりが出土している。
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159号竪穴住居跡

竪穴部は遺存しないが、 P,~P4を主柱穴とした住居の存在を推測し、破線で示した。詳細は

（第38図）

不明である。

160号竪穴住居跡

推定復原した159号住居の南に位置し、 87号建物と重複する。竪穴部の掘方は北壁の東半、東

壁の北半を除いて遺存しない。プランは柱配置と遺存する竪穴部の掘方から推定復原した。カ

マドは遺存しないが、北側に存在したと想定して主柱穴番号 (PI~p 4)を付した。削平が深く

（第39図）

及んでいるため、貼床下層の遺構の存在については不明である。
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【161-168号竪穴住居跡： D区市道分】

以下、報告する 8軒(161-168号住居）は、甘木市が計画した市道建設に係るもので、横断道

の調査と並行して調査を実施した。確認調査の結果、調査対象地は最大幅Sm、長さ100mの約600

m叱し、農道ははずした。

今回の報告分の隣接地であるので、ここに併せて、報告することとした。

All区市道分(179-184号住居）については、後述される。なお、
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161号竪穴住居跡 （図版15・16、第40図）

D区市道の東側に検出した古墳時代前期の住居である。この時期の遺構は、『宮原遺跡I・II』

（『九州横断自動車道埋蔵文化財調査報告—14·17- 』 1988·1990) において、 B·C区の1-3号住

居、 AI区の溝を報告している。この溝は、本市道の西部でも検出している。

さて、本住居は竪穴部の大半が調査区外に延びる。西から細い現代溝が走り来たって本住居

を一部破壊する。竪穴部の南壁は平面的には完存し、長さ8.3mを測る大型住居で、 B区3号住

居と同規模である。床面には、壁小溝を巡らし、南壁際のほぼ中央に屋内土坑A(B区3号住居参

照；上記報告ー14-) を検出した。調査区内には屋内土坑Bは検出していない。炉跡は調査区

外であろう。主柱穴は、 B区3号住居ほどにはしっかりしたものではないが、 p3を検出した。床

面には多くのピットが存在するが主柱穴の位置にあるのはp3しか考えられない。

屋内土坑Aは二段掘になっており、一段目は上端で長径1.3m、短径0.96mで深さは7cmほどで

ある。蓋をかぶせるためのものであろうと思われる。二段目の本体は上端で径0.7m程の円形に

近い形状を示し、深さは0.55mほどである。 2層目の灰と焼土を含む層から小型甕11が出土し

た。

屋内土坑Aの両側に、壁に直交して小溝を各々 1条検出した。掘りすぎて幅広くなっている

が、この溝は、 B区3号住居の例から、板材を床面に打ち込んで区画した遺構であろうと推測す

る。場合によれば、この部分に竪穴部への昇降施設があった可能性がある。

出土遣物 （図版30・31、第149-152図）

B・C地区の同時期の1-3号住居と同様に、床面に多量の土器を検出した。図示できるのは43

個体で堆・甕・ 高坪が主体を占める。西・南側の壁際に検出したものが多く、なかでも、屋内

土坑Aの周辺に集中している。また、屋内土坑Aの2層目に小型甕11を検出した。図示したも

ののうち、 9・12・17・21・22・26・32・38・42・43は覆土中から検出した。壁際から離れた床

面に検出した土器は割れて小片化し、図化できないものが多い。壁際付近の土器も置かれてい

た状態を示して割れているものはなく、先述の小型甕11が本住居の廃絶期を示す唯一のもので

ある。

鉄製品（図版42、第127・128図） 屋内土坑Aの西の壁際に刀子(13)、鉄鏃の茎か針と思われ

るもの(36)を検出した。ともに破片で、投棄されたものであろう。また、屋内土坑Aの2層目の

灰・焼土層の上面に鉄滓を 1点検出した。

石製品 （図版40・41、第125図） 屋内土坑Aの西の壁際に砥石を 2点検出した。 3は凝灰

岩製の仕上砥の破片である。 12は砂岩製の大型の砥石で6面を使用している。
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第41図 162号竪穴住居跡実測図 (1/60)

162号竪穴住居跡 （図版16、第41図）

農道をはさみ、 161号住居の西に検出した。竪穴部のほぼ半分は調査区外に広がる。竪穴部は

北西壁長4.6m、南東壁長4.3mを測る。床面は後世のピットで大きく攪乱されている。よって、

調査中に床面を掘りすぎたため、北隅の一部を除き貼床は検出していない。主柱穴はp3を除き

3本分を検出した。なお、貼床を検出した北隅のEでは主柱痕を確認できた。中央土坑及び掘

り込みは検出していない。

カマド （第42図） 北西壁のほぼ中央に付設されている。後世のピットで大規模に破壊さ

れているが、幸いにも火床に小型甕の支脚が割れながらも遺存していた。

出土遣物 （第152図）

3は支脚で、 2はカマドから出土した。
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11. 茶貿色粘t1土
12. 灰色砂泥
13. 茶賀色枯土

14.13に褐色土を少し含む

15. 黄茶色枯質土
16. 茶褐色枯質土（貼床）

゜
1m 

第42図 162号竪穴住居跡カマド実測固 (1/30)

163号竪穴住居跡 （図版17、第43図）

162号住居の15mほど西に位置し、この部分は 6軒の住居が切り合っている。本住居は、164-166

号住居に大きく切られ、北側の調査区外に延びる。 165号住居の貼床下層に本住居の南西隅を検

出した。よって、竪穴部の南壁の長さがわかり、 5.2mほどを測る。 カマドの位置は不明だが、

北壁に付設されていると想定して主柱穴番号 (pI• p 3)を付した。貼床下層に、

する掘り込みを検出したが、中央土坑等は検出していない。

出土造物 （第152図）

貼床下層から出土した須恵器甕片 1点図示した。

きれいに一巡

鉄製品 （図版42、第128図） 束壁際の床面に鉄鏃の茎2本(33・35) を検出した。

164号竪穴住居跡 （図版17、第43図）

163・165・166号住居を切り、過半は北側の調査区外に延びる。検出した竪穴部の南壁の長さ

は、 3.5mほどで、竪穴部の規模は小型である。主柱穴、カマドとも調査区外ににあるため不明

である。貼床下層の遺構は確認できなかった。
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165号竪穴住居跡

（固版17、第44図）

北束部の期を164号住居

に切られ、 163・166号住居

を切る。地111にプランを検

出した際に焼十ーを2ケ所確

認したので、2軒の住居が璽

複していると考えて調査を

進めた。床面には 1軒分の

主柱穴を検出したが、貼床

下}('1には更に 1軒分の七柱

穴を確認することはできな

かった。また、図ホしたプ

ランの貼床面に舌しれはなく、

貼床の下府遺構も l1~f-分の

ものと判断された。

さて、本住居は南北に広

い開flj方形をY..し、各壁の

長さはまちまちである。各

壁の長さは西壁から時計但I

りに示すと、 5m、4.lm、4.

7m、4.15mである。床面に

4本の上柱穴 (P,-P,)を

検出した。これらの上柱穴

の配沼は、ほぼ方形を用し、

咽からの距離はまちまちで

ある。また、面壁寄りに粘

上を検出した。貼床下層に

は掘リ込みを巡らし、中央

土坑を検出した。

なお、北壁ードに 1号おと

し穴を検出した。

-52-



。22
.
4

m

 

□
 

P1ご
' ' ，，，I : 

(l ¥ 
¥, \✓ ; ~ 

沿◎ー~-一7⑤ p~ 
•"7 P3 

｀ 19 I . ¥・‘／◎
I . 166-P3 

,-----C: 

2m 臼 163 

r
 

,
l
1
/』
l

、

.r,
¥

B
-

‘
 

ー

,
1
1

-

，ヽ

‘,J

r

、

I
4

・
 

4
 
6
 

l
 

C 2~ o 

~ 
A 

麟.~

I闘褐 l.(f中11:1,.1:.,
2. 貨掲lt.111.~:l:I'-に開迅土を含む1 貼床 I
3. 問渇6~質J.
4 . 貨色lbi.プロ ク、llBJ喝i

5. 員色IHプロ クぶ-~·褐色土
6. 貨色t~ .り＼謁色士

1.!r. 色土を主体に貨色帖上位を含む
8 貨渇帖竹土十町渇.i

第44図 165-167号努穴住居跡実測屈 (1/60)
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第45図 165号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

カマド （第45図） 西壁の中央より北に偏した位置に検出した。竪穴部から15cmほど突出

し、煙道が一部残る。支脚は火床の奥に、粘土で台座状のものを造り、 その上にセットされて

いる。本カマドの左（南）に検出した焼土を除去したところ、左に袖部と思われる粘土が一部

遺存する。竪穴部から20-25cm突出し、その部分の底面は一段深く掘り下げられたピットが存

在する。 この遺構は、 ピットを隠すように粘土を貼って火床となしたカマドであろう。何らか

の理由により、右側の大型のカマドが必要になり、並列して造ったものであろう。両者から焼

土が検出されており、並用された可能性がある。右側カマドの左袖は、位置的に左側の小型の

カマドの右袖の位置に相当し、両カマドの袖部として併用された可能性がある。

（第152・153図）

床面、 7は貼床下層の中央土坑、

出土遣物

鉄製品 （図版42、第127図）

4はカマドの支脚、 9はカマド内、 10はカマド右袖横、 3・8は

その他は覆土中から出土した。

主柱穴p3の横の床面に 2点の鉄製品（刀子）を検出した。 17

は破片で、 19は茎の破片である。

166号竪穴住居跡 （図版17、第44図）

163・167号住居を切り、 164・165号住居に切られ、過半は調査区外に広がる。南壁の東西の

隅部から、南壁の長さは5.9mを測り、竪穴部の規模は大型である。カマドは北壁に付設された

として主柱穴(P1・Pa)番号を付した。貼床下層に掘り込み、中央土坑、おとし穴を検出した。

焼塩土器

鞠羽口

（図版38、第119図）

（図版39、第119図）

図上で完形に復原できる、鉢形の尖底のものである。

覆土中に検出した極小片である。
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第46図 168号竪穴住J,rr跡実測図 (l/60)

167号竪穴住居跡 （凶版17、第44図）

166・168号住居に切られ、過半か調在区外に延ぴるため詳細は不明である。

石製品 （図版41、第125因） 砂店製の仕上砥の破片である。鉄器を立てて砥いだと思われ

る細い溝が残る。
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168号竪穴住居跡 （図版17、第46図）

138号住居の南東に検出し、 167号住居を切る。竪穴部のほぼ1/3は調査区外に延びる。全体を

検出できた壁は南壁だけで、その壁長は5mほどである。主柱穴はいを除き 3本を検出した。貼

床下層に、掘り込み・中央土坑を検出した。

カマド

・出土遣物

（第47図） 西壁に造られ、 20cmほど突出する。支脚ははずされている。

（図版31、第153・154図）

1・5・8・9・12はカマド周辺、 2-4・6・7・10は覆土中、 11は床面から出土した。

2
2
.
3
m
 / e: 

1. 黒色土
2. 暗灰色土
3. 暗黄褐色土混暗灰色土
4 . 3に賀褐色土を多く含む

5. 暗灰色士混暗黄褐色粘土
6. 細粒焼土混暗灰色土

7. 焼土・灰混暗灰色土
8. 暗灰色土混黄色粘土
9. 暗灰色土混賀色枯士プロック
10. 細粒焼土少含灰黄褐色土

11. 細粒焼土少含暗灰色土
12.11+ 1 

13. 焼土含黄色枯土
14. 黄褐色枯土
15. 黄色枯土
16. 焼土
17. 焼けた黄色粘土
18. 2 +14 
19. I +14 
20. 黄褐色土混暗灰色土
21. 2 +16 

゜

22.3m 

22.3m 

三 ＝ 
22. I +16 
23.15+ 16 
24.15+16+ 2 
25. 1 + 2 
26. 黒褐色土

lm 

22.3m 

三

第47図 168号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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第48図 169号竪穴住居跡実測図 (1/60)

169号竪穴住居跡 （第48図）

調査区内の南壁際に位置し、床面も削平されている遣存状況の不良な住居跡である。催かに

遺存していた北東側の下層掘り込みと主柱穴とで住居跡と確認された。

床面下層の掘り込みは北東側のみが該当すると考えられ、この地の窪みについては撹乱等の

所産であろう。掘り込みは主柱穴周辺部より壁際が5cm-lOcm程深くなり、溝状に近い形状で

ある。 この掘り込みに則して主柱穴を配置しているが、 AとB2通りの主柱穴配置が考えられ

る。これは柱間隔と深さを考慮したものであり、立て替えか重複した 2軒の住居跡かもしれな

い。主柱穴配置から中型規模の住居跡と推測される。遺物は出土していない。

170号竪穴住居跡 （第49図）

169号住居の北西側に隣接して、主柱穴と北西部の床面下層遺構のみが遺存する住居跡であ
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第49図 170・171号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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る。図面上で復原したものだが、当遺跡では一般的な竪穴住居跡の形態をなしているので、こ

こでも竪穴住居として採用した。

主柱穴は方形に配置しており、柱穴間の間隔が2.3m-2.9mとやや広い。住居に付随するもう

一つの遺構は北西部の掘り込みが該当し、隅部で最も深くなって鋭角に曲がり、 60cm-80cmの

幅の溝状を呈している。深さが7cm-8cm程しかないことから、貼床や生活面は完全に削平さ

れていた。この様な遺存状況から、 171号住居との新旧関係は不明である。

出土遣物もなく時期不詳な住居跡だが、主柱穴と掘り込みから辺長が5mを越える大型の住居

跡に復原される。

171号竪穴住居跡 （第49図）

170号住居の南側に位置して、当住居も主柱穴と床面下層の掘り込みしか遺存しない住居跡で

あり、 170号住居とは璽複するものの新旧関係は不明である。また、 169・173号住居とも一部で

璽複するが、新旧関係を解明するまでには至らなかった。

主柱間エリア内から南西隅にかけて撹乱されているので、 P.に相当すると考えられる柱穴は

遺存していない。他の柱穴では2.lm-2.5mの柱間距離となり、柱穴配置も遣存する掘り込みと

略平行で、方形の平面形になると推測される。床面下層の掘り込みは西壁と北東部隅及び南壁

の一部が残っており、復原してみると 5m前後の規模になる。

束壁際の土師器は復原住居の外方に位置している。共伴する遺物は出土していない。

'y / E 

叉―X、□―-------------r―--e---ヽ, Q悶
¥y / & 
. p~7~~~j□ロ

, ;-:///' 

/./  

/_/_/ ゜
2m 

22.6m 

冒ー 戸一
第50図 172号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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172号竪穴住居跡 （第50図）

169号住居と一部で重複すると考えられるが、当住居も床面下層遺構と主柱穴で復原した住居

跡であり、新旧関係については不明となる。約1/3が調査区外に伸展するばかりか、 171号住居

内より伸ぴる撹乱坑が中央部まで達しており、遺存状態の不良な住居跡である。

主柱穴は2.3m-2.5mの間隔で配置しているが、p4に相当する柱穴は調査区外となる。床面下

層の掘り込みは西壁側が比較的残りが良く、壁際で10cm-20cmの深さとなる。住居の規模につ

いては辺長が4.5m程に復原されよう。

床面下層から須恵器坪の身と蓋が出土している。しかし、調査時には住居跡との認識がなく、

包含層の遺物として採り上げたため、今回は図化をしていない。次報告に掲載する次第です。

胃

‘
,
.
.
1
~

22.6m 

ニー~_:―，ヽ~三
2m 

第51図 173号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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173号竪穴住居跡 （第51図）

隣接している171・174・175号住居と部分的に重複しているが、多数の撹乱坑と柱穴が存在し

ているだけではなく、当住居跡も主柱穴と床面下層の掘り込みの一部から復原しており、各住

居間との新旧関係は確認していない。

南壁側と北壁側の一部で掘り込みが遺存しており、南壁で4.5mの辺長となるが、南北の辺長

は中央部で5.4mを測りやや長くなる。主柱穴は各柱穴間が2mとなり、平面形態が正方形の柱

穴配置をとっている。以上より、大型に近い中型規模の住居跡に復原される。

遺存状態の不良な住居跡であり、遺物は出土していない。

174号竪穴住居跡 （第52図）

175号住居と大半以上が重複しているものの、両住居とも遣存状況が極めて不良であり、新旧

関係は確認していない。周辺部の住居跡と同様、一部の床面下層の掘り込みと主柱穴とで復原

した住居跡で、主柱穴については図示した配置が妥当と考えている。

掘り込みは、西半部が「L」字状に遺存し、東半部では北東隅が僅かに残っている。西半部で

は、南壁側が溝状の形態となっており、西壁側は重複しているので旧態を止めていないが、溝

状の形態の場所も一部で見られる。検出面では、幅が1m-1.Zm、深さが10cm-15cmを測る。

この掘り込みから、東西の辺長が5.4cm程に、南北の辺長が5m程に復原される。主柱穴は少し

歪んだ方形の形状に配置されているが、 l.85m-2mの間隔となる。主柱間エリア内に土坑状の

落ち込みを検出したが、 8cm程の深さしかないものの中央土坑とも考えられる。

175号竪穴住居跡 （第52図）

174号住居の少し南側に位置する。周辺の住居よりも不明瞭な掘り込みではあるが、図示して

いる主柱間エリアの外側 1m-l.5mが相当すると考えられ、主柱穴も 3本しか遺存しないもの

の、住居跡の可能性は高いと考えている。

床面下層の掘り込みは、南壁際で5cm程、東壁際で10cm程の深さを測る。南壁で4.3mの辺長

となるが、南北の辺長は 4m程と推測されて、中型の住居に復原される。主柱穴のPsを検出して

いないが、他の柱穴は1.8mと2mの間隔となり、方形に近い配置である。

住居に伴う遺物は出土しなかった。

176号竪穴住居跡 （第53図）

175号住居の南方2mに位置するが、177号住居と方形溝状遺構に重複しており、南西部では床

面下層の遺構も残っていない。南東部を拡幅したものの壁面まで達しなかったが、北東側の辺

長は4.4m以上となり、主柱穴の配樅も考慮すると中型規模の住居跡になろう。
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第52図 174・175号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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明確な床面を検出していないが、北西壁際の遺物出土状況は床面上に散乱していたとも考え

られ、部分的に床面が残っていたのかもしれない。南西側の主柱穴を確認していないが、他の

主柱穴は1.8m前後の間隔である。掘り込みは北西部が溝状の形状で巡っている。

出土遣物 （第154図）

4の高坪は主柱間エリアより出土している。甑と考えられる 5も主柱間エリアから出土して

いるが、溝状遺構内にも相当する。 1-3は北西壁際で一括して出土した。

177号竪穴住居跡 （第53図）

176号住居とほぼ重複すると考えられ、西壁側の掘り込みが僅かに遺存する住居跡である。溝

状遺構との新旧関係は不明だが、 176号住居の北壁際における遺物出土状況から、当住居が古い

と考えられる。南東側の主柱穴は調査区外となるが、長方形に配置され1.8mと2.3mの柱間隔と

なっている。主柱穴の外方l.2m-l.5mで検出したラインは、主柱穴の平面形態と相似形であ

り、当住居の掘り方と考えられる。当住居に伴う遺物は出土していない。
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第53図 176・177号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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第54図 178号竪穴住居跡実油l図 (1/60)

178号竪穴住居跡 （閃版18,第54凶）

住居跡とは重複しないが、北束関を 7号溝に切られ、北西隅部を35号 L坑に、切られている。

辺の中程で5.lm-5.4mの辺長を測り、大型規模の住居跡である。唸而は急勾配な立ち上がり

で、良好な所で14cm程の壁窃を測るが、咄小溝を付設していない。

床面は北西側が僅かに高くて、南束側に向かって順次低くなり、 6cm程の店低差となってい

る。主柱穴は台形状の配沿となり、柱間隔が2.25m-2.55mを測る。北西壁の中央部にカマドを

付設しているが、両柚の基底部のみ逍存する。造り付け型カマドで、袖の長さは0.75m-0.85m 

を禎I)る。火床面の形状は長方形で、 0.55mの幅となる。
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貼ii3cmの下方で掘り込みを検出したが、カマドのある北西壁を除いて巡っている。溝状の

形態となるが、坑底は若干凹凸があり、 0.7m-0.9mの幅を測る。

出土遺物 （第154図）

1はカマ ド右袖付近より出土した鉢。 2はカマド内より出上した甑の把手部であろう。
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第55図 179号竪穴住居跡実測図 (1/60)

三~
第56図 180サ竪穴住居跡実測図 (1/60)
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179号竪穴住居跡 （図版18, 第55図）

All区市道の北西端に位置する住居跡で、カマドを含めた南半部が調査区外となり、 73号掘立

柱建物に切られている。壁面観察によると、遺物包含層の黒褐色土上面から掘り込まれており、

貼床面まで50cm程の深さとなる。竪穴部の壁面は直立気味な立ち上がりであり、北西側で壁面

と平行な土層図の29が壁体に関連する痕跡かもしれない。

竪穴部の規模は辺長が4.4m程の中型である。主柱穴は竪穴部の平面形と略相似して配置し、

柱間隔が2.lmを測る。床面下層で中央土坑と掘り込みを検出した。中央土坑は長軸が2.2mとや

や広大であり、床面から坑底までが25cmの深さとなり、地山の土に黒色土が若干混入した埋土

である。掘り込みは幅が50cm程となり、北壁側で途切れており巡ってはいない。掘り込み内の

地山面に小穴を検出したが、壁体に関連する跡なのか、掘削痕であるのかを断定するまでには

至らなかった。

出土遣物 （図版31, 第155図）

2点とも主柱間エリアの床面上より出土した土師器の甕である。

180号竪穴住居跡 （第56図）

AII区の中程に位置して、大半以上が調査区外に伸展する住居跡である。北東隅部を確認した

だけで、主柱穴やカマド等も検出していない。壁面は急勾配に立ち上がり、 10cm程の壁高を測

る。壁面下で壁小溝を検出していない。略水平な床面で、下層の掘り込みは 4cm-7cmの深さ

である。遣物は出土していない。

181号竪穴住居跡 （図版19, 第57図）

All区市道の東端に位置する住居跡で、南壁際を183号住居に切られており、西南隅部も調査

区外に伸展しているが、住居の全容は略判明する。北壁の辺長が4.2m、南北の辺長が約4.6mを

測る。急勾配の立ち上がりの壁面で、 10cm-15cmの壁高を測るが、壁面下に壁小溝は巡ってい

ない。床面は略水平な貼床で、主柱穴の凡とp3で柱痕を検出した。主柱穴の配置は竪穴部の平

面形と略相似形になり、 1.6m-1.85mの柱間隔となる。カマドは西壁の略中央に付設してお

り、造付け型である。両袖とも基底部が残っており、右袖の端部は柱穴で崩されているが、 0.

75mの長さを測る。火床面も柱穴で壊されて不詳となり、支脚も残っていなかった。

床面下層には、北壁側以外で掘り込みがなされており、不整な形状を呈するが溝状に巡り、

床面より 10cm-15cmの深さである。当住居に伴う遺物は出土していない。

182号竪穴住居跡 （図版19, 第58図）

181号住居と隣接しており、 183・184号住居を切るが、 184号住居とは略重複している。検出
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第57図 181 · 183号竪穴住居跡実測~(l/60'.

時は 1軒の住居と考えていたが、七柱穴と下培の掘り込みの有り様から 2軒と判明した。束墜

については破線で図示する結果となった。

北壁で4.5mの辺長となり、南北の辺長が4.65m程に復原され、翌穴部の平面は略正方形と考

えられる。壁面はやや急勾配な立ち上がりとなり、 10cm前後の壁閥を測るが、壁面下に壁小溝

は巡っていない。床而は略水平な貼床で、 3cm-5 cmの厚みである。主柱穴の配置は竪穴部と

相似して略正方形の平面形となり、柱間隔が2m程となる。

床面下府の掘り込みは、若干の凹凸をなしてはいるが全周する。北西限に壁隔土坑を検出し

たが、 二段落ちの坑底となり、最深部では床面上より38cmの深さを測る。主柱問エリア内の土．

坑は、少し不整な長桁円の平面形であり、床面上より20cm程の深さである。当住居に伴う中央
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第58図 182・184号竪穴住居跡実i!llj図 (1/60)

上坑の可能性が高いものの、 184号住居に伴う上坑かもしれないc

カマド （第59図） 北壁の略中央部に付設した突出型カマドである。掘り方は55cm程竪穴

部より突出するが、楕円形に近い平面形である。床面上より粘土等を積み上げて壁体としてい

るが、突出部では貼り付けつつ積み上げたと言えよう。竪穴部内にも両袖が30cm程伸展してい

るが、焚u部に向かってすぽまる形状ではない。火床面は柱穴で撹乱されているものの、長軸

が80cm、短軸が35cmを測り、長楕円形の平面形になる。支脚は残っていないが、登穴部より10
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1. 茶灰色砂泥に淡黄灰色粘土混じり、
焼土少し混入

2. 褐色砂泥に黄灰色粘土が粒子状に

混入

3. 淡黄灰色粘土に灰色砂泥多く、焼

土やや多く混入

4. 褐灰色砂泥に粘土粒と焼土が少し

混入

5. 暗褐色砂泥

6. 暗灰色砂泥に焼土が少し混入

一 7.茶灰色砂泥に焼土粒が少し混入
8. 淡茶灰色砂泥に焼土が少し混入

---- 9.7に黄灰色粘土が粒子状に混入
、/

10. 淡黄灰色枯土

11. 暗灰色砂泥に淡黄灰色粘士が若干

混入

12. 暗灰色砂泥に淡賀灰色枯土がやや

— 多く混入

13. 黄茶色粘質土に茶灰色砂泥混入
14. 暗茶灰色砂泥に粘土と焼土が混入

15. 茶色粘質士と賀灰色粘土に褐色砂
泥が混入

16. 淡灰茶色砂泥に粘土粒と焼土が極
少混入

22.2m 17・ 焼土
18. 淡茶灰色砂泥が焼土化
19. 淡茶灰色砂泥

20. 淡掲灰色砂泥
21.20に茶色枯質土が混入
22.10に淡灰色砂泥が混入
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第59図

I. 淡茶灰色砂泥に焼土粒多く混入

2. 暗褐色砂泥に焼土粒やや多〈混入

3. 暗茶灰色砂泥に焼士粒が若千混入
4. 灰掲色砂泥

5. 淡黄灰色粘土に灰褐色砂泥混入
6. 茶灰色枯筑土
7. 暗褐灰色砂泥に焼土少し混入
8. 茶色枯質土

9 .i炎灰色砂泥に焼土が若干混入
10. 8に褐灰色砂泥が混入

11. 4に淡黄灰色粘土粒が少し混入

12. 8に灰色砂泥が少し混入

13. 淡賀灰色粘土
14. 暗茶灰色粘質土

15. 褐茶色粘質土に13が少し混入．

16. 8 +13 
17.4+8+13 

182・183号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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cm外の火床面中央部で抜き取り跡を検出した。

出土造物 (155・156図）

1-7は、埋土上層から床面下層までの間に検出した杯蓋である。 3・6・7・ は床面と思

われる面から出土している。 8-12の坪身も驀と同様の出土状況である。 13は壁隅土坑から出

土した。 15と16は床面下層から出土した精良品である。 18も壁隅土坑の出土品。 21・23・29と

32がカマド内と周辺部の出土品で、同じくカマド内より出土した34の鉢は体部が直線状に内傾

する。高坪の25と26は埋土中の品である。

183号竪穴住居跡 （第57図）

カマド周辺以外が調査外となる住居跡で、 181号住居を切ってはいるが、東壁側を182号住居

に切られており、住居の規模は不詳である。壁面は急勾配の立ち上がりで、 10cmの壁高を測る。

下層の掘り込みは床面より 10cm程の深さである。

カマド （第59図） 北壁に付設した突出型のカマドである、掘り方が竪穴部より40cm程外

方となり、半月状に近い平面形である。掘り方に貼り付けながら積み上げて壁体としているが、

竪穴部内にも両袖が25cm程伸び、焚口側が若干狭くなる形状となる。火床面は床面より少し窪

み、長軸が38cm、短軸が33cmと比較的狭い。支脚は残っていなかった。

出土遣物 （第155図）

カマド内の甑片？は図化していない。 1はカマド前面より出土した甕である。

184号竪穴住居跡 （第58図）

182号住居と略重複している住居跡で、東壁と南壁の一部が僅かにはみ出ている。 182号住居

の主柱穴配置と略同じ配置となるが、竪穴部の形状と同じく若干東南に偏向している。柱間隔

は1.7m-2.2mを測る。床面下層の掘り込みは大半が喪失しているものの、遺存する部分では溝

状を呈して巡っている。地山面で小穴を検出しているが、壁際に並ぶ小穴は壁体に付随する痕

跡かもしれない。 182号住居内の小穴についても同様であろう。遺物は出土していない。

185号竪穴住居跡 （図版20, 第60図）

All区市道184号住居の10m程南に位置する住居跡で、北西隅が調査区外である。南北が4.8

m、東西が5.25mの辺長を測り、やや大型の住居である。壁面は急勾配な立ち上がりで、 25cm程

の壁高を測りー、壁面下に壁小溝を付設していない。床面は東壁側が僅かに高くなっているもの

の、略水平に近い。床面上で主柱穴の痕跡を検出したが、柱痕の径は15cm程であった。主柱穴

は竪穴部の平面形と略相似した配置となり、柱間が1.9m-2.3mの距離を測る。

カマドは東壁の中央に付設している。左袖の基底部が僅かに遺存するのみで、造付け型と分
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かる程度であり、支脚も残っていない。袖の長さは60cmを測る。床面下層の調査は主柱穴の掘

り方を確認したのと、掘り込みの一部を図化しただけである。

出土遣物 （第156図）

1-6の須恵器は埋土より出土。その他は全て土師器であり、 8も土師器の杯身である。 17

がカマド周辺の床面から、 9も床面上から出土した。 22と23が床面下層より出土した品で、そ

の他は埋土より出土した。

186号竪穴住居跡 （第60図）

185号住居の西方3mに位置して、南東隅部のみ検出した住居跡である。当初は土坑と考えて

いたが、形状と坑底の状況を考慮した結果、住居として取り扱う。深い場所が床面下層の掘り

込みに当たると考えられるが、全く不詳な住居である。図化しうる遺物は出土していない。

187~206号住居群の概要 （図版3)

約150面の場所に20軒の住居が重複していた。複雑な切り合い関係であるばかりか、掘立柱建

物等の柱穴も数多く掘られていた。この他にも、大半以上の住居跡は遺存状態が不良でもあり、

住居群の全容を解明する上で支障をきたした。悪条件は更に重なった。該当地の中程を農道が

走っていたので、農道より北側をAll区として最初に調査を行い、農道より南側をD区として次

に調査を実施した。最後が農道部の調査となり、 D区の部分と併せて調査した。これらの悪条件

が重なった結果、一部で切り合い関係が不詳となった。けれども、調査時の床面下層遺構を詳

細に検討して、住居間の切り合い関係と各住居の主柱穴や掘り込み等を解明した。先後関係は

次の通りである。

（古） 201→ 200 
¥, 

（新）

204→ 203→ 202→ 205→ 199→ 190→ 189→ 188 

206/ / 

196→ 195→ 191 

198→ 197 / 

194→ 193→ 192→ 187 

だが、All区の調査時は床面下層遺構に対する認識が希薄であり、一部で主柱穴を確認しない

住居も含まれている。出土遺物の一部が混乱したのも上記の理由からである。

187号竪穴住居跡 （図版20, 第61図）

住居群の中では北西端に位置する住居跡で、 191号住居に南東隅部を切られるが、 192-194号
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第61区 187・192-194号翌穴住居跡実測凶 (1/60)

住居よりも新しい。翌火部の辺長が3.5m-3.65mを測り、やや小振りな中型規校となる。壁面

は急勾配な立ち上がりで、 10cm-20cmの壁翡を測り、陪面下には壁小溝を設けていない。

床面は水平に近い貼床であり、 1未面上でP此化の主柱穴痕を検出したが、 P,とP,については

未確認で、 その原因は前述した理由からである。床面下府の遺構についても同様であり 、南半

部で掘り込みを図化している。P,の北西の土坑が当住居の中央土坑と考えられ、長軸がlm、短

軸が0.6mを測り、不格形な楕1月形の平面形態で、床而ヒより20cm程の深さとなる。当土坑の北

側に存する土坑は193号住居の中央士坑と考えられる。
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カマドは北壁中央部に付設されているが、壁体が何ら遣存しておらず、火床面と支脚の一部

が僅かに旧態を止めていた。残りの不良なカマドであるが、支脚位置が竪穴部のライン上にな

る突出型と推測され、奥壁より30cm内側に支脚を設けている。火床面は長軸が70cm、短軸が50

cmを測り、焚口部が狭くなる楕円形に近い平面形態である。カマド左側にも突出部を検出した

が、掘り方が方形の柱穴と考えられる。

出土遣物 （図版31, 第158図）

1-8は須恵器の杯で、 2と7が埋土より出土し、時期の異なる 1は床面下層からの出土品

である。他はカマド周辺の床面上より出土した。 9は精良な土師器の杯で、南壁際の床面上よ

り出土した。 18は凡北側の柱穴で出土し、 12が床面下層、 11と14が埋土よりの出土品であり、

その他はすべてカマド周辺の床面から出土した。

鉄製品 （図版42,第128図） 34は西壁際で出土した鉄鏃の基部であろうか、現存長5.6cm

を測る。 49は銹のための不明で、現存長4.1cmほどを測る。床面下層より出土した。

188号竪穴住居跡 （図版3'第63図）

住居群の中では南側に位置して、最も新しくなる住居跡である。辺長が3.3m-3.4mを測り、

住居の規模は小型に属す。壁面はやや急勾配に立ち上がり、 5crn-15crnの壁高を測る。床面は

中央部が僅かに低くなるも略水平に近く、壁面下に壁小溝を設けていない。

主柱穴は図示したP2が該当すると考えられる。竪穴部が縮小するのに伴って、主柱穴がより

隅部に寄る傾向があり、当住居も207号住居と同様の配置を想定した。けれども、多くの住居が

重複して複雑な床面下層となり、 p3と化は検出するに至らなかった。

床面下層には掘り込みがなされている。部分的ではあるが、竪穴部に則して50cm幅で掘られ

ており、全周していたと推測される。下層の土坑については不詳である。

カマド （第62図） 北壁の中央部に付設した突出型のカマドであり、掘り方と先端が竪穴

部より55cmも外側となる。掘り方の平面形は先端部が隅円となり、上端で60cmの幅である。下

方より粘土等を積み上げて壁体を形成しているが、竪穴部内には左袖が僅かに伸びているだけ

である。火床面は、長軸が40cm、短軸が33cmを測り、隅円方形の平面形である。支脚は抜き取

られており、竪穴部から15cm程外方に位置する。

出土遣物 （図版31, 第159図）

土師器の坪・皿類では、 2がカマド右側より出土して、 4が埋土中品であり、他の 3点は床

面下層から出土した。甕は 6・9と10がカマド周辺部より出土して、 8と11が埋土中の品で、

7が床面下層から出土した。
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22.lm 188 

I. 茶灰色砂泥に焼土少し混入
2. 褐灰色砂泥
3談茶灰色砂泥に焼土やや多く

混入

4 . 3に褐色土少し混入
5. 淡褐色砂泥
6. 炭層に灰と焼土少し混入
7. 茶掲色土
8. 暗灰色砂泥に淡黄灰色枯土粒・

少し混入

9. 淡褐灰色砂泥
10. 灰茶色砂泥に焼土少し混入
11.10に褐色土少し混入
12. 淡灰褐色砂泥に灰色砂多く混入
13.12に淡黄灰色粘土少し混入

14. 褐茶色砂泥
15. 淡褐茶色砂泥
16. 4よりも焼土多く混入
17. 灰白色砂
18. 淡黄灰色粘土に焼土多く混入
19. 茶灰色砂泥に淡黄灰色粘土混入
20. 茶色粘質土に灰色砂泥混入
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第62図

22.lm 

三
22.lm 

三

1. 淡黄灰色枯土に茶灰色砂泥混入
2. 茶灰色砂泥に焼士と淡黄灰色

枯土粒少し混入
3. 暗茶灰色砂泥に灰色砂混入

4. 暗褐灰色砂泥に灰色砂多く混入
5. 淡茶灰色砂泥に焼土少し混入
6.3に褐色土少し混入
7. 茶灰色砂泥に淡黄灰色枯土粒

多く混入

8.7に褐色土多く混入

188・189号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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鉄製品 （固版42, 第127図； カマド周辺より出上した鉄釘と考えられ、銹が若しく形状は

不明となるが、頂部を折り曲げている。現存長が6.7cmを測る。

（図版39,第120図） 5は半分程を欠失した土錘で、長さが3.5cm、外径が最大で土製品

1.55cm、孔径が4mm程を測る。床面下層から出」」した。

189号竪穴住居跡 （固）坂3'第63凶）

188号住居に束半分を切られた住居跡で、 2番日に新しくなる。188号住居が東に1.5m程平行
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゜第63図 188・189号竪火住居跡実測図 (1/60)

移動して、竪穴部の規模も僅かに縮小したと、そのように考えられる両者の位笛関係である。

当住居の辺長が3.7m程を測り、竪穴部の規模は小型である。5cm-lOcmの壁裔となり｀じ逹面 F
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に壁小溝を設けていない。カマド前面が僅かに低くなるが、他の場所は略水平となる床面であ

る。

主柱穴は図示した配置を考えているが、カマド側に寄りすぎているものの、竪穴部とは略平

行である。柱間隔は2.2m-2.4mを測る。床面下層では、東壁に沿った掘り込みは当住居に伴う

と考えられるが、中央土坑等については複雑に切り合っているので歴然としなかった。

カマド （第62図） 北壁の略中央に付設した突出型カマドである。突出部は先端が楕円形

気味となり、竪穴部より50cm程外側となる。壁体は壁面に貼り付けつつ積み上げており、焚ロ

側に向かって右袖が伸展している。火床面は、長軸が50cm程を、短軸が30cmを測り、楕円形に

近い平面形で、床面より 5cm低くなる。支脚は遺存しておらず、抜き取り跡も確認されなかっ

た。

出土遣物 （第159図）

須恵器杯蓋の10はカマドの掘り方内より出土し、 3と7がカマド内より出土した。 5はカマ

ド下層より出土した品である。 2・4・6が南西隅の床面上で出土して、 9が埋土中よりの出

土品である。他は床面下層から出土した。

鉄製品 （図版43,第129図） 57は楕円気味の円環に断面長方形の棒状部が2.8cm付く。現

存長が6.1cm。端部を欠損しているので断定されないが、轡の一部であろうか。床面下層より出

土。

石製品 （図版40,第124図） 3は雲母片岩製の紡錘車で、縁辺部の一部が欠損する。寵径

が4.5cm、孔径が7mm-8~m、厚みが 1 cmを測る。丸味を持ちながらも断面長方形に近い形状

で、床面下層の出土品。

190号竪穴住居跡 （図版3・20,第64図）

189号住居に西南隅部を切られているが、周辺の住居6軒を切っており、住居群の中で3番目

に新しい住居跡である。竪穴部の辺長は、東西が5.lm、南北が4.25m程を測り、隅円長方形の

平面形態になろう。壁面は急勾配の立ち上がりとなるが、やや残りの不良な壁高で5cm-lOcm 

を測り、壁小溝を設けていない。床面は北壁側が若干低くなる貼床である。主柱穴は図示した

配罹と考えているが、やや台形に近い平面形態となる。

床面下層では、主柱穴エリア内の中央土坑と竪穴部に沿って巡ると考えられる掘り込みを検

出した。中央土坑は第67図に図示しているが、円形に近い平面形態となり、 80cm程の径となる。

最深部で14cmとやや浅いが、埋土が粘土を主体として焼土も混入しており、中央土坑の性格を

考える上でも示唆的な状況を呈している。性格については、竪穴住居に関する多くの問題点と

併せて次報告において述べる予定です。掘り込みは、南壁を除いて60cm-90cmの幅で巡ってお

り、床面から30cm程の深さとなる。
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第64図 190・200・201号翌穴住屈跡実測図 (l/60)

カマド （図版21,第65区I) 北壁の中央部に付設した突出型のカマドである。掘り方は壁

穴部から50cm外側に突出して、台形に近い平面形態である。褐色土等を積み上げて壁体として

いるが、翌穴部内にも45cm程伸ぴる両袖で、基底部で25cm程の幅を測る。火床面は長楕円形の

平面形態で、幅が35cm程を測る。支脚は遣存せず、抜き跡も検出していない。

出土遺物 （第160図）

1は須恵器の杯森で、南壁際の床面上より出土した。2と3は床而下層の中央上坑より出土

して、他は埋土中の品である。
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鉄製品

127図）

（図版42, 第

4は刀子の身

で、現存長が7.3cmを測

る。主柱間エリアの床面

上より出土。 24は鉄釘と

考えられ、先端部を欠損

するが尖り気味となる。

中程の断面は長方形とな

り、現存長が6.4cmを測

る。 43と48は鏃の茎片で

ある。48は現存長が3.4cm

で断面長方形。 43は銹が

著しく不明となる。現存

長が4.7cmを測り、床面下

層よりの出土品。

土製品

120図）

（図版39, 第

略完形の 1点を

含め6点とも土錘である。

10は床面上から出土した

品で、全長が5.7cm、径が

1.5cm、孔径が3mm-4mm

を測る。 7・9・12が床

面上より出土して、 8と

11が床面下層より出土し

た。他にも 1点出土して

いるが図化していない。

第66図

゜
I. 黒灰色土（焼土若干含）
2. 黄褐色粘質土
3. 赤褐色粘質土
4. 黒茶褐色土
5. 灰褐色土 ・

6. 4 + I (焼土含）
7. 黄茶褐色土
8. 橙褐色土
9. 8 + I 
10. 5 + I 
II. 7 + I 

第65図
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190号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

2
1
.
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饂も

21.9m 

0 50cm~~ 竺
I I I I I I 

190号竪穴住居跡内遺物

出土状態実測図 (1/30)

22.5m 

~ ニ芝万二
22.5m 

冒

゜

I. 黄色帖土

2. 焼土・灰・黄色粒混赤褐土（焼土主体）
3.ill灰色帖質土
4. 焼土粒混灰褐土 lm 

石製品

125図）

（図版41, 第

10はカマド前面

第67図 190号竪穴住居跡

中央土坑実測図 (1/30)

の床面下層から出土した砥石である。良く使い込まれている。

191号竪穴住居跡 （図版3・20, 第68図）

住居群の中では比較的新しい時期に属するが、住居の規模は群中でも最大となる。西南隅付

近を188-190号住居と103号掘立柱建物に切られているが、旧態を知る上で差し支えはない。東
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第68図 191・195・196サ竪穴住居跡実illiJ図 (1/60)

西の辺長が5.35m、南北の辺長が5.lmを測り、住居の規模は大型に属す。壁高は比較的残りが

良〈最大で25cmを測るが、照面下に喉小溝を設けていない。主柱穴は図示した配四が妥当と考

えられ、竪穴部と相似形となり 2m-2.25mの間隔である。束壁中程に粘土の堆積を確認した

が、 カマド対而粘土と異なる位四となるが同じ性格かもしれない。

床面下）杓の遺構では、 P1に接して中央七坑を検出したが、少し不椛な平而形態となり、径が

1.2m前後を、床面から25cm程の深さを測る。掘り込みは、部分的には溝状に巡っているが、重

複しているので歴然とした形状ではない。

カマド （図版21) 北峡中央部に付設した突出型カマドである。竪穴部より80cmも外側に

突出した掘り方で、突出する端部で1.lmと幅広い。掘り方に貼り付けつつ積み上げて墜体とし
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ているが、竪穴部内にも若干袖が伸びている。右袖は掘立柱建物に切られているが、左袖は内

側に25cm程伸展している。火床面は隅円長方形の平面形となり、竪穴部より25cm外側に支脚が

遺存する。支脚には自然石を使用しており、 13cm程を土中に埋めて固定しているが、火床面か

ら上端面まで19cmの高さとなる。

出土遺物 （第160図）

多量に出土している。坪蓋の 1-8は、 1と2が床面から、 3・5と8が床面下層から、他

は埋土から出土した。同じく須恵器の坪類9-18では11・13と17が埋土から、他は床面下層か

ら出土した。土師器の坪類20-28では、 27がカマドより、 22-24が床面下層から、他は床面近

くの埋土より出土した。甕類では、 29・30がカマド前面の床面より出土した。

鉄製品 （図版42・43,第129図） 52は先端部が大きく曲刃する鎌で、良く使い込まれた略

完形品。全長が19.8cm、最大幅が3.4cm、背の厚みが2mmを測る。東壁際の床面より出土した。

刀子は 5点出土している。 6は関部でワラが付着しており、現存長が9.5cmを測る。 3は身の部

分で、現存長4.4cmを測る。 2点とも床面より出土。残り 3点は茎部片で、 16が現存長4.6cm、

18が現存長4.7cmで埋土より出土。 20が現存長3cmで床面下層より出土。 46は鏃の茎部で、断面

長方形である。 26は茎部の断面が長方形で箆被の断面が楕円形の鏃片である。現存長4.1cmで、

床面下層より出土した。 28は現存長が7.1cmの釘で、 5mm程曲折した頂部で、中程の断面は正方

形に近い。 44も釘と考えられて、現存長が3.3cm。2点とも床面直上より出土した。 56は不明鉄

器で、中程が楕円形となり、厚みが2cmである。欠損して不明となるが、両側に何かが取り付

く。現存長が2.9cmで、床面下層から出土した。鉄滓が出土しているのも付記しておく。

192号竪穴住居跡 （図版3・20,第61図）

住居群の中では北西端に位置して、 187・191号住居に切られるが、 193・194号住居を切って

いる。隅を含めた北東部で壁と床面が僅かに残り、 15cmの壁高を測る。急勾配に立ち上がる壁

面だが、壁面下に壁小溝を設けていない。西壁については、 187号住居の南側に 2条のラインを

検出しているが、レベルと住居規模に切り合い関係を勘案すると、東側のラインが当住居に伴

うと考えられる。該当部は床面下層の掘り込みでもあり、 200・201号住居との切り合い関係は

不明となる。この西壁で測ると 5m程の辺長となる。

主柱穴は図示した配置を考えたが、 P心巳が103号建物と重複することになり、再考しなけれ

ばなるまい。 P2-凡間が2.5m前後となり、竪穴部の規模に適合し、平面形態も略相似している

ことを付け加えておく。カマドは北壁に付設していたと考えられるが、不注意で図化していな

vヽ
゜
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出土造物（第161図）

1は土師器の皿でカマドより出土したとされている。 2の甕は埋土中より出土した。

193号竪穴住居跡 （図版3・20, 第61図）

187号住居の東側に位置して、 187・192号住居に大半以上が切られる住居跡で、カマドを含め

た北東部のみが遺存し、 194号住居と 8号溝を切っている。壁面は急勾配な立ち上がりで、壁面

下に壁小溝を設けていない。主柱穴は図示したP心Paが該当すると考えられ、 P2とp4は前述し

た理由等で確認していない。住居の規模については、東壁やカマド位置と主柱穴等から辺長が

3m強になろう。 187号住居の説明でも述べたが、 P1の東に位置する土横が当住居の土坑と考え

られる。長軸がlm程を、短軸が0.8mを、深さが20cmを測り、楕円形に近い形状である。カマ

ドは北壁に付設しているが、壁面より35cm突出する掘り方である。両袖を含めた壁体や支脚も

遣存せず、突出型と分かるだけの不詳なカマドである。

出土遣物 （第161図）

土師器の 4と5がカマドより出土した。他は埋土よりの出土品だが時期の異なる須恵器杯身

の1は混入品である。

194号竪穴住居跡 （図版3・20,第61図）

住居群の中では北東端に位懺して、北東隅部が僅かに残る住居跡である。壁面は直立気味な

立ち上がりで、 10cm-15cmの壁高を測り、壁小溝を設けていない。主柱穴は187号住居内で検出

したP心巳が伴うと考えられるが、図示した様にP2とp4を検出していない。この主柱穴配置で

あるならば、 187号住居の南側で検出した西方のラインが伴うと考えられる。この場合には4.5

m前後の辺長に復原される。 200・201号住居との切り合い関係は192号住居と同様に不明であ

る。遺物は少し出土しているが、図化していない。

195号竪穴住居跡 （図版3' 第68図）

191号住居にカマドを含めた西側2/3を切られているが、 196・197号住居より新しくなる住居

跡である。北東隅が二段落ちとなり不自然な形態をとるが、下段のラインが当住居に伴うと考

えられる。壁面は直立気味な立ち上がりとなり、 23cm前後の壁高を測るが、壁面下に壁小溝を

設けていない。床面は略水平な貼床である。

床面下層の掘り込みは深く掘られていたので、 191号住居の下層でも検出され、南壁側が竪穴

部に沿っていないものの、略全周していると言える。この掘り込みを確認したことで、辺長が

3.9m前後となる住居規模と推測された。主柱穴も掘り込みと相似形の配置を考えているが、図

示した様にp3を検出していない。柱間隔も竪穴部と同様に狭く、 1.5m前後を測る。
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出土遺物 （第162図）

須恵器蓋の 1は床面上より、同じく 2は貼床下府から出土した。杯身の 3も床面よりの出土

品。土師器では、 5が床面下屈より出土したが、他は床而上から出土した品であるc

196号竪穴住居跡 （固版3,第68凶）

191号住居と195号住居に切られて、北東隅部が僅かに逍存する住居跡である。5 cm程の壁高

を測り、遺存する範囲内では壁小溝は見当たらない。191・195号住居の床而下府が深く掘られ

ているので、当住居の主柱穴は検出されなかった。住居の規模も不明で、出土遺物もない全〈

不詳な住居跡である。

197号竪穴住居跡

（図版3, 第69図）

住居群の中では東

端に位置する住居跡

で、 188・191・195号

住居に北西の一部を

切られるが、旧態は

復原できる。198号住

居との切り合いは、

検出面で確認出来な

かったが、床面下府

調査時に当住居が新

しいと判断された。

壁面は北束側が残り

も良〈、 15cm-20cm

程の壁高を設ljり、急、

勾配に立ち上がって

いる。壁小溝は設け

ていなかった。辺長

が4.lm前後を測り、

中型規模の住居に復

原される。

中央部が若干低〈

~ 三 し三ご＿＿ーニい言

第69図 197・198号翌火住居跡実測図 (1/60)
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第70図 197号竪穴住居跡カマド実測区I(1/30) 

なる床面で、床而 1::.において主札穴の痕跡は確認していない。主柱穴は屈ぷした配粁が考えら

れ、化は191号住居の掘り込みにより喪失したのであろう。

カマド （第70図） 北壁のやや束奇りに付設した突出型カマドである。突出部は竪穴部よ

り25cm外側であまり出ず、掘り方も二段掘りとなり、上段部に粘土を積みヒげて競休を構成す

る。袖は竪穴部内に長く伸展して、左袖長が78cmを測り、焚U部が狭くなる形態をとる。左袖

は大半以上を喪失しており、基底部が僅かに遺存する。袖長が25cm、袖店も良好な所で6cmを

測る。左袖高は良好な所では20cmとなる。

火床面は床面より 8cm低 くなり、長軸が52cm、短軸が30cmを恨ljり、楕円形の平而形態となる。

火）未面に支脚は遺存しておらず、抜き取り跡も検出されなかった。

出土遺物 （第162固）

1はカマド内から出十．した品で、内面にヘラ記号を付した枯良な杯。 11もカマ ド内から出上。

2と4がカマド周辺部より 出土し、 4・5と8が埋十，中品、 14が床面より出土した。他は床面

下層から出土した品である。

鉄製品 （図版43,第129図） 54は苅装部周辺が残っている鎌で、現存長が4.9cm、身の輻が

2 .6cm-3.2cm、背の厚みが2mmを測る。床面下層から出：Iご。32は下半部を欠失した釘で、現存長4.

4cmを測り、頂部が5mm屈曲する。中程から湾曲しており、断面長方形である。床面下屑から出上。
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土製品 （図版39, 第120図） 13は端部を僅かに欠失する略完形の土錘である。現存長が5.

8cmを、最大外径が1.8cm、孔径が4皿を測る。床面直上より出土した。 14は現存長が3.8cm、最

大径が1.7cm、孔径5mmを測り、床面下層から出土した。 15は現存長が2.6cm、最大径が1.1cm、

孔径が4.5mmを測り、埋土より出土した。

198号竪穴住居跡 （図版3' 第69図）

188・197号住居に切られて南壁側が残る住居跡である。南壁で4.7m前後の辺長となり、中型

規模の住居になろう。壁面も遺存状態が悪く、 5cm程の壁高となり、壁小溝も設けていない。

検出部分での床面は略水平である。主柱穴は図示した配置が考えられ、 P,が他の住居の掘り込

み等で喪失したものと推測される。床面下層では、南壁に沿った掘り込みが伴い、 50cm-1 mの

幅で巡っているが浅い。土坑は断定出来ないものの、 p3北側の土坑が中央土坑かもしれない。

長軸が1.2m、短軸が0.75mを測り、床面から20cmの深さで、楕円形の平面形態である。

遺物は若干出土しているが、図化していない。

199号竪穴住居跡 （図版3' 第72図）

東壁側が幅1.5mに渡って190号住居に切られているが、 202・205・206号住居より新しい住居

跡である。東西の辺長が4.8m、南北の辺長が3.8m-4.15mを測り、長方形に近い平面形態に復

原される。壁面はやや緩やかな立ち上がりで、 10cm-15cmの壁高を測り、壁小溝を設けていな

い。床面は略水平である。主柱穴は南北間が長い長方形の配置となり、竪穴部とは逆の平面形

態である。床面下層で中央土坑と掘り込みを検出した。中央土坑は主柱間エリアの南よりに位

置して、長軸が0.95m、短軸が0.8m程を

測る。床面より20cmの深さで、やや不整

な楕円形の平面形態となる。埋土内に焼

土が多く混入しており、190号住居の土坑

と同様な堆積状況であり、性格を考える

上で貴重な資料になろう。掘り込みは西

壁と北壁の一部が深く掘られていた。

カマド （図版21, 第71図） 北壁の

略中央部に付設した突出型カマドである。

突出部は隅円方形の掘り方となり、先端

が竪穴部より50cm外側となる。突出部の

壁体はあまり遺存しないが、竪穴部内に

両袖として伸展しており、直線状に両袖

1. 焼土混黒灰赤色土
2. 焼士・灰混黒灰色土
3. 焼土・灰混赤灰色土
4 . 焼土混黒灰色土
5. ローム混黒褐色土
6. 灰混灰黒色土

22.lm 

＿-ニ
7. 焼土・灰混淡灰黒色土 0 lm 
8. ローム混灰賀褐色土

第71図 199号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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が30cm程伸ぴていた。火床面は床面より僅かに低くなり、長軸が60cm、短軸が38cmを測り、限

円長方形の形状である。火床面より 5cm上方で火熱を受けた自然石を検出した。最長で19cmの

やや角張った形状であるが、煙道側を上端にすると支脚としても十分使用可能であり、支脚と
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第72図 199号竪穴住居跡 (1/60)・中央上坑 (l/30)実測固
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して使用された後に除去されたと

考えられる。

つと考えている。

（第163図）出土遣物

カマド祭祀行為の一

須恵器の 2・3・5がカマドの

内と前面から出土した。

床面下層からの出土品。

からの出土品だが、

1と4は

6は埋土

7は中央土坑

に隣接した柱穴からの出土品で、

当住居に共伴しないかもしれない。

200号竪穴住居跡 （第64図）

190号住居の北側で、床面下層の

み検出した住居跡である。190・191

j
 

~ 201 
2
2
.
2
m
 

I 
22.2m 

゜
~ 
lm 

第73図 201号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
号住居に切られるが、201号住居よ

り新しくなると考えられ、 192・194号住居との切り合い関係は不明となる。遺存するのが掘り

込みの一部だけで、住居の規模や主柱穴等が全く不詳となる。

201号竪穴住居跡 （図版3' 第64図）

200号住居の西に位置する住居跡で、カマドと周辺部が僅かに遺存する。主柱穴や床面下層遺

構等は判然としないが、壁高は10cm程を測る。

カマド （第73図） 突出型のカマドで、竪穴部より35cm突出する掘り方となる。突出部に

壁体は遣存しないが、竪穴部内に右袖が僅かに残っていた。袖長が32cm、基底部の幅が28cm、

高さが10cmを測る。火床面は竪穴部内を掘り過ぎて不明となり、突出部のみ検出した。支脚は

遺存しない。

出土遣物 （第163図）

須恵器杯蓋の 1はカマド周辺より出土したが、カマド北側の柱穴や190号住居下層から出土し

た破片と接合する。 2はカマドに接した北側の柱穴より出土した品で、当住居と関連しないと

考えるべきだが、 1の接合関係の資料として本項に納めた。

202号竪穴住居跡 （第74図）

住居群の中では南端に当たり、南西側の竪穴部が一部遺存するだけの住居跡である。切り合

い関係を整理すると、 189-191号住居に切られるが、 203・205号住居より新しくなる。
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第74図 202-205号竪穴住），，｝跡実測1:xl(l/60) 

主朴穴は馴示したP,~凡を岳えているが、 P,~P3間が少し広〈なる台形状の配判をとる。僅

かに追存する竪穴部と上柱穴配匹を考應すると、辺長が4.5m程となる住居に復原される。床伽

下府の逍構では、南壁側の掘り込みが壁面に沿っており付甜するn
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出土遺物 （第163図）

土師器坪の 1は埋土中品で、 2と3も同じである。 4と5は床面下層から出土した。

鉄製品（図版43,第129図） 51は床面上より出土した略完形品で、先端部が大きく曲刃する

鎌である。全長20.4cm、最大幅2.8cm、背の厚み 2mmを測る。

203号竪穴住居跡 （図版3'第74図）

202号住居の南に位置して、竪穴部が南方に lm程平行移動した住居跡である。周辺部との切

り合い関係は、 189・190・202号住居に切られ、 204・205号を切っている。南西側の竪穴部が少

し遺存するだけだが、南壁から60cm程内側でカマド対面粘土を検出した。粘土は長軸で1.2m、

短軸で0.6m、厚み5cm程が扁平に存す。

主柱穴はP1-P4を考えているが、柱間隔が2.5m程を測る。遺存する竪穴部と併せて考慮する

と、辺長が5mを超す規模の住居となろう。床面下層には、壁面に沿って掘り込みが「L」字状

に巡り、 10cm-20cmの深さを測る。図化可能な遺物は出土しなかった。

204号竪穴住居跡 （図版3'第74図）

189・203号住居に切られて南壁側が遺存する住居跡である。南壁の辺長が4.9mを測り、大型

規模に近い住居に復原される。壁高は10cm-15cmを測り、急勾配な立ち上がりとなる。床面は

略水平となっているが、壁面下に壁小溝を設けていない。

主柱穴は図示した配置を考えているが、 p3が105号掘立柱建物と重複したことになり、再考の

必要があるのかもしれない。ともあれ、 2.3m-2.5mの柱穴間距離となり、南辺と略相似した配

置である。床面下層の遺構は、東壁の浅い掘り込みと已西方の中央土坑が伴うと考えられる。

中央土坑は長軸が1.15m、短軸が0.8mを測り、楕円形の平面形態となる。

出土遺物 （第163図）

1は須恵器の杯身で、床面下層より出土した。

205号竪穴住居跡 （図版3、第74図）

周辺の住居に切られて南西隅部が残る住居跡で、切り合う住居群の中で最も古くなる。壁面

はやや急勾配な立ち上がりで、 10cm程の壁高を測るが、壁面下に壁小溝を設けていない。床面

下層に掘り込みの一部を検出したが、 15cm程の深さになることしか分からない。主柱穴は図示

した配置が考えられ、 P,-P2とP3-巳間が広くなる長方形の平面形態である。

図化可能な遺物は出土していない。

206号竪穴住居跡 （図版3' 第75図）
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第75図 206号竪穴住居跡実測図 (l/60)

住居群の中では西端に位四する住居跡で、束壁の中程を197号住居に切られ、北束隅から南西

住居であるn 北咽側で峡面が僅かに残り、

屈にかけて蛇行した8号溝に切られている。辺長が3.5m~4 m前後を測り、小さな中型規模の

その他の場所は検出面が床面となり、遺存状態不良

であった。主柱穴は図示した配沼で、やや台形に近い平面形態となる。

床面下府で掘り込みを検出したが、やや不整形となるが全周し、南墜側がやや深〈掘られて

いる。北西開部が一段と深くなっており、 この場所が壁翡土坑に相当するのかもしれない。長

軸がlm、短軸が0.75mを測り、少しイ速整な長方形の平而形で、床面より25cmの深さとなる。西

墜中央部にも土坑状の掘り込みを検出したが、焼土も散布しておりカマド跡と考えられる。竪

穴部より30cm程突,'Iiした掘り方でもあり、突出型カマドを付設していた可能性が翡い。主柱間

エリアの中央にも上坑を検出したが、長軸が90cm、短軸が70cmを測り、規模がやや小さい中央

土坑と考えられる。平面形態は楕円形で、床面より30cm程の深さとなる。

出土遺物 （因版31,第163図）

1と2が北凸限の）未面上より出上し、 3と5が中央土坑から出十．した。 4は埋上中の品であ

るc 1と2はやや精良な品である。
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207号竪穴住居跡

（因版3・22,第76図）

住居群の南に位沼する住

居跡である。辺長が3m~3.

2mを置）、竪穴部の規模は

小型に属す。壁而はやや急

勾配な立ち 1::がりで、 5cm 

~}Ocmの壁高を測り、壁面

下に壁小溝を設けていない。

床而は中央部が僅かに低く

なるも略水平である。

主柱穴は竪穴部の縮小に

伴い壁際に配凶しており、

竪穴住居における形態の変

遷を考える上でも良好な査

料になろう。柱IH]はP1~P3

ヵ12.5mと広く、他は2.lm前

後を測り、壁際から30cm前

後の位四である。この様な

配憤形態をとると、住居の

壁体構造とその位置が問題

となるが、当報告では紹介

するに止めて、次報告で竪

穴住居の変遷も含めて論及

する予定である。

床面下府で掘り込みを検

出したが、北壁を除き壁面

に沿って巡ってお り、幅が

広狭しつつ溝状を呈す。主

柱間エ リアの中央部で中央

土坑も検出したが、辺長が

60cm程の隅円方形を呈す。

床而より30cmの深さで、七
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第76図 207号竪穴住居跡 (1/60)・カマド (1/30)実測図
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坑と表現するよりも柱穴に近い形態である。

カマド （第76凶） 西咆の中央部に付設した突出型カマドである。竪穴部より75cm程も突出

する掘りガとなり、楕1.1.J形に近い形状である。突,'11部は崩れたのであろうか、名残りを止める

程しか遣存していないが、袖部では比較的良好に残っていた。特に布袖は竪穴部内に25cm伸展

して、焚口部が狭〈なる形態である。火床面は）米血と略水平となり、突出部で開円長方形の形

状となる。支脚は遣イiしていないし、抜き取り跡も検出していない。カマドの外側に広がる浅

い上坑状の追構については、当住肘に伴うか否かは断定出来なかった。

部が円味を持つ形状である。

5 cm程の深さで、先端

出土遺物 （図版31.第164図：

須忠器杯荼の 1は中央十．坑から出土。同杯身の2と3はカマド内及ぴ前［面より 出土した。：t

師器の甕では、 4と5がカマド内及び前[(aより、その他は床而上から出十．した品である。
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第77図 208・210号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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208号竪穴住居跡 （図版3・22・23, 第77図）

207号住居の南西で4軒の住居が重複しており、その中で最も新しい住居跡となる。竪穴部は

東西の辺長が4.lm、南北が4.7mを測り、隅円長方形の形状となる。壁面はやや急勾配な立ち上

がりで、 5 cm--: 10cmの壁高を測り、壁小溝は設けていない。床面は水平な貼床である。問題と

なるのは主柱穴で、 207号住居と同様の配置と考えれば、北壁側の両隅に柱穴が存する。一方の

南壁両隅では明確な柱穴は見当たらないが、床面下層の掘り込みが二段掘りの形態となってお

り、該当地に柱穴が存した可能性も考えられる。一般的な配置形態をとったとすると、東半部

にp3と巳に相当する柱穴は遣存しているが、西半部にP心P2tまない。この様な状況から、前述

した配置が妥当と考えている。

床面下層で掘り込みを検出したが、重複する部分では他の住居が深く掘削されているので確

認されなかった。幅が60cm程で溝状に巡り、床面から10cm前後の深さである。中央土坑も遺存

すると考えているが、 210号住居の掘り込みと重複しており判然とした形状ではない。 210号住

居の南西隅に相当する場所で、床面より20cm程の深さとなる。

カマド （第78図） 西壁中央に付設

した突出型カマドで、先端部が211号住居

内となる。竪穴部より60cm突出する掘り

方で、少し不整な形状で先端が丸味を持

つ。壁体は上端で10cm-15cmの幅で、粘

土を主体に積み上げており、一部が竪穴

部内にも伸展して両袖を構成する。両袖

は直線状に伸びており、竪穴部内では25

cmの長さを測る。火床面は焚口部から低

くなり、中程の支脚付近が最も低い。焚

口部の粘土は壁体が崩落したものであり、

火床面に付着して検出された。

支脚ば煙道側から35cmの位罹となり、

小型の甕を逆位で使用して、甕内に土を

充壌して強化をはかっている。器高が7.

2cmで低い支脚となる。

出土遣物 （図版32, 第164図）

須恵器杯蓋の 1と5が南西隅部の床面

上より出土し、 3はカマドの支脚に転用

された品である。 2と7が埋土中品で、

2
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1. 黒灰色土

2. 淡黒色土
3. 焼土混じり黒灰色土
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7. 赤褐色焼土
8. 粘土混じり黄黒色土
9. 枯土・焼土混じり黄灰色

砂質土

10. 黒灰褐色土
11茶色ローム混入茶褐色土 E
12. 粘土混じり黒黄色枯質土
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第78図 208号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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6は床面下府より出土した。残る 3点は210号住居のP1北側の柱穴より出七した品である。

土製品 （因版39,第120凶） 22は完形の上錘で、長さが4.9cm、最大径が1.3cm、孔径3.5

mmを測る。 23も端部を欠損した土錘で、現存長4.6cm、 h~大径1.6cm、1L径 5mmを測る。22が埋

上から、 23が床面ヒから出土した。

石製品 （因版40,第123図） 埋土から出上した滑石製臼玉である。 13点を数え、外径が9

mm-l.05mm、孔径2mm程である。厚さは様々で3mm-7 mmを測る。断而が長方形となるのは少

な〈、はとんどが片方が斜交した形状になっている。

209号竪穴住居跡 （図版3・22・23, 第79図）

南西限部を208号住居に、 109・110サ掘立柱建物にも切られている。辺長が4.4m前後を測り、

中型規校の住居跡である。追存状況は良好な部類に属し、15cm程の壁高を測る。略水平な貼床
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第79図 209号竪穴住居跡実測区I(1/60) 
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であるが、壁面下に壁小

溝を設けていない。主柱

穴は竪穴部と略相似形に

配閻しており、柱間隔が

2.5m前後となる。床面下

府で中央土坑と掘り込み

を検出した。中央土坑は

P3-P澗に位置して、長

軸が1.85m、短軸がlmを

測り、床面から40cm程の

深さで二段掘りである。

掘り込みは、カマド周辺

部を除いて巡っているが、

二段掘りの場所もあり不

整な形態となる。束壁際

で小穴が二列に整然と並

んでおり、壁体に関連す

る遺構とも考えられるが、

深さが浅い点から掘削痕

と考えるのが妥当であろ

つ。

カマド （第80図） 北

壁中央部に付設した突出

型カマドである。竪穴部

より70cm外側に突出し、

幅が60cmの長方形に近い
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第80図 209号登火住居跡カマ ド実測図 (1/30)

掘り方となり、先端中央部から更に煙道が35cm伸ぴる。そして、煙道端部に 3cm低い窪みを付

設しているが、これは煙突部に入る雨水をカマド内に流入させぬための施設である。壁体の構

築法も当逍跡では特異となり、両袖内や左側壁と煙道口に土師器の甕を転用して、粘土を積み

上げた壁体の強化を図っている。

両袖とも竪穴部内に40cm程伸展している。左袖には、竪穴部と接した場所に甕を埋め込んで

おり、口緑端部が床面より僅かに上方となる。右袖では、竪穴部下端より内側10cmの位箇に床

面より12cmも深く埋め込んでいる。両袖内の甕が位憤する場所は焚口の庇部に相当して、壁体
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構造上でも重圧がかかる位置でもあり、強固に造るための業と解される。同様な理由で煙道口

の土器も理解されるが、旧態は底部を穿孔した甕を設置していたと想定され、上半部を検出時

以前に欠失したのであろう。口縁部側をカマド内に向けており、火床面より口縁下端までが17

cm程を測る。左側壁の中程にも甕を埋め込んでいるが、掛口部付近で支脚の横に位置して、最

も重圧がかかる位置である。左袖部とは逆の正位に近い形態で使用するのに、何らかの意図が

あるのであろうか。この様に、土師器の甕を壁体内に埋め込む意図は、置かれている位置から

壁体の強化を図ったと言えよう。

火床面は、焚口部で床面より僅かに低くなるが、煙道口に向かって少しずつ高くなり、支脚

位置と床面では略同レベルとなる。長軸が75cm、短軸が36cmを測り、隅円長方形の形態となる。

支脚ば煙道口の下端より20cmの位置となり、土師器甕を逆位に据えている。甕内に土を充填し

て強固に設置していた。復原支脚高が12cmとなる。

出土遣物 （図版32, 第164-166図）

カマドの壁体内に転用されていたのが、 6-8で、 9は煙道口に使用されていた品。 14がカ

マドの支脚に転用されていた品。 15は支脚付近よりの出土品である。 10もカマド内より出土。

lと3と13が床面上の出土品となり、 2と5と12が埋土品である。 11は110号掘立柱建物の柱穴

より出土した。他は床面下層よりの出土品。

210号竪穴住居跡 （図版3・23, 第77図）

208・209号住居に切られて、北西隅部と南東隅部で僅かに旧態を止めるが、床面下層の掘り

込みで復原可能となる住居跡である。竪穴部の辺長は3.sm--.:.4 m程になろう。壁面下には壁小

溝を設けていないと判断され、 5cm-lOcmの壁高が遺存している。主柱穴は図示した配置とな

I —- I /へ り、正方形に近い平面形である。床面下層の掘り込
さ

みは、西壁側で45cmの幅で溝状を呈しているが、南

北の両壁では判然としない。

カマド （第81図） 208号住居の下層で検出した

カマドの痕跡であり、カマドの下層に相当すると考

えられる。壁体と火床面も遺存しないが、西壁中央

部に付設された突出型カマドになろう。

出土遣物 （第166図）
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3と6が埋土よりの出土品で、他は床面下層から

出土した。

゜
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第81図 210号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)
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211号竪穴住居跡

（図版3・23,第82

図）

209号住屈の北西

に位四する住届跡で

あり、切り合いもな

〈単独で逍什してい

る。竪穴部は、南北

が3.7m程を、束西が

3.2m-3.45mを測

り、やや不整な隅円

長方形を呈す。壁面

は急勾配に立ちヒが

り、 6 cm~ 15cmの壁

店を測るが、壁而下

に隠lヽ溝を設けてい

ない。床面は水平。

竪穴部中央で粘t

剛
1

W

I /r--..._ 否

を確認したが、 この様な例は珍し〈、

2
2
.
3

m

 

性格については不詳である。

屯柱穴は、床而 I::と床面下/[iでも確

認されなかった。翌穴部の規模も小型

の部類に属し、207号住居と同様の限部

に上柱穴を配附したと考えたが、該当

地にも明確な柱穴は存在しなかった。

竪穴部外にも該当する柱穴が存在しな

いので、翌穴部内で浅い掘り方の主柱

穴を想定している。

床面下府の遺構は、掘り込みが壁に

沿って巡っており、幅は50cm~80cmを

測り、床面より15cmの深さとなる。

~vi 
; 

＼
 

,‘
 

第82図

-
0
 

〇
．

◎ 

2m 

カマド （第83凶） 西壁の中央部

に付設した突出型カマドである。突出

211号翌;'(住居跡実測図 (1/60)
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部は隅円長方形を呈して、竪穴部より55cm程突出する。壁体は崩落したのか殆ど遺存しないが、

左袖が竪穴部内に35cm伸ぴている。火床面は煙道側が少し高〈なり、突出部中程で大きく窪む

が、支脚の抜き跡り跡と判断された。

出土遺物 （第166・167図）

須恵器杯盗の 1がカマド内より、 10がカマド周辺より出土した。2・3・9・11-15が埋土

中品で、その他は床面下府よ り出土した。

鉄製品 （図版42,第127図） 7は床面上より出土したJ]チの茎部片であろう。現存長が7

cm、幅が7mm-9 mm、厚みが3mm程を測る。

212号竪穴住居跡 （図版3・23,第84凶）

208号住居の西に位置する住居跡で、束壁側で僅かに切り合うが略平行となり、当住居が古く

なる。辺長が4.5m-4.8mを測り、 中型規模でも大きい部類に属す。壁面は急勾配に立ち上が

り、 10cm-16cmの壁硲を測る。カマ ド周辺を除いて壁面下に壁小溝が巡り、床面より 3cm-8 

ト" 53 

° ◎ ~\ I② (j I 

o'I (5) 
, : ~3 ~ 門

＼←←ープ―~JI

22.1 m 

~ ー ー 一 ~ 

゜
2 m ~ 

I II I . I I I I 

第84図 212号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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cmの深さである。床面は略水平な貼床。

主柱穴はp3を除いて、床面上で柱痕を検

出した。竪穴部と相似形に配罹されてお

り、 P3-巳間が少し狭くなる台形状に近

い平面形である。

床面下層で掘り込みを検出したが、壁

面に沿って50cm-1 mの幅で巡り、底面は

段をなしており12cm-25cmの深さとなる。

この掘り込み内で小穴を検出したが、209

号住居と同様の配置で性格も同じであろ

つ。

カマド （第85図） 西壁に付設した

突出型カマドである。突出部は隅円方形

を呈して、竪穴部より50cm程外側となる

掘り方である。壁体は崩落したのか殆ど

遺存せず、僅かに両袖が竪穴部内に20cm

--25cm伸展して残る。右袖内に土師器甕

の胴部片を埋め込んでいるが、209号住居

カマドと同様に壁体の補強材に使用され

22m 

1 . 焼土混じりの黒灰色土
2 . 焼土混じりの黄灰色土 二← °←一ー
3. 黒褐色土
4 . 1に2が混じる

22m 

三
22m 

三

゜
lm 

第85図 212号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

たものである。火床面も隅円長方形を呈し、焚口部では床面より僅かに低くなるが、煙道部に

向かって順次高くなる。支脚は遺存せず、抜き取り跡も検出していない。

出土遣物 （図版32,第167図）

全部埋土より出土した品である。 3が東壁際で床面直上で出土し、 5は精良品である。

鉄製品 （図版43,第129図） 53は完形の鎌で、全長が17.4cm、中程で2.1cmの幅となり、

背の厚みが2.5mmを測る。 P1傍らの床面上で出土した。

213号竪穴住居跡 （図版24,第86図）

206号住居に隣接した住居跡である。辺長が4m-4.3mを測り、隅円方形の平面形となる。壁

面は急勾配な立ち上がりで、 20cm-25cmの壁高を測り、壁面下に壁小溝を設けていない。床面

は主柱間エリアが僅かに低くなるものの略水平である。床面上で主柱穴の柱痕を検出した。主

柱穴は南北が広く、カマド側に少し偏った配置となる。

床面下層で掘り込みを検出したが、北東隅付近を除いて巡る。底面は若干凹凸があり、床面

より10cm-15cmの深さを測る。
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カマド （図版25, 第86図） 西壁のやや南寄りに付設した突出型カマドである。竪穴部よ

り50cm外側となる掘り方であるが、南半部を掘立柱建物の柱穴で壊されている。粘土等を積み

上げて壁体を構築しているが、竪穴部内に袖部が30cm-45cm伸展している。右袖には土師器の

甕を逆位で埋め込んでおり、壁体の補強を図るとともに、カマド壁面としたものである。火床

面は略水乎で、床面より僅かに低い。支脚は遺存していないが、柱穴で壊されたのではなく、

廃絶時に除去されたのであろう。

出土造物 （図版32, 第168・169図）

4と7-9の4点は、カマドを切った柱穴の祭祀に用いられた品であり、当住居には伴わな

い。 2はp4付近の床面上より出土し、 16が南壁際の床面上から出土した。北西壁側では、 3-・ 

5・17と21が床面ないし床面直上で出土した。 19が主柱間エリアの柱穴よりの出土品で当住居

に伴わない。 6.・15・16と20が埋土より出土し、 22が床面下層から出土した。その他はカマド

内及び周辺部から出土した品である。

鉄製品 （図版43, 第129図） 55は着装部周辺の鎌で、現存長が6.5cm、身の幅が2.3cm、同

背の厚みが3mm程を測る。着装部は45゚ 曲折している。床面より出土した。

2 掘立柱建物跡

以下の説明の中で、必要に応じてピット番号を記述することがある。ピット番号は、基本的

に北西隅の柱穴から東に向かって付している。なお、記述したピット番号は、挿図に明記して

いる。また、柱痕を検出した建物の一部においては、 トランシットで心々距離を計測した。計

測値のうち、明朝体の数字で図示したものがそれである。

60号掘立柱建物跡 （第87図）

150号住居の東半部と重複する。 1X3間の住居棟と考えられる。 P2・P9は棟持柱の柱穴だと思

われる。 N-r-wにおく南北棟の建物である。桁行5.4m、梁間3.95m,面積21.33m'である。

61号掘立柱建物跡 （第87図）

60号住居の南に位置し、 151-154 号住居と重複する。 2X2間の建物で、主軸を N-31°-Wに•お

く。規模は、軸線で南北桁行5.24m、東西5.5m、面積29.8面である。

62号掘立柱建物跡 （第88図）

調査区の北東隅に位置し、 63号建物と重複している。 1X3間の住居棟と考えられる。 P2・P9

-101-



|  1 0 2 ー

2 2 : B m  

ー 〉 臼 “

2
2
.
B
m
 

一
し
．
●
、
←
一
—
／
→
、
一
!
-
~
ー
L
一
芦
三
8
6
1

＿
―
-
ー

山
s・
zz 二
□

〇
＇
Pl
 

ex
, 

9 1 .

〗

| 9 1 呵

E  s ・ z z  
l g f  

到

第
87
図
6
0
・
6
1
号
掘
立
柱
建
物
跡
実
測
固
(1
/8
0)



冒
ー
可
―
一
J
冒

ロ
ー 1 0 3 |  

/  

大

2 2 . 4 m  r
 

r  

<!JI 

l
ェ

Tl
 

言
旦
戸
司
＼

A -
'" 

2
2
.
4
m
 

B -

冒
戸
B
6
4
 

D -

A  

2
2
.
4
m
 

B  

雪
直

゜
3
m
 

E  

2
2
.
4
m
 

F  

~  二

い
ー
~
.
,
~

第
88
図
6
2
-
6
4
号
掘
立
柱
建
物
跡
実
測
図
(1
/8
0)



は棟持柱の柱穴だと考えられる。主軸をN-10"-Wにおく南北棟の建物である。桁行4.42m、梁

間3.68m、面積16.27面である。

出土造物 （第170図）

柱穴から、須恵器及ぴ土師器片を検出した。 1はP5、2はPS、3はP3、4はPIOから出土した。

63号掘立柱建物跡・（第88図）

62号建物と完全に重複しており、 62号建物の柱列の内側に検出・した。 zxz間の倉庫棟と考え
られる。主軸をN-10°-Wにおく南北棟の建物である。桁行3.Zm、梁間2.35m、面積7.52面であ

る。なお、 PZ・P4・P7・P8で柱痕を検出した。図で、明朝体で示した数値はトランシットによ

る計測値を示している。四隅の角度のトランシット計測値は、 Pl部分の角度； 91゚22,10"同様に

P3部分； 87゚41,、P7部分； 91.42,20"、pg部分； 89゚14,30"である。

出土遺物 （第170図）

柱穴から、須恵器及び土師器片を検出した。まとめて記せば、 Pl-12、P2-2・9・13、P6-

10、P7-6・8、P8-l、P9-3-5・7・11である。

64号掘立柱建物跡 （第88図）

62・63号建物の南東に位置し、 129号住居の西壁を切る。 2X2間の倉庫棟と考えられる。主軸

をN-20°-Wにおく南北棟の建物である。桁行2.77m、梁間2.71m、面積7.51面である。 P2・P3・

P4・P7・P9で柱痕を検出した。図の寸法はトランシットによる計測値である。

出土遣物 （第170図）

須恵器及び土師器片を検出した。まとめて記せばPZ-2-4-5、P6-7、P7-6、P9-1・3である。

65号掘立柱建物跡 （第89固）

64号建物の南西に位置し。 2X2間の倉庫棟と考えられる。主軸をN-30°-Wにおく南北棟の建

物である。桁行3.15m、梁間2.87m、面積9.04面である。

出土造物（第170図）

柱穴から、須恵器及び土師器片を検出した。まとめて記せば、 Pl-12、P6-ll、PS-1 -5・ 

9・10、8・13はP2を切る東側ピットから、 6・7はP3を切る東側ヒ°ットから出土した。

66号掘立柱建物跡 （第89図）

144・145号住居の東に位置し、 144号住居のカマドが本建物のひとつの柱穴を切っている。本

建物柱穴の底面よりも西側の住居の下層底面が深いため、本建物のさらに西側の柱穴は遺存し

ない。総柱の建物なので、倉庫棟であろう。
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67号掘立柱建物跡 （第89図）

147号住居の西に位置する。倉庫棟であろう。

68号掘立柱建物跡 （第90図）

67号建物の西に位置し、3X3間の倉庫棟と考えられ、主軸をN-56°-Eにおく東西棟の建物であ

る。規模は、軸線で桁行4.72m、梁間4.35m、面積20.1面である。柱痕を、 P2-P5、P7-P9、

P13-Pl5で確認した。東柱列に平行し、 PS・P12に接して布掘の柱穴2本分を検出した。本建

物に付随する昇降施設に伴うものかと思われる。なお、 P16に接するピットは16を切るので本建

物より新しい。

69号掘立柱建物跡 (91図）

65・66号建物の南に位置する南北に長大な建物で、 3X5間の住居棟と考える。桁行15.5m、梁

間6.45m、面積99.92m'である。 P2・P3中間の北にある小ピットは棟持柱の柱穴と考えられる

出土遣物 （第171図）

柱穴から、須恵器及び土師器片を検出した。まとめて記せば、 P4-9・12、P7-8・11、P9-

1・4・6、Pll-7、P13-2・3・5・10である。

70号掘立柱建物跡 (91図）

69号建物に取り込まれたような位置にある。2X3間の倉庫棟．と考えられ、主軸をN-57°-Eにお

く東西棟の建物である。桁行4.5m、梁間4.35m、面積15.73面である。柱穴は布掘りである。

71号掘立柱建物跡 (91図）

69号建物の西側に位置する東西棟の建物である。 69号建物と棟行方向が直交し、双方の南柱

列はほぼ一直線上に並ぶ。 1X4間の住居棟と考えられ、 P2・Pllは棟持柱の柱穴と思われる。主

軸をN-7T-Eにおく。桁行6.9m、梁間4m、面積27.68面である。

出土遣物 （第171図）

柱穴から、須恵器及び土師器片を検出した。まとめて記せば、 P2-9、P3-5・6・11、P4-

8、P5-2-4・12、Pl0-10、Pll-7"、P12-1である。

72号掘立柱建物跡 （第89図）

D区市道西端、 168号住居の南西にイ立置する。 2X2間の倉庫棟と考えられ、主軸をN-62'-Wに

おく東西棟の建物である。桁行3.6m、梁間3m、面積10.72面である。
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73号掘立柱建物跡 （第92図）

All区市道西端に位置し、 179号住居を切って南の調査区外に延びる。総柱であり、倉庫棟と

考えられる。

出土遣物 （第171図）

柱穴から、須恵器及び土師器片を検出した。 1はP4、2はPlから出土した。

74号掘立柱建物跡 （第92図）

All区市道西側で、 73号建物の東に位置し、 75号建物と重複する。 1X3間の住居棟と考えら

れ、主軸をN-88°-Wにおく東西棟の建物である。 P5・P6は棟持柱であろうと思われる。桁行5.

75m、梁間3:85m、面積は21.88面である。

75号掘立柱建物跡 （第92図）

All区市道西側で、 73号建物の東に位置し、 74号建物と柱列が直交して重複する。建物は南

側の調査区外に延びるので全容は不明だが、おそらく 1X3間の住居棟であろう。 P2は棟持柱の

柱穴であろう。妻側の寸法が74号建物と変わらないことから、 74号建物と同規模であろう。検

出した部分から判断して、主軸は真北から2。前後西に振れる程度の南北棟の建物である。

出土遣物 （第171図）

Plから、須恵器の甕片を検出した。

76号掘立柱建物跡 （第92図）

北側の柱列だけを検出し、過半は南側調査区外に延びるため詳細は不明である。

出土遣物 （第171図）

P2から、土師器の甕片を検出した。

77号掘立柱建物跡 （第93図）

74号建物の10mほど東に、南側の柱列だけを検出した。過半は南側調査区外に延びるため詳細

は不明であるが、 1X3間の東西棟の住居用建物であろう。平側の寸法が74号建物と変わらない

ことから、 74号建物と同規模であろう。

78号掘立柱建物跡 （第93図）

77号建物の10mほど東に、 79号建物と重複して検出した。 P2・P7・Pllに柱痕を検出した。土

層図でわかるように、本住居の柱穴P3が79号建物の柱穴P7を切っており、 79号建物より新し

い。 P9・P18にあたる柱穴が調査区外にあるが大要は把握できる。 2X3間の倉庫棟で、主軸を
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第92図 73-76号掘立柱建物跡実測図 (1/80)
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1 . 暗茶褐色砂泥
2. 淡黄茶色粘質土＋灰褐色砂泥
3. 茶色粘質土＋暗褐色砂泥＋
黄色粘土粒

4. 茶色粘質土
5. 淡灰褐色砂泥＋黄茶灰色枯
質土

6. 茶褐色砂泥
7. 4 + 6 
8. 灰褐色砂泥＋黄茶色粘土粒

（柱痕）
9. 茶色粘質土十灰色砂泥
10. 黒褐色砂泥
11. 4 +10 
12. 灰褐色砂泥＋暗灰色砂泥
13. 灰色砂＋礫
14. 4 +13 
15.4+12 
16. 淡茶褐色砂泥＋炭化物
17. 暗灰色砂泥＋黄灰色粘土粒
17. 1 + 4 
19. 18十茶色土
20. 淡茶灰色砂泥
21. 淡灰褐色砂泥
22. 6 +10 
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第93図 77-79号掘立柱建物跡実測図 (1/80)
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N-35°-Wにおく東西棟の建物である。桁行4m、梁間3.lm、面積は12.5面ほどである。

79号掘立柱建物跡 （第93図）

78号建物に切られる。 P3-P5・P9で柱痕を検出した。北柱列の一部が調査区外に延びるが大

要は把握できる。 2X2間の倉庫棟で、主軸をN-19°-Eにおく南北棟の建物である。桁行4m、梁

間3.lm、面積は12.5面ほどである。

出土遣物 （第171図）

柱穴から、須恵器及び土師器片を検出した。 1はP6から、 2はP3から出土した。

80号掘立柱建物跡 （第94図）

79号建物の南に位置し、建物の過半が南側の調査区外に延びるため詳細は不明であるが、住

居棟であろう。

81号掘立柱建物跡 （第94図）

80号建物の東に位置し、 181・183号住居を切る。 P2は棟持柱の掘り方と思われる。 1X3間の

住居棟であろうと推測する。

82号掘立柱建物跡 （第94図）

81号建物の北東に位置し、過半は北側の調査区外に延びる。柱穴の掘方から判断して倉庫棟

であろうと推測する。本建物の東に遺構番号を付さなかったが、倉庫棟であろうと思われる柱

列を検出している。建物の過半は北側調査区外に延びる。

83号掘立柱建物跡 （第95図）

All区市道の東端に位置し、 182号住居と重複し、 Pl・P4・P7・P8は182号住居に切られる。

2X2間の倉庫棟で、主軸をN-72"-Wにおく東西棟の建物である。桁行3.lm、梁間2.45m、9面積

は7.6面ほどである。 P2・P6・P9で柱痕を検出した。

出土遣物 （第171図）

土師器片が出土している。 1・2はP3から出土した。

84号掘立柱建物跡 （第95図）

All区市道の東端に位置し、北側柱列のみを検出した。 Pl・P2で柱痕を検出した。過半は南

側の調査区外に延びるため詳細は不明である。
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3. 茶色枯質土＋灰褐色砂泥
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を少し含む
5. 淡黄灰色枯土
6. 暗褐色砂泥

7. 茶色枯質土＋灰褐色砂泥
8.6十茶色粘土・

9.5十暗灰褐色砂泥
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1 . 淡灰褐色砂泥＋茶黄色粘質
土（柱痕）

2. 暗褐色砂泥
3. 褐茶色粘質土に黄色粘土粒

を少し含む

4. 茶灰色砂泥に黄色粘土粒を
少し含む

5. 黄灰色枯土＋灰褐色砂泥
6. 5より粘土多し
7. 茶灰色砂泥＋茶色粘質土

8. 暗褐色砂泥に黄色粘土粒を
少し含む

9. 茶色粘質土に暗灰色砂泥を
少し含む
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第95図 83-85・87号掘立柱建物跡実測図 (1/80)
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85号掘立柱建物跡 （第95図）

調査区のほぼ中央で、 155-157住居と重複する。主軸をN-2°-Wにおく南北棟の建物で、桁行

3.33m、梁間2.95m、面積11.23m'ほどである。総柱ではないので住居棟だと推定する。

86号掘立柱建物跡 （第96図）

85号建物の南に位置し、 170・174号住居及び93号建物と重複する。 3X3間の倉庫棟で、桁行

及び梁間とも7.2m、面積は51.84面ほどである。主軸をN-50°-Eにおく東西棟の建物である。 Pl

で柱痕を検出した。柱痕底は、地山から5cm浮いている。

出土遣物 （第171図）

P5から土師器杯(1)、甕(2)の破片が出土している。

87号掘立柱建物跡 （第95図）

86号建物の北西に位置し、 160号住居と重複する。主軸をN-45°-Eにおく 2X2間の倉庫棟で、

桁行3.Sm、梁間3.22m、面積は12.24面ほどである。

出土遣物（第171図）

P4から土師器坪(1)、P7から土師器脚台(2)が出土した。

88号掘立柱建物跡 （第96図）

87号建物の2.4mほど南西に位置し、87号建物の北西柱列と88号建物の南東柱列はほぼ直線上

に並ぶ。主軸をN-45°-Eにおく 2X3間の倉庫棟で、桁行2.4m、梁間3.6m、面積は8.64面ほどで

ある。

89号掘立柱建物跡 （第97図）

88号建物の2mほど南東に位置し、主軸は近接する87・88号建物と一致する。主軸をN-45°-E

におく 2X2間の倉庫棟で、桁行3.9m、梁間3.6m、面積は14.04面ほどである。

90号掘立柱建物跡 （第97図）

89号建物の南東に位置し、 91号建物と重複する。当初、 2X2間の倉庫棟と考えたが、 1X2間

の建物で、 P2・P8は棟持柱、 P5は束柱掘り方であろうと推測する。主軸をN-13°-Wにおく南北

棟の、倉庫棟であろうと推測する。 P2・P8の標高はそれぞれ、 22.018m・22.117m、P5は22.071

mと浅＜、四隅の柱穴を深く掘り込んでいる。桁行3m、梁間2.7m、面積は8.lm'ほどである。

出土遺物 （第172図）

P3から須恵器の坪蓋(1)の破片が出土した。
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91号掘立柱建物跡 （第97図）

90号建物の南西に位置し、 90号建物と重複する、 2X2間の倉庫棟と考えられる。主軸をN-27°

-Eにおく南北棟の建物である。桁行3.9m、梁間3.3m、面積は12.87m'ほどである。

出土遣物 （第172図）

柱穴から、須恵器及び土師器の破片が出土した。それらを柱穴ごとにまとめて記すと、 Pl-

2、P4-1・4・6・7、P7-5、P8-3・8である。

92号掘立柱建物跡 （第98図）

173-175号住居、86号建物と重複する南北棟の建物である。主軸をN-r-wにおく住居棟だと

思われる。 Pl-Pl2のうち、 P2・P9を棟持柱の掘方だと考えれば1X3間の、壁を構成するため

の柱穴のひとつだと考えれば2X3間の建物になる。両ピットが妻側の柱列の線にぴったりとの

ること、梁間寸法が4.5mあり支えがなくて梁が持つか否かの問題があること等から、 2X3間の

建物であろうかと推測する。柱間は等間である。規模は、桁行22尺（一尺＝約30cmで計算、以

下同。）、梁間15尺である。 P11・P12についてはその位置が、東西の柱列から7尺5寸、

P2-P11、P12-P9間は各々5尺、また、 P11-P12間は12尺であり、極めて計画的に配置されて

おり、本建物の棟持柱の掘方であろうと思われる。なお、面積は8.5坪(29.7mりほどである。

出土遣物 （第172図）

柱穴から、須恵器及び土師器の破片が出土した。それらを柱穴ごとにまとめて記すと、 P2-

5、P6-4、P7,-8・9、P8,-3、PlO,-1・2・6・7である。

93号掘立柱建物跡 （第98図）

92号建物に南接する状態で検出し、 173号住居、方形溝状遺構と重複する。 92号建物との同時

併存は不可能であり、 92号建物のPIO、93号建物のP3は同一のピットであり、両建物の先後関係

は不明だが接近した時代に建て替えられたと推測する。主軸をN-3°-Wにおく南北棟の住居棟だ

と思われる。P11の東に北妻側のP2に対応する柱穴がないことから、更に南に延びる可能性は否

定できない。この建物の柱間は、妻側及び平側は各々等間である。

出土造物 （第172図）

柱穴から、須恵器及び土師器の破片が出土した。 1はP6、2はP5、3はPSから出土した。

94号掘立柱建物跡 （第99図）

90・92号建物のすぐ西に位置し、 89号建物と重複する。 92号建物と類似し、 P2に対応するP9

がない。 Pll・P12は92号建物と比較して浅く、 Pll底面が標高22.331m、P12が同じく 22.302m
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である。主軸をN-3'-Wにおく南北棟の住居棟だと思われる。規模は、桁行18尺、梁間12尺であ

る。面積は19.44面ほどである。

95号掘立柱建物跡 （第100図）

この建物の周辺には南北棟の住居棟が集中している。92-100号建物がそれである。特に95-100

号建物は狭い範囲に 6棟が重複し、頻繁に建て替えられた様相を見ることができる。

95号建物は、91・96-98号建物と重複する。1X3間の住居棟で、P2(底面標高22.107m)・PlO (同

22.141m)は棟持柱の掘方であろう。主軸を真南北にとる。規模は桁行6.3m、梁間3mで、面積

は18.9面である

出土遺物 （第172図）

P7から、土師器杯が出土している。

96号掘立柱建物跡 （第100図）

桁行3十間、梁間3間の、主軸を真南北におく住居棟である。梁行は4.8mであるが、建物の

南部が調査区外に延びるため梁間の寸法は不明である。

出土遺物 （第172図）

須恵器及び土師器片が出土している。 1・2・5はP5'から、 3・4はP2から出土した。

97号掘立柱建物跡 （第100図）

桁行3間、梁間3間の建物で、南に庇がつくと思われる。主軸を真南北におく住居棟である。

一部が調査区外に延びる。規模は、桁行、梁間とも5.4mで、 1.2mの庇がつく。面積は29.16m'

ほどである。

出土遣物 （第172図）

P7から、土師器坪が出土した。

98号掘立柱建物跡 （第100図）

桁行3間分を確認し、 PZを棟持柱と考えれば梁間は 1間である。主軸を真南北に置く住居棟

で、一部が調査区外に延びる。桁行の柱間寸法は1.8mで等間、梁間は3mである。

出土遺物 （第172図）

P8から須恵器及び土師器が出土している。

99号掘立柱建物跡 （第99図）

桁行4間、梁間2間の南北棟の建物である。主軸を真南北に置く住居棟で、規模は、桁行3.
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3m、梁間4m、面積は13.Zm'である。

出土造物 （第172図）

須恵器及び土師器が出土している。まとめて記せば、 Pl-1・13、P4-8・9・12、P7-6、P8-3・

7、P9-2・5、PlZ-4・10・11・14である。なお、 P8から出土した土師器杯7は、柱を撤去した後に埋

められたような状態であり、プラン検出時には、P8埋土中に据えられた状態で姿を見せていた。

100号掘立柱建物跡 （第101図）

99号建物の南に検出した南北棟の建物で、本建物の桁行方向の柱列は、 99号建物と同一線上

に乗る。桁行2十間、梁間2間の住居棟で、一部が調査区外に延びる。

出土遺物 （第173図）

須恵器及び土師器が出土している。まとめて記せば、 PZ-1・3、P4-2・4である。

1 D 1号掘立柱建物跡 （第101図）

178号住居と近接し、溝7と重複している。柱穴が不揃いであり、建物として建つか自信はな

い。一応、 2X 2. 間の倉庫棟だと推測する。

出土造物 （第173偲）

須恵器及ぴ土師器が出土している。まとめて記せば、 P4:-1・3・4、P9-2である。

102号掘立柱建物跡 （第101図）

調査区北側に検出し、 35・36号土坑と重複するため、 P7は確認できなかった。 2X 2間の総

柱の建物で倉庫棟であろう。主軸を、 N-50°-Eに置く東西棟の建物である。規模は、桁行3.45

m、梁間3mで、面積は10面ほどである。

出土遺物（第173図）

須恵器及ぴ土師器が出土している。まとめて記せば、 P2-1・2・4、P3-3・5・6である。

103号掘立柱建物跡 （第102図）

187-197号住居及び35号土坑と重複する。柱穴はPl-PlSを考えているが、 P7・P8は屋外の

棟持柱掘方、また、 P15-P18は屋内に位置する棟持柱掘方であろうと推測する。これら掘方底

面の標高は各々、 P7-21.473m、P8-21.68m、P15-21.466m、P16-21、573m、P17-21,535m、

PlS-21. 795mである。したがって、桁行5間、梁間 1間の、主軸をN-2°-Eに置く東西棟の住居

棟であろうと推測する。規模は桁行9.6m、梁間4.Sm、面積は46面ほどである。

出土遣物 （第173・174図）

須恵器及び土師器が出土している。 pgから 3が、他はPlOから出土した。
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104号掘立柱建物跡 （第103図）

103号南東に検出した 2X 2間の総柱の建物で、倉庫棟であろう。主軸を真南北に置く東西棟

の建物である。規模は、桁行3.9m、梁間3m、面積12面弱である。

105号掘立柱建物跡 （第103図）

103号建物の南に主軸を同じくして建つ建物である。柱穴は、 Pl-PlOを想定している。 P5・

P6は、或は棟持柱の掘方になる可能性を残す。そうであるならば、本建物は、桁行3間、梁間

1問の東西棟の住居棟であろう。規模は、桁行7.8m、梁間3.9m、面積は30.5面ほどである。

106号掘立柱建物跡 （第103図）

105号建物、 188-205号住居と重複する。 2X 2間の総柱の建物で、倉庫棟であろう。主軸

を、 N-3°-Wに置く南北棟の建物である。規模は、桁行3.6m、梁間3m、面積は10.8面ほどであ

る。

107号掘立柱建物跡 （第104図）

104号建物（倉庫棟）の南西に位置、 1 X 2間の建物である。井戸と重複するため、南西部の

柱穴は検出していない。南北棟の建物である。

出土遣物 （第174図）

須恵器及び土師器が出土している。まとめて記せば、 P3-1・3・5・6・8・11・12であり、他

はP5から出土した。

108号掘立柱建物跡 （第104図）

107号建物の西に検出した 1X 2間の南北棟の建物である。 107号建物と並列しているため、

一時、両者を一つの建物と想定したが、図示したように妻側の柱列が直線上に乗らないこと、

東西に走る南北の柱列の寸法が合わないこと、から 2棟の建物であろうと想定した。

出土遣物 （第174図）

P5から土師器坪(1)が出土している。

109号掘立柱建物跡 （第104図）

208-210号住居を切り、 110号建物と重複する。主軸を真南北に置く南北棟の建物である。柱

穴はPl-PlOと推測する。 pgは棟持柱掘方であろうと推測するが、それに対となるP2を検出し

ていない。南の柱列が他の柱列に対して斜交することが気になるが、 1 X 3間の住居棟であろ

うと思われる。
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110号掘立柱建物跡 （第105図）

208-210号住居を切り、 109号建物と重複する。主軸をN-5°-Eに置く南北棟の建物で、 2X3 

間の住居棟であろう。柱配置は110号建物と同様で、 P2を確認していない。規模は桁行5.7m、

梁間4.5m、．面積は25.65m'ほどである。平側の柱間寸法は、西柱列が南から、 1.8m、1.8m、2.

Imであるのに対して、東柱列は逆に北から、 1.8m、1.8m、2.lmである。このような、相対

する平側柱列の柱間寸法の逆転は他の建物でも時々見られる。

111号掘立柱建物跡 （第103図）

212号住居の南壁と重複して建てられた、 2X2間の総柱の建物で、倉庫棟である。遺構検出の

際に、 212号と本建物の切り合い関係を把握していなかったため、 P2が住居に切られたように図

示したが、 P3は住居の貼床を切っており、本建物は住居より新しい。主軸を、 N-1-'-Wに置く

南北棟の建物である。規模は桁行3.6m、梁間3m、面積は10.8m'である。
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3 井戸

1号井戸(E1) (図版、第106図）

宮原遺跡の広い調査区の中で井戸であろうとしたのはこの一基だけであった。 208-210号住

居跡の東方にあり、 108号掘立柱建物跡の東南隅の一柱穴を切っている。上面は径170-188cmの

円形プランをなし、底面も径125-130cmの円形に近い。深さは185cmが残る。壁而は井戸によく

見るごとく凹凸のある形状をなす。埋土は自然堆積の様相であった。出土遺物には墨書土器(116

図5・6)や土錘(120固22-27)もあったが、これらは別に述べる。

出土遣物（図版33、第175図1-18)

須恵器で図示できるのは1のみであった。 2-13の杯は硬質である。外底部から体部下半には

回転ヘラケズリが施される。

4 おとし穴

土坑のなかでおとし穴状遺構とすべきものがある。今回報告分では3基しかないが、廿木市教

育委貝会が平成3年に調査した分では多数が検出されている。

1号おとし穴(A1) (図版17、第106図）

D区市道調査区内にあり、 165号住居跡の西、 168号住居跡の南に位置する。主軸は真に東西

方向を向きN-90°-E。床面で幅55-66cm、長さ117cmを測る。深さは現状で最大92cm。出土遺物

はない。

2号おとし穴(A2) (図版17、第106図）

D区市道調査区内にあり、 Alの東北6m、165号住居跡の床下層から検出された。主軸方位

はN-71'-W。床面で幅55-83cm、長さ120cmを測り、中央部分が最も幅狭くなる。深さは現状で

最大60cm。出土遺物はない。

3号おとし穴(A3) (第106図）

35号土坑の北半部の西にある。主軸方位はN-83°-E。埋土は自然堆積の様相であり、黒色系

の土が埋まっていた。床面で幅50-63cm、長さ101cmを測る。深さは現状で最大62cm。出土遺物

はない。
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5 土坑

A-I・B・C区からの続きで23号から47号までを報告する。今回の報告対象区域内では北西

部に35-42号が集中しているほかは、わりとまばらな分布である。 43-46号土坑はA-II市道調

査区内に存した。番号の新旧対照については次年度報告で一括したい。

23号土坑 （図版10、第107図）

115・117号住居跡に挟まれた所にある。床面で45-53X 110cmの長方形プランをなし、ほぼ南

北方向に主軸を置く浅い土坑である。深さは最大で12cm。遺物はごく少ない。

出土遣物 （第176図1-3)

1・2は甕、 3は甑であろう。

24号土坑 （図版10、第107図）

136号住居跡を切ってその東にある。上面で183X 210cmのやや歪んだ円形プランをなし、北側

では 2個のピットを切っている。床面積は3.2m'。断面は袋状になる部分がある。埋土は大きく

上下2層に分かれており、深さは最大で110cm。遺物は土師器が多く、須恵器は少ない。

出土遣物 （図版34、第176図1-26)

3の口縁端部はかなり丸い。 5・6の体部は内湾度が強い。 11・12の皿の内底面にはヘラ先によ

る記号がある。 16-21の小型の甕は口縁の外反の仕方に二種類ある。

25号土坑 （第107図）

133-135号住居跡に切られてその下層から検出された。床面で65-88 X 200cmの長方形プラン

をなし、主軸は東西方向に近い。床面積は約2m'。深さは最大で35cmしかない。遺物は少ない。

出土遺物 （第177図1)

甑であろうか。

26号土坑 （第107図）

133号住居跡に切られてその下層にあり、 25号土坑のすぐ西に位置する。床面で68X100cmの

丸みをもった三角形状を呈する。深さは最大で14cmと浅い。遺物は少ない。

出土造物 （第177図1)

ロ縁周辺には重ね焼きの時の色の変化が見られる。
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27号土坑 （第107図）

139-143号住居跡と152号住居跡に挟まれた位置にあり、61号掘立柱建物跡の柱穴を切ってい

る。床面プランも上面プランも東に張り出した湾曲した形状をなし、短軸長165cm、長軸長355

cmを測る。深さは最大で40cm。

出土遣物 （図版34、第177図1-12)

1は薄手のつくりで身の可能性もある。 10は外底面に煤が付着しており、鍋として使用したも

のである。

28号土坑 （第107図）

151号住居跡の北辺を切っている。上面で140X 170cmのやや角張った楕円形プランをなす。深

さは最大で15cm。遺物は少ない。

出土遣物 （第177図1・2)

2の外面には煤が付着している。

29号土坑 （第107図）

86号掘立柱建物跡の一柱穴を取り込んだもので、短軸長95cm、長軸長140cmの不整なプランを

なす。深さは最大で40cmだが、 86号掘立柱建物跡の一柱穴はこれよりまだ深くなる。遺物は少

ないが刻印土器が出土している（第118図4・6)。

30号土坑 （第llO図）

A区とD区を分けていた農道の下から検出されたもので、 159号住居跡の西にある。調査時に

は西側をll号土坑、東側を13号土坑として別々に扱っていたが、ひとつの掘り方内にあるので

前者を30A、後者を30Bとして一土坑として報告する。上面で30Bの短軸長約220cm、30Aのそれ

は320cmで、合わせた長軸長は420cmを測る。坑内は南側に段が付くとともに東西両側が深くな

る。遺物は多く、焼塩土器(ll9図9)、砥石(125図1)も出土している。

出土遣物 （第177-179図1-39)

1-19は30Bの出土である。 1-10の須恵器は3・4・6・7が上層で他は下層の出土。 3の内面に

は同心円の当具痕がある。 ll-19の土師器は18・19のみ上層で他は下層出土。

20-39は30Aの出土である。 20-26の須恵器、 27-39の土師器は全て下層の出土。 24は体部が

丸みを帯びる。・ 26は脚裾かもしれない。 32は小型の甑であろうか。

31号土坑 （第108図）

148号住居跡の東南、 70号掘立柱建物跡の南にあり、 69号掘立柱建物跡内の南側に納まった位
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置にある。上面プランは短軸長120cm、長軸長300cmと東西に細長く、底面は77X160cmの長楕円

形の東西両端にテラスが付く。深さは最大で80cm。埋土は自然堆積の様相を示すが、最上層に

は焼土が混じっていた。

出土遣物 （第179・180図1~17)

3・11・13は下層の出土である。 1の摘みは扁平な釦状をなす。 4の口縁部は天井部からそのま

ま伸びてきたような形状をなす。 9は須恵器を模倣した土師器。

32号土坑 （第109図）

145号住居跡の南、 148・149号住居跡の北西にあり、 6号溝を切っている。北東ー南西に長軸

をもつ不整形の大きな土坑であり、床面は起伏が激しく、所々で壁面がオーバーハングしてい

る。上面で短軸長270-390cm、長軸長910-990cmを測る。深さは最大で100cm。土器のほかに砥

石(125図9)、支脚(126図3)、鉄器(127図27)が出土している。

出土遺物 （図版 、第180図1-6)

6の須恵器大甕は頸部下端が異常に分厚い。 4の土師器高台は内湾度が強い。

33号土坑 （第110図）

32号土坑の西にあって6号溝を切っている。やや湾曲しながら南北に長軸をもつ楕円形に近い

平面プランで、坑内の南北両側には段がある。上面で短軸長2iocm、長軸長406cmを測る。深さ

は最大で90cm。

出土造物 （第180図1-3)

2は甑であろう。

34号土坑 （第108図）

33号土坑の南、 149号住居跡の西方にある。 34X53cmの東西に長い楕円形プランで、深さ43cm

を測り、土坑としたものの柱穴とした方がよい大きさである。実際のところ、西側3分の1ほど

には黒色土が柱痕状に入り、残り3分の2は黄色土・黒色土の混ざった埋土であった。底面に密

着することなく浮いた状態で土師器甕が横位にて出土しているのは、柱を抜いた後にこの土器

を置いたものとも受け取れる。別に丸瓦片(122圏5)が出土している。

出土遣物 （図版34、第180図1)

長胴の甕である。胴部径が口縁径を越えない。

35号土坑 （図版18、第109図）

33号土坑の西南方で、 187-202号住居跡群の北東にて、 80号住居跡を切って存する長大な土
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坑である。西に 3号おとし穴(A3)が隣接する。主軸は南北にかなり長く、幅170-320cm、長

さ880cm、深さは最大80cmを測る。埋土は自然堆積の様相であり、中層には焼土を含む層があっ

た。南側のやや広くなった所から土器がまとまって出土した。ほかに刻書土器(118図8)、焼塩

土器(119図10・11)、瓦(121図2・3)、砥石(125図5・14)、鉄器(127-129図1・5・8・9・11・22・

30・31・39・42・45・59・60)が出土している。

出土遺物 （図版34、第181-186図1-118)

須恵器(1-39)は下層から出土したものが多い。蓋の口縁部で13は球形につくり、 16はごく僅

かな段があるのみである。 17は口唇部に打欠きがある。 30は高杯に図示したが蓋かもしれない。

土師器(40-118)のうち60・63は須恵器を模倣した椀と高杯である。 114の甕と115の鉢は片口に

なる。

36号土坑 （図版18、第108図）

35号土坑の北にあり、 102号掘立柱建物跡の一柱穴を切うている。 120X197cmの南北に長い楕

円形に近いプランで、坑底の南北両側に一段深くなった部分がある。深さは最大で84cm。埋土

は自然堆積の様相であり、上層から土器がまとまって出土している。

出土遺物 （第186・187図1-23)

須恵器(1-7)のうち7の椀は高台が丸みをもつ。土師器(8・10-23)の14の甕は外面に煤が付

着する。瓦器(9)の椀は混入であろう。

37号土坑 （図版20、第110図）

35号土坑の西方で、 187号住居跡の北、 185号住居跡の東にある。 210X320cmほどの楕円形に

近いプランで、深さは最大50cmを測る。埋土は大きく上下2層に分かれ、上層は茶褐色土を基

本とするが、下層は上層より黒い土が堆積して焼土をかなり含んでいる。上下層ともに土師器

の出土量が多かった。ほかに手捏土器(119図15)、鉄器(128図47)が出土している。

出土遣物 （図版35、第188-191図1-59)

1の高杯底部には刺突による刻みがある。 11の口縁内面直下には浅い沈線が入る。 13-18は硬

質で底部から体部下半は回転ヘラケズリを施す。 28・29の甕は口縁内側に明確な稜が入る。 50

は下膨れの球形胴をなす。 58・59は同一個体の可能性がある。

手捏土器 (119図15) ミニチュアの椀である。内外ともナデが著しい。口径2.5cm、器高

1.9cm。

-136-



ー

山 s・zz
E
 s・
N
N
 

22.5m 

冒

D37 雪こ 舅

22.4m 

~ 
゜

030 

E
<
．N
N
 

I. 暗茶褐色土（黒灰色土・土器視り）
2. 黒灰褐色土（黄褐色粘質土プロック混り）

3. 熙茶褐色土（賀褐色帖質土プロック混り）

4. 黒茶褐色土（茶褐色枯質土プロック混り）

5. 淡黒茶褐色帖質土（焼土混り）
6. 淡茶褐色土（淡黒灰褐色土混り）
7. 黒灰褐色土（黄褐色砂質土混り）

4m 

D40 

『

｀
 

22.3m 

直

，, 1~,:, 
／ 
22.4m 

二

E
 E'
N
N
 

D41 

第110図 30・33・37・40-41号土坑実測図 (1/80)

-137-



38号土坑 （第108図）

35号土坑と37号土坑の中間の北側で、 8号溝・39号土坑に切られている。楕円形に近いプラン

かと思われるが、詳細は不明。

出土造物 （第192図1~4)

1の須恵器は器壁が厚い。 4は甑か。

39号土坑 （図版18、第108図）

38号土坑と8号溝を切り、 40号土坑の南にある。上面プランは短軸長133cm、長軸長230cmの隅

円長方形に近いプランで、東西に長い。坑内の東西両端にはテラスが付く。深さは最大で60cm。

埋土は自然堆積の様相で3層に分けられるが、中層には焼土が混じっていた。須恵器・ 土師器

以外に焼塩土器(119図12・13)、鉄器(127図21・23・41)が出土している。

出土造物 （図版35、第192・193図1-31)

4の高台は丸みを持つ。 6は口縁部に自然釉が掛かる。 7は内底面、 8は外底面に刻線がある。

28は外面に煤が付着する。

40号土坑 （図版18、第110図）

39号土坑のすぐ北にあり、 8号溝を切る。上面プランは266X340cmの東西に長い楕円形をな

し、深さは最大で85cm。埋土は自然堆積の様相であるが、中・上層には焼土が混じっていた。

多くの土器のほか土製品（ふいご羽口か） (119図17)、平瓦(121図1)も出土した。

出土遣物 （図版34・35、第193-196図1--.:..53) 

17の須恵器小壺は約2分の1の残存でやや歪んでいるがプロポーションはよい。 19の胴部内面

下半は同心円のみでない当具痕がある。 36・41は外面に煤が付着する。 42の大型の鉢は類例が

少ない。 43-49の鉢は鍋として使用したものだろう。

土製品 (119図17) 中膨らみの円柱状土製品で、ふいご羽口の可能性もないではない。最

大径9.7cm。

41号土坑 （図版18、第110図）

40号土坑のすぐ北にあり、 42号土坑に切られているため不明の部分が多い。主軸を略東西に

とり、幅45cm、長さ190cmの長方形プランをなして、深さ24-28cm。形態として木棺墓の可能性

があり、西小口部床面に底面の幅が12-15cmの浅い掘り込みがあるのは小口板の名残りかも知

れない。 A-II市道部分の調査区南東端に 1号土城墓が検出されていること、また出土遺物がな

いこともこの想定を補強するものともいえる。
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42号土坑 （図版18、第110図）

40号土坑のすぐ北にあり、 39号土坑と7号溝を切っている。大半は調査区外にあり、上面の東

西長が400cmであることと、床面にいくつかの段が付くことが知られる程度である。深さは最大

70cm。

出土遺物 （第197図1-3)

1の坪身には口縁部に打欠きがある。

-139-



43号土坑 （図版19、第108図）

A-II区市道調査区の東寄りにあり、大半は調査区外に延びるものと思われる。 82号掘立柱建

物跡の一柱穴に切られている。西南辺長の220cmは知られるので、方形もしくは長方形プランで

あろう。坑内は二段掘り風になるらしい。深さは最大68cm。

出土遣物 （第197図1-11)

8・9は同一個体の可能性がある。

44号土坑 （第111図）

A-II区市道調査区の東寄りで、 43号土坑の西方にあり、 79号掘立柱建物跡の柱穴に切られて

いる。上面プランは115X255cmの東西に細長い楕円形をなし、坑内東側には段が付く。深さは

最大55cm。この土坑の西半分には一辺170cmほどの方形の浅い二段掘りの掘り込みがあるが、付

属するものであるかどうか定かでない。

出土遣物 （第197図1-17)

1-5の須恵器蓋は1のみ時期に隔たりがある。また2-5も口縁部の形態には差異がある。

45号土坑 （第111図）

44号土坑の西にあり、 44号土坑と平面形はよく似ている。上面プランは120X220cmの東西に

長い楕円形もしくは隅円長方形をなす。深さは最大57cm。埋土中より土器が出土した。

出土遣物 -(第198図1-15)

1の摘みはかなり扁平である。 3の長頸壺は口縁が鋤先状に外反する。 5は須恵器を模倣した土

師器で、 8もその可能性がある。 14の鉢は歪んでいる。

46号土坑 （第111図）

45号土坑の北西方にあり、大半は調査区外に延びるものと思われる。調査区と接する所は東

西両辺が幅200cmで平行になっているが、その南辺は西側へ張り出して、平面的には不整形とな

る。坑内には南辺に沿うように東西方向に溝状の掘り込みがあり、その中にまたピットもある。

深さは最大100cm。出土遺物はなかった。

47号土坑 （第111図）

212号住居跡の西方、 213号住居跡の南方にある。上面径137-152cmの円形に近いプランで、

坑内は4段ほどの段が付く。深さは最大で95cm。これについては平成9年度に再報告する。
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方形溝状遺構

調査区中央部の南、今回報告する範囲の南西部に位置し、 177・178号住居、 91-93・96号建

物と重複する。「コ」字形と「ハ」字形の、相互に連接しない溝が組み合わさって、方形周溝状

の遺構を形成し、北側に開口している。「コ」字形溝は幅0.5-lm、深さは20cm前後である。「ハ」

字形溝は、双方とも複数の小土塘状の遺構が重複したような形状を示す。「コ」字形溝とは、あ

るいは無関係であるかも知れない。「コ」字形溝によって区画される範囲は東西8.4m、南北6.6

mである。区画された内部のピットは、まとまりを欠き、本方形溝状遺構に付随する遺構は検出

していない。若干の須恵器・土師器片を検出した。奈良時代のものであろう。
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7 溝

1号溝 （付図 2)

D区市道の西端に検出した。この溝は、すでに報告済のAI・B地区においても検出してお

り、両地区からの延長分である。長さ7m分を検出した。幅は2m前後、深さは50-60cmである。

出土造物 （第199・200図）

下層からは遺物は出土せず、中・上層からかなりの量の土器が出土した。 3・4は中層から、

他は上層からの出土品である。 1・3・4は5世紀代の土器で、他は本集落の主体を占める 6世紀

後半以降のものである。甕1は反転復原図で口径11cm、残存高4.3cmである。焼成良好で、内外

とも暗褐色を呈する。壺3も反転複原図で、口径17.4cm、器高30.5cmほどである。口縁部から

底部にかけての外面は煤が付着する。胎土には、雲母や1-5mmほどの石英砂粒を含み、焼成良

好で、生地は内外面とも暗黄茶褐色を呈する。壺4も反転複原図で、口径16cm、器高28.5cmほ

どに復原される。調整・ ヘラケズリ等は 3と同様である。外面全体に煤が付着する。胎土には、

雲母や7mmほどの石英砂粒を含み、焼成良好で、生地は内外面とも赤茶褐色を呈する。

紡錘車 （図版40、第124図） 2は遣構検出の時点で、埋土上面に検出した。蛇紋岩製の完

形品で、長径47.5mm、短径44mm、孔径6.5mm、厚さ13mm前後である。

6号溝 （付図2)

All地区に検出した束西に走る溝で、 32・33号土坑と重複する。幅lm前後の浅い溝である。

7号溝 （付図2)

All地区に検出した、北西～南東に走る溝で、 D区との境である農道下で消える。幅lm前後

の浅い溝である。

出土遣物 （第200固）

図示できるのは、土師器2点である。

B号溝 （付図 2)

All地区に検出した、南西～北東に走る溝で、 7号溝に連結した後は消える。幅50cm前後の細

く浅い溝である。

出土造物（第200図）

須恵器、土師器が出土している。中でも、 1・2は同一のヘラ記号が入り、場合によればセッ

トの可能性がある。その他は小破片である。
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8 土壊墓

1号土壊墓 （第113図）

All区市道東端部に検出した。長さ2m、幅0.3m、深さ20cm弱を測る。

2号土壊墓 （第113図）

156号住居の北東隅に検出した。長さ1.55m、幅0.55m、深さ20cmほどを測り、中央部を後世

のピットで切られる。

3号土壊墓 （第113図）

156号住居の北に検出した。長さ2.05m、幅0.6m、深さ40cm弱を測る。中央部に深さ20cmほど

のピットがある。

4号土壊墓 （第114図）

3のすぐ東に検出した。長さ1.28m、幅0.5-0.7m、深さ50cmほどを測る。底面は平坦ではな

く、二つのピットが連接したような状態である。

5号土壊墓 （第114図）

155号住居の北に検出した。長さ2.lm、幅0.6m、深さ50cmほどを測る。底面は平坦ではな

く、両短壁側がピット状を呈する。

6号土壊墓 （第114図）

5号のすぐ東に検出した。木根による攪乱がひどい。長さ1.75m、幅0.5-0.6m、深さ20-30

cmほどで、南側がピット状を呈し、深さ50cmほどを測る。

7号土壊墓 （第114図）

6号の北側に検出した。長さ1.55m、幅0.7m、深さ20-60cmほどを測る。底面は南に向かっ

て低くなり、ピット状を呈し、深さ60cmほどを測る。

8号土壊墓 （第115図）

7号の東側に検出した。長さ1.63m、幅0.6m、深さ50-60cmほどを測る。底面は平坦ではな

く中央がピット状を呈する。

9号土壊墓 （第115図）

調査当時、 2基の土塘墓が南北に連接したものだろうか、と推測して図化した。それにしたが

って説明する。全長6.7m、幅0.5m前後、深さ50-70cmほどを測る。断面図中央付近を境に 2基

に別れると推測していた。

上述した 2-9号は、分布状態及び底面の状態から、土横墓ではない可能性も高く、掘立柱

建物跡の柱穴の可能性を残している。来年度報告の際に、再考する予定である。
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第 3節 遺物各説

1 墨書土器 （図版35・36、第116図）

墨書土器としたが、単に墨痕が残るものも含む。これらの土器が、本村落で墨書されたのか、

あるいは持ち込まれたものなのか、で評価が大きく異なる。ただし、本村落では、転用硯や円

面硯（来年度報告）が出土しており、墨書土器の大半は本集落の住人の手になるものと推測す

る。

1は須恵器杯蓋の裏面に書かれている。 133号住居埋土中から出土した。転用硯でもあり、文

字は薄れてよくは読めない。

2は須恵器杯身の外底面に書かれている。 133号住居埋土中から出土した。一部では、「日」

と読める。

3は須恵器の坪身で外底面に書れている。 191号住居の貼床下層埋土から出土した。「屎麻呂」

と読める。

4は土師器杯身で体部外面に書れている。 115号住居埋土からの出土品である。文字はどのよ

うに読むの分からない。

5は井戸下層から出土した土師器の坪身である。底部外面に書かれた上の文字は「占」かと

推測する。その下の文字は一部しか遣存しないので不明である。

6は井戸下層から出土した土師器の坪身で、外底面に提痕が残る。墨痕もわずかで図示でき

るほどのものではない。

2 転用硯 （第116図ー1、第117図）

転用硯として図示したのは、墨書土器でもある第116図ー 1を含む 3点である。この 3点以外に

も図化できなかったが、内面に、通常見られる調整痕とは異なる不定方向の擦過痕があり、器

面が平滑で若干の墨痕が残る坪蓋の小破片が出土している。よって、奈良時代の本村落では、

かなりの数の転用硯が存在し、使用されていたと推測される。

133号住居から出土した第116図ー1は先述のように内面に墨書された杯蓋で、一部を欠失す

る。口径14.2cm、器高3.1cmを測る。内面の全体に不定方向の擦過痕があり、内面中央部は硯の

池として使用したためか黒ずんでいる。

第117図ー1・2は190号住居の貼床下層から出土した杯蓋である。 1は口径15.5cm、器高2.1cm、
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2は同じく、 14.7cm、2.6cmを測る。内面の全体に不定方向の擦過痕があり、他の杯蓋の内面と

異なり、中央部は極めて平滑である。

3 刻印土器 （図版37、118図1-7)

156・200号住居跡、 29号土坑、 1号井戸から押印のある土器が出土している。これらは硬質の

土師器の坪か皿もしくは椀の内底面に残っているが、当然のことながら土器を成形したあと生

乾きの時に施したものである。もとの印鑑の材質は、印された枠・字体からみて銅、つまり銅

印であったと思われる。

・なお、字であると断定はできないが、字らしく見えるものについて刻書土器としてこの項で

説明しておく (118図8)。

1は200号住居跡出土の界で、外底部と体部下端は反時計回りの回転ヘラケズリ、体部は回転

ナデ、内底部はナデを施している。強い二次熱を受けた痕跡がある。底径7.2cm。刻印は内底面

の中心からやや偏った所に印されており、「日益私印」の「益」の字の右下あたりが土器の中心

にあたる。印面は一辺30-32mmの方形である。

2も200号住居跡出土で、土器の調整は1に同じ。底径7.5cm。「日益私印」の刻印の上辺の中央

部分が土器の中心にあたる。印面は一辺30-32mmの方形である。押印のあとにナデているため

文字のよく見えない部分がある。
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3は200号住居跡と50号土坑（次年度報告予定）の出土品が接合している。ほぼ完形に復元で

きる個体で、口径14.4cm、底径7.5cm、器高4cm。調整は1に同じ。これも刻印は内底面の中心に

はなく、「日益私印」の「印」の字の左枠外付近が土器の中心にあたる。印面は同じく一辺30-32

mmの方形。やはり押印のあとにナデており、「日」字以外は読みとりにくい。

4は29号土坑と50号土坑（次年度報告予定）の出土品が接合している。体部下端の回転ヘラケ

ズリが強くなされていて丸みを持った立ち上がりになる。復元底径8cm。破片のため「日益私印」

の「私」字はなく、「日・印」もごく一部が見えるのみである。「益」字は残るがナデのためお

ぼろげである。これも刻印は内底面の中心にはなく、「日」の字の左下隅付近が土器の中心にあ

たるらしい。印面は右辺の一辺が32mmである。

5は156号住居跡下層出土の杯か皿の破片で、内底面に「封」の刻印がある。この土器の中心

は刻印上辺の右隅枠外付近にあるらしい。印面は残存する上辺が一辺27mmを測る。

6は29号土坑出土の杯か皿の破片で、 5と同じく内底面に「封」の刻印がある。この刻印も土

器の中心にではなく偏って印されており、上辺の中央から20mmの付近が土器の中心らしい。印

而は残存する上辺・右辺が27mmになろう。外底面には化粧土を掛けた痕跡がある。押印のあと

印面をナデている。 5の字体とは異なるように見えるが、それは5の方が深く残っているためで

あり、おそらく同一印によるものと思われる。

7は1号井戸1層出土の高台の付く椀で、復元高台径10.8cm。内底面中央に「谷」の字に似た刻

印がある。この土器の中心は刻印の中心とほぼ一致している。印面は一辺28mmの方形である。

8は35号土坑の北半部下層出土の須恵器椀である。内底面の隅に植物質の原体を用いて文字ら

しきものを刻んでいる。あるいは単なる記号であるかも知れないが、文字としたら「幸」とい

う字に見えないこともない。高台径9.6cm。

4 焼塩土器 （図版38、119圏1-13)

多くの遺構が存したわりには焼塩土器の出土量はあまり多くなかった。全ての遺構の全ての

土器についてチェックする余裕がなかったので、あるいはまだ多くの破片が埋もれている可能

性もある。今年度報告分は13点であるが、これらは等しく砂粒の多い胎土で、外面は指頭によ

るナデが施されている。

1は150号住居跡下層出土の鉢形をなすもので、内外ともナテ‘である。二次熱を受けて部分的

に赤変している。復元口径11.2cm。残存高6.lcrn。

2は166号住居跡床下層の西北際土坑出土の鉢形をなすもので尖底である。内面は二枚貝の腹

縁による条痕が見られる。二次熱を受けて部分的に赤変しかつ白色化している。復元口径12.8
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cm、器高6.6cm。

3・4は190号住居跡カマド周辺出土の破片で、 3は口縁に近い部分であろう。 4は器胎が厚い。

ともに強い二次熱を受けている。外面は擦過に近いナデを施す。内面は3が二枚貝の腹縁による

ものらしい横方向の条痕ののちナデで、 4は布目痕の上をナデているらしい。 4の断面には胎土

に縦方向の縞模様があるので粘土貼り合わせ成形かもしれない。

5は195号住居跡床面出土の鉢形をなすもので、内外ともナデである。口縁外側には指紋がの

こる。復元口径12.4cm。残存高6.4cm。

6は200号住居跡カマド出土の小破片で、二次熱を受けている。外面はナデ、内面は布目痕の

上をナデているらしい。器胎は厚い。

7・8は126号住居跡出土で、ともに胴部の屈曲部付近の破片である。ともに器胎が厚い。下部

は円筒状の器形になるのだろう。 8は二次熱を受けた痕跡がある。

9は30号土坑上層出土の椀形の小破片である。二次熱を受けた痕跡がある。

10・11は35号土坑出土の破片で、 10は南半上層、 11は上層から出土した。 10は口縁部破片で

内面の布目は1cmあたり8本とやや粗い。 11のそれは1cmあたり 14本を数える密なものである。

12・13は39号土坑出土の破片。 12は口縁が波状になり、内面の布目痕は1cmあたり7'-'.8本を数

える。二次熱で灰褐色に変色した所がある。胎は芯の部分が灰色をなす。 13は外面はふつうの

ナデであるけれども内面には布目痕と同心円当具痕がある。この布目と当具痕が併用されて残

っているのは珍しい。

5 土錘 （図版39、第120図）

34個の土錘が出土している。各々出土遺構別に整理すると以下のようである。

① 123号住居ー20 ⑨ 190号住居ー 7-12 

② 124号住居ー19 ⑩ 197号住居ー13-15

③ 133号住居ー 1

④ 135号住居ー 2・3

⑤ 138号住居ー 4

⑥ 145号住居ー21

⑦ 188号住居ー 5

⑧ 189号住居ー 6

⑪ 208号住居ー22・23

⑫1号井戸ー24-29

⑬ 25号土坑ー17・18

⑭ 35号土坑ー16

⑯ピットー30-34

遺構別にみると、住居11軒(21点）、井戸1基(6点）、土坑2基(3点）、ピット4(4点）で、土坑か

らの出土数が意外と少ない。
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大きさ、形態はバラエテイに富む。図上で完形品のものを長さでみると、最大が19(長7.5

cm、最大径1.8cm)、最小が24(長3.1cm、最大径1.2cm)である。破片を含めた最大径の大小で

は、 15が0.9cm、32が2.05cmである。長さと太さに相関関係は認められないようである。

形態的には、棗形を呈するもの(2-4、24・29)、筒状で上下端の径が最大径とあまり変わら

ないもの(19・25・28)、両者の中間的なもの(10・13・17・18・22・27・33・34)がある。三つ

の形態差に含まれるものの中には大小の違いがあり、土錘として使用する（セットする）部位

により、形態、大きさ、重さの使い分けをしたものであろう。

これらは総じて、胎土には1mm前後の石英粒を含むものが多い。砂粒をあまり含まないもの

は、器面の摩耗が著しいものが多く見受けられる。

6 瓦 （図版40、第121・122図）

平瓦1点、丸瓦5点の計6点が出土している。

1は土坑40の埋土上層から出土した平瓦である。厚さはl.5-2cmで薄い。表面は粗い布目と

模骨の圧痕が残る。裏面の叩きは肉太の正格子である。端部はヘラで丁寧に面取りをしている。

表面の側端部近くに紐の縛り目かと思われる痕跡が残る。 l-2mmの石英粒を含み、焼成はやや

軟質で灰色～黒灰色を呈する。小郡市井上薬師堂遺跡（『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査

報告』―38-1996)出土品に近似するものがある。

2は35号土坑の底面から25cmほど浮いて出土した。玉縁の残る大振りな丸瓦である。内面に

布目が残り、外面はナデ調整を施し、各端部はヘラで面取りをしている。器面には砂粒があま

り目立たず、焼成はやや軟質である。色調は、生地と内面は淡茶色、外面は橙色を呈する。

3は2とともに出土した。ともに接合するが、別途図示した。二次加熱を受けて赤変してお

り、カマドの煙道にでも使用されたものであろう。

4は126号住居の南壁際の埋土中に検出した、丸瓦の小片である。他の丸瓦に比して厚みが薄

く、硬質に焼き上がっている。胎土には砂粒はあまり目立たない。灰色を呈する。

5は34号土坑埋土中から出土した丸瓦の玉縁付近の小片で、玉縁を欠く。内面には精粗二種

類の布目及び、それらをつなぎあわせていた紐の圧痕が見られる。側端部は丁寧にヘラで面取

りされる。焼成良好で硬質であり、暗灰色を呈する。

6はD区市道の表土から出土した丸瓦の破片である。厚手の大振りなものである。内面の布

目は風化している。内外面、割れ面は二次加熱により赤変している。外面には一部に煤が付着

する。カマドの煙道にでも使用されたものであろう。側端部は切り離したままである。砂粒は

あまり含まず、焼成はやや軟質で、生地は淡い茶灰色を呈する。
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7 臼 玉 （図版40、第123図）

181号住居の覆土中から13個の臼玉が出土している。蛇紋岩製である。外径は10-llmm、孔径

は2mm前後である。つくりは粗く、石材を切り離したままで研磨の痕跡はない。厚さも一定せ

ず、形状も様々である。

8 紡錘車 （図版40、第124図）

3個出土した。

1は146号住居

の貼床下層からの

出土品である。割

れて出土したが、

外径44mm、孔径5

mm、厚さ7mmで、周

縁部が薄い。蛇紋

岩製である。重量

は17.2gである。

2は1号溝埋土

上面から出土した。

ぐ -n――っ
CID 2

 

゜
こコエニ〕

3 
5cm 

第124図紡錘車実測図 (1/2)
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外径44-46mm、孔径6mm、厚さ13mmである。蛇紋岩製である。重最は45.4gである。

3は、 189号住居の貼床下層から出土した。 1/4ほどを欠失するがおよその形状を知ることが

できる。外径45mm、孔径7mm、厚さ10mmほどである。雲母片岩製である。重量は22.4gである。

9 砥石 （図版40・41、第125図）

仕上砥～粗砥、 15点が出土している。遺構別に記せば、以下のようである。

① 126号住居ー13 ⑦ 179号住居ー 8

② 136号住居ー 4

③ 145号住居ー 2・11

④ 148号住居ー15

⑤ 161号住居ー 3・12

⑥ 167号住居ー 7

⑧ 190号住居ー10

⑨ 202号住居ー 6

⑩ 30B号土坑ー 1

⑪ 32号土坑ー 9・14

⑫ 35号土坑ー 5

次に仕上砥のうち、凝灰岩製は1-5・7・9、砂岩製は6・15である。粗砥は8・11・13(砂岩製）

であり、他は両者の中間的なものである。なお、 3・12は5世紀代の住居からの出土品である。

10 石製支脚 （図版41、第126図）

3点出土している。

1は191号住居のカマドに使用されていた支脚で、天地32.4cmで、そのうち13cmほどが埋まっ

ており、その上は熱を受けて変色し煤が付着している。図の右側が焚き口に向いていた。本村

落では、支脚に小型の甕を倒立させて使用する例が大半であり、石製支脚は使用例は少ない。

石材は緑泥片岩の自然石で、適当に割って支脚としている。

2は199号住居のカマドの火床面から5cmほど浮いた状態で検出した。砂岩製の支脚片で、加

熱され、非常にもろくなっている。本支脚が出土した199号住居の説明の中で、武田光正氏は、

「支脚として使用された後に除去されたと考えられる。カマド祭祀行為の一つと考えらている。」

（本報告86頁）とされる。

3は32号土坑埋土中から出土した砂岩製のものである。 2と同様に加熱され、変色してもろく

なっているので、支脚であろうと推測する。
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11 鉄製品 （図版42・43、第127-129図）

刀 子 (1-20) 刀子であろうと考えて図示したものが20点で破片が多い。銹膨れしたも

の (10・12・14・15)、形状が異質なもの(17)、茎が幅広いか厚いもの(16・18-20) などを含

み、果たして刀子として良いか否か自信のないものも含まれるが、一応、刀子として一括して

説明することとする。出土品を遺構別に記せば次のようである。

① 114号住居ー 2 ⑦ 190号住居ー 4

② 123号住居ー10

③ 125号住居ー12

④ 129号住居ー14

⑤ 161号住居ー13

⑥ 165号住居ー17・19

⑧ 191号住居ー3・6・16・18・20

⑨ 209号住居ー15

⑩ 211号住居ー 7

⑪ 35号土坑ー1・5・8・9・11

関の形状と身幅から、 1-8は細身の刀子と考えられる資料である。 1は研ぎべりしている。関

部で身幅1.2cm、現存全長4.6cmである。 2-5は身幅1cm未満で、各々現存長2;2cm、3;4.5cm、

4 ; 7 .3cm、5は銹で不明ながら関があるように見え、現存長10.3cmである。 6・8・.9は身幅が1cm

をやや超える。 6は関部に藁が銹着している。長さ4.7cmの茎が完存し、現存長9.1cmである。 8

は両関で、長さ7cmの茎が完存し、現存長8.6cmである。 7は銹のため不明だが、刃部を明瞭に認

め難い。幅0.9cm、現存長7cmである。 9は現存長4.2cmである。 11は刃部の破片で、身幅・現存

長は、 1.6cm・3.1cmある。 10・12・15は銹がひどく詳細が不明で、刀子だろうと推測して図示

した。 13・14も銹のため不正確だが、わずかな関がつくと思われ13は現存長7.4cm、14は5.8cm

である。 16・18-20は茎の破片である。 17は湾曲しており、刀子とは別の道具かも知れない。

関も認められず、銹で不明確ながら刃部を作っているように見受けられる。

鉄錯及び釘 (21-50) 図示した中で鉄鏃の茎か釘か不明なものを含んでいる。明らかに

釘と思われるもの (28-32)以外は鉄鏃とした。しかし、釘が何に使用されたか知れる遺構は、

木棺墓（来年度報告）しかないのが現状である。

鉄鏃のうち22-24は同一形式のもので、身の長さは22; 8.1cm、23; 6.6cmである。 25は銹の

ため不詳であるため、推定復原図である。

鎌 (40・51-55) 図上で完形品になるのは51-53であるが、 54・55も鎌の破片で、柄を装

浩する折り返しが左側についている。 40は鉄鏃かと思われる茎に銹焙した刃部の小破片である。

完形品のみ寸法（全長・身幅）を記すと、 51;20.5cm・2cm、52;20cm・2.3cm、53; 17 .4cm・ 

2cmで、 51・52は刃部中央が研ぎべりしている。

馬術? (57) 189号住居の貼床面下層から出土した。図上で、馬衡であろうと推測する破

片である。
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第128図鉄製品実測図②(1/2) 

紡錘車 (61) 128号住居から出土したもので、直径5-5.5cm、厚さ2mmほどの不整円板状

の中心に断面が3X4mmほどの方形の軸を通している。軸の一方を欠失するが、 12.3cmほどが残

存している。

不明鉄製品 (56・58-60) 191号住居から出土した56は長径2.9cm、短径1.3cm、厚さ2mm

ほどのもので、図の上端部に欠損部があり、さらに幅4mmほどの茎状のものがあったと思われ

る。 58は126号住居から出土し、外径8-lOmmの鉄銀状の長径の外側に直径2mmほどの棒状のもの

がついている。用途不明である。 59・60は35号土坑から出土した。 59は厚さ2mmほどで、円弧を

描く内側を薄く作る。 60は長径4.3cm、短径3.4cm、厚さ2mmほどの円板状のものである。用途は

不明である。
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第3章 おわりに
今回は、 101軒の竪穴住居跡(113-213号）、 52棟の掘立柱建物跡 (60-111号）、 1基の井戸、

3基のおとし穴(1-3号）、 25基の土坑(23-47号）、 1基の方形溝状遺構、 9基の土城墓とし

た遺構(1-9号）と 3条の溝(6-8号）、及び出土遺物を報告した。

特に竪穴住居跡及び掘立柱建物跡は、各遺構の細部について多彩な問題点を含んでいる。た

とえば、竪穴住居跡については、カマドの構造及び祭祀、床面上に検出される粘土、竪穴部内

の柱配置や空間、貼床面下層遺構の由米、竪穴部と家屋の構造との関係等々がある。これらに

ついては、武田光正氏が立野遺跡（『九州横断自動車道埋蔵文化財調査報告』― 8-1986)や先の

宮原遺跡遺跡の報告（『九州横断自動車道埋蔵文化財調査報告』―17-1990)でその都度まとめら

れているが、今回は事実報告のみにとどめざるを得ず、来年度に持ち越すこととした。掘立柱

建物跡についても、細部の検討や統計的処理は行っておらず、同様に来年度に持ち越した。

出土遺物については、転用硯、愚書土器、刻印土器など奈良時代の通常の村落遺跡からはあ

まり出土しないものが、ある程度まとまった量で出土している。これについても事実報告のみ

にとどめた。

このように、事実報告のみにせざるを得なかったのは、ひとえに、編集者の責任であり、お

わびするとともに、来年度の報告で、宮原遺跡のまとめをする予定である。

最後に、いつものことながら、この報告書も多くの方々の援助をいただいて刊行することが

できた。その方々に、心から御礼申し上げます。
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懇ì 

ヽ

住116

1
ー

/

＼

¥

 

＼
 

＼
 

'
,
9
 ゜

住117

15cm 

~.,r=丁~'3
マ ・7(2

4
 n’
 ̀‘ ‘ヽ‘一ぐ＼

 

ヽ一

'ヽ‘

,
＼
ヽ
、r’ヽ
r

[

＼

 ，
 

T
町
—鬱＿`
 

;:1― 
住118

6
 
住119

第132図 116-119号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-169-



三、

住119

----

』-,, 1 

住121 8 

2
 
2
 

3
 

皇
―
―
〗
}
釦

、
/
こn
ー＼ー＿＿

、
9
9
]
-

『い一

゜4 

/
＿
＿
―

L̀ 
/
9
)
-
[

，`
 /¥` 
一ぶ必如
一

l

つーク

ぃ

一

三

6
 

8
 ――

 

~-□
 

二
〗

住120

ン 1 J、翡n舟
----

2
 

10cm 

第133図 119-122号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-170-



,/~ ―`、3~ニー75
7
 

J’ 

こ＿―-三~10 _ ___s:: 已：： 11 

二二12~二 13A』1=14

▽ 15¥l 

~=22 

-

2

6

 nり
_

[

f
↑
ー
tー

4
 
2
 

3
 
2
 

麟

攣

＿灯U

ー

ー

,'
 
．．
 H
・

、ぃ鳴．ヽ
h
几）

>——-

゜

―

-̀30 
ぐり□ -

[
[
 

―
-

2

7

 
ぐ＇二]｛ ↑ 

5
 
2
 

_-／＂ 
/
 

-
/
/
/
 

20cm 

、(l----=== 一／グ::>====
28 

31 

亨=29 
---;~ 二L_
＇ 

32 

第134図 124号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-171-



{__.-r—7-==-------.. 1 、 ~9

旦―-―ー：乏~
10 

7□2 了―
11 

~==~~=3 
2 

~=ニー一、二こ 5
4 

~7-• 76 
,1=7 :...,,= ロ8 

13 

――ニ
：
‘
/
且
＇

三
↑
ロ

ご

ー

16 

4
 

ヽ及‘ 云((~,,

T
¥
[
 

住125

口 /ヽー
--

吉 2

了口

.~ ごプ

□ 7~ 
-~-' 

つ亥三8

7~ コ7
5 

〗三
―

□

12 f‘ 
―
-
」
。

I 

15cm 

--~-------(1 3 

可］ーニ 4 

-三~~
5 

-すr:!-=6 
住127

第135図 125-127号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-172-



三二~1

~~2 

~ :~31 

(---― I :--.... 4 

~ —~·6 

/―― 7 

住128

------~:: 1 -------,......._= 
4 

ニ 2ごニ-―̀5 

こ 13

， ― -ニ~4 一二—if6

住129

~Cニニ

6
 

二□
ーロニロ
三』~

10cm 

ヽ’＼→  ‘’ .:.:. ャ—→23 

第136図 128・129号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-173-



三~I~=-----.. I、三し、

イニ¥~、~ ~ 
¥7 ,/, 

《
- ¥¥ 10ニ 6ーニ
,,11~ 〖、三'

, .. ←口〖 〗フ璽 119 二い｀
住132

住126~130・132覆叶
ニ~---===~~

1 2 

\~~、3

~~ → /s 

~ 

(F 9 

I ==------:.,-,,7 /ア((la
(―- I .:~ 

1 --

□()二ニ-- - - --
~12 16 .~ 一万 、ぞ2, ,{? 21 
ニ~,l 18旱＝

19 

こごニニ□15 ¥7-,/20 
戸《ー23 

゜
10cm 

第137図 130・132、126-130・132号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-174-



こー2

GJ ＼＼、三＼！）

ロニー73
ロン4

{
l
I
、
‘
〗
}

j

l

l

 

―
-

-

/

-

/

‘

、

ヽ

ヽ
＼
 

／

／

 

／

ー

！

＼

ヽ

/

‘

l

l

l

ー

ー

、

／

、／
ヽ

、
I

、
I
 

＼
 

I

I

 

I
ー

ロニニ?5

゜
ヽ戸‘

'"11111『尺／ぐ~5

三ン6

~y, 
゜

第138図 133号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-175-



/二1=z:::2
~3 

三：：~.
~ グ

9

住134

▽□ ;7, 

\~~ 口／
、-—三ジ1 22 

□□ 3 

住135

住133

゜
20cm □ ~. 

第139図 133-135号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-176-



ヽ

¥``
 

ー

I
I
 

~
 

＇ 

1
1

睾

.＼

11 

唸
｀
融
層_`
 

゜

ヽ
＼
 

＼
 

＼
 

ー

／

1

ー

／

1
1
ー

I
I
I
 

20cm 

第140図 135号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-177-



住135

~;_~ 

~ 
三 3

□□□ノ
□ -✓. 
n 6

 
ヵ11

，
 

゜
3
 
．
 

／」:―-136 住

11 

,, 

15cm 

-178-



Q;l 

ー／ーロ
乙］へ

3 

書 ー w 

□ ~l~J4 

□二づ5

ニ~::. =Jニ
＼＝二’、8

□ 《、 9

ぞ
‘
,:
 
ー
-、5
、．．
 ．．
 
9

9

 

,'人

<

ー
ー

ー
ー
ー

ー

ー

ー

I
I
 

~
 

ー

゜
第142図 137号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-179-



゜
10 

15cm 

6

7

 

順
バ
ー
ー
―
―
ー

ー膚
ヽ

｀ヽ

ヽ

R
 

／
 

ニ
—
―
―
[

5
 二

4
 

ヽ旱ヽ――

/心‘、
23

刀は、
24

II 

-180-



26 

゜
住138

、.誓こ.r一三二爪
住140

゜
第144図 138-140号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-181-



(l 
心;,; CT' 

I 
I " 8 

住143

~9 

／ 

ロニ~1 I 

ロニ-:::]2 > [, 
¥____」-:.:.:..-==11- 3 

7/) 

;//., ”I/1_!1' ;ク1,／ 
, i I , / 
I'  ’ I 

＼二J'6

＇ 
ベ`

⑱̀
 
冒
攣

゜
20cm 

住144

7
 

第145図 143・144号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-182-



万冒訂ー＇ 閻紆H＇ 

戸
J

＼
 
凡
間、八，／

門
汁
ー
ー
ー

-
I
 

/
/
 
,

1

_

 

,
'
団
＼
誓

ヽ＼ 卜↑I''''. , h-

¥ I 
~: 

゜
20cm 

第146図 145号竪穴住居跡出土土器実測固(1/4)

-183-



/-二~_j__ :---. 

~2 1 □ 
A
/
 

ー

|
）
 

A
ー

ー／
ー

ー

ー

住146

>/1•1 •1¥、1
1/~([, 
2 

一 三

丁ニロロニご―
胃薗＼爪Il¥¥¥':.11111'.ltlパ勺“

If/ 
I 

住144~146覆土中

r )IITI>(,予
！ 

/＇ 
庁、
6

乙戸：：,,~3~ 三 ァ11
こ〗亭

~ ／
 

J11Kt 

｀二/

n
H
Nい
1
8

,＇冑＇̀＂＇ I
I

 

(
 c,̀

冑

9
1
 `＇ 

ヘ
＼
 
y
 

/

9

:

 

『
、
・
ー
罵冒

-
l
/
 

祈バ＼／
I .) 

／ 

tr, 
[

．

 

:
 
f
 

贔
，
渇
゜

住147

20cm 

第147図 144-146・147号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-184-



▽ーロ71 —~~==; 

ロロ~ フ~

5
 

住148 冒`
汀
日
州
~/
I
 

ぞ＼、
5

[
 

乙
＞
＼↓/ 
/`
ハ
し
レ
＞
I

_

'

ー

，

＇ 
＇
／
，
 
戸~ 冒
f
贔
靡
仰
＼

て:~〗
CT7, 

゜
10cm Dゞ

4
9

了
い
＼
，
旬

第148図 148・149号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-185-



U
|
l
 

ー――
 

4

5

J

 

1
5
1
5
-

―
 

住

住

/

□

＿ローニ
[

3

三
尺

□

り
畔

〗ーニー（（
3 

==  --

>7,,:.〖瓢苓譴爪――
1 I l 2 

ぐ
‘
4

_

J

 

ち¥（
I
 

イ
ミ苫
‘
雪

>
i

／
 5

 

□[ 
一辺ーニ

1 ~2 ゜
15cm 

霞r•,
住152

こ二~3

_, :.c:: 乏1=4
：：： ... 1 

こ2~戸―5

~ ニーーロご令
I 

住156

/
I
 

q7, "" 
~.)〖、

E□ーロQ.
We 

住158

▽―| 

[_， 
ぃ、

ロ~t

6
 

第149図 151・152・154・156・158・161号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-186-



~13 

4
 
．
 

¥
I
 

一

喜
塁／ ‘ぃ
r
 
}'、誓

)＇/＂

H,，f
/
 

言
J
l
i
f
l
/
／
ノ
ー

9

,
 

二＇口。
21

22 

17 

゜
20cm 

第150図 161号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-187-



、~i-":d、~6

ロ/’ 27 

↑

/
9
 

,

1ー
ー

ト

ー

1
,

／
ド

ー

！

（

9

ー
！
ー

l

f
1
,
1
1
J
 
＼ー
1
'

ー
ー
ー
！
．
＇
ー
！
一
-
k
_＇ 

9

,

 

ー

ー

ー

／

ぃ

，

ヽ

ー

9

,

 

，
 

．
 

ヽゞ`

二二髪／

II 

✓,, 

34 

゜
20cm 

第151図 161号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-188-



鸞~; /＇ 
／＇ 

＼

浚

f

奏‘

姿、
L

.

対
ー

ヽ
‘

7
、

‘‘ヽ
，ノ

｀
ン
し
ご
ヽ

ヽ
~

□ l 42 
41 43 

住161 住162

応＼ 贋甘'I 
''3  

4 

住164

住166

~1 

3
 

住163

▽二~

→ 2 f[ 

f
/
r
 

1
1
_
-

こ一ン
ー

／/
l
 ．
 

[
 

／
克

~
 

ヽ

¥
f
-
f
 

「

＇ (互
一―

l
 

こr¥
 

言＇，―[ピ
胃
こ
で
/

-
-
9
'
 

尺t
 

住165

゜
20cm 

第152図 161-166号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-189-



，
 

しir」、̀、ド＇く、一ヽ＼-ー‘、
二二□~11 
住165

,,r1 /勺
I/、＇ヽ／叫>1I(, r: 
I I 

I I ¥ークロ

8
 

ー1--
1, ~, 

哀ミミ（、ミ［尻＇

住168

三 1

層＼口(、、 4

ここ~2
三 i,

二 6

□ 7 

ニ 8

言烙`三。

.O 10cm 

第153図 165・168号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-190-



住168

住176
＼ 

ロニ~1 、 ＼一~A'~、·~<?:
12 

It 

ー

ー

I
i
!
 

ー
ー
／
ー

2
 

゜
20cm 住178

第154図 168・176・178号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-191-



~11 

い＼

＼
 

＼
 

ヽ
＼

＼
 

¥
 
＼
 
ヽ

住179

住181•183 

住182

-~:1 

~-----'二＇_;~ 2 

／こ――~~、
I 3 

~,'° ： 
｀ 4 

~: ~ 

5 

'', 

------- I - ~ 
， 6 

ごニ~ ヽ
7 

｀ ＼＇  ビ=--~ヽ、8
｀ 

" (j~9 
． 

'¥_ J-=_J 10 

゜
20cm 
こ.../,

第155図 179・181-183号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-192-



(一7----::ヽ 13

L 二 ‘ヽ_t 14 

~15 

ロ一二~16
二ミ=二戸 17

三ーニ：乙 18

，
 

，
 

|
/
 
_―
 

-―
 ＿ー
「ノ・
・
ヒ

二
〗□□三j/20
~r ロ11}、

ぐ`
‘

ー
.／ 

ヮ
）
／＇ 
＇ 
,
 

••• 

．
，
．
 

-
¥
 

□
 

-`
L
 

゜
20cm 

第156図 182号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-193-



:.,,/7 

□ ー ~10 -

q口7,.
ニ=====~11
ー乙ー12

~
9
2
2
:
1
1
2
3

年

一lく

[

l

-

-
l

一

[

V

l

.

 

テ
~
~
ー
，

=
]
I
[｛
l
 

こ

[

，
 

f

—

T
ぃ
囁
ーw
 

g

h

 

＇ '
 
，
 
"
 

咄
ぃ
洲
N

ー

゜
第157図 185号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-194-



,- -j-:. _ _  

3 

.----— ~4 

、~....,;·5

7"17 
[：
 
‘
 

＼
 n

 

"＂＂ III

澤

I
l
l
'
皿
~

\~6 — -----1·-·-

~7/ :,'s.:-- 《，
て二~、

口ロニ~9
~10 

ロニ._-_-_-::.J11 
ミ一! --~ そ

~13 

)UN ... 
゜

亨ロー〕
／
 

↑
 

曇瓢

20cm 
―`---一こごごご：：・

21 

第158図 187号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-195-



▽二 l

ご三~2

ー三二：：~3

▽ 

丁 □ 一《

゜

7
 

~ ニ~、 10

第159図 188・189号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-196-



4
 
rll ｀`

 

｀ 

I 

｀ 
5 

住190

r==-~ ――,14 
ご一二二］ コー、 15

住191 _ 

ご三こ、1 \l-~/,3 ~~ こ~
丑、
2 

~ ー3~ 』、;8~-

乙 4

~ ニニー
.~7 

こ

--ニ-__j_ =--19 

:~5 
'~=~ 吝。
', __」

こ--....6 

し7~二二7,2

二 =:ls

。
．
 7” 

=~'11 

エニ~-21

~J-~~ 《

i----- :-' 
17 

~24 

~~25 

~-;;;;J2s 

~~7 
文一ご二-_—:.~28

三―=-~-~ 15cm 

。
3
 

＼
＂
 

[》＼

゜
第160図 190・191号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-197-



'\~ ―¥¥・"  ~\••• / 
I 

冒〖＼言，Iii,, 
9
.
 
¥
,
 

,' 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 ー
｀

＼

＼

 

＼
 

住191

住192

c--丁―~dい

住193

戸ー／三
ニ亥三

▽二二ニ -_I, 
住191こ194間の埋土' ゜

20cm 

第161図 191-194号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-198-



r 遵 1

乙二三― 2

, ~ ニ=~'3
□三ロ=~4

8
 

/＼‘ 
[
／
 

6
 

庁‘／
 

ー

飢

“

:

 

悶

住197

文二．＿主2

(~7--; —~­
ニ 8

＼亨） ,J--; ロロニ
ロロニd1 、

m~ 言

← :ニニロ
,', 《13'

i'11i1ii,~W; ニ-―ーー：

第162図 195・197号竪穴住居跡出土土器実測固(1/4)

-199-



-ccwこ I -、=2 〗

▽□ 、l I 

~~~、ご
ロf 

‘ゞ~3111111P~5
住199

住202

住20-1

ーに~ヽ l (~ ニー2

□□□ :-))1 ,/―/ 

1i11111, !、べゞ〗l . 
住206

.~ ーニ ~1 

~2 

ロニb..../,
住207

゜
20cm 

第163図 199・201・202・204・206・207号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-200-



住207

゜

住209

3 u... 15cm 

6
 

第164図 207-209号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-201----;、



|  2 0 2 ー

＇ 
｀
 ` 8
 

、 0

第
16
5
図
20
9
号
竪
穴
住
居
跡
出
土
土
器
実
測
図
(1
/4
)



)~\~ ぞぃ

ぐ，
住209

ぐ＼二[[[f 
住210

15 

/I 

＼
ゃ
・
1
]、：
 

[
 

一↑

「
I
.

ふ‘‘
魯
2憑翌̀‘ ＼

 ー
ー
／
 

.

,

 

ー,1. ，
 

ー・ーー，
 

9
.
 lf 

ー・
•
ー.,＇ 

＇

し

，
 

’
¥
 

― □ --~ 
-.JJ. ▽□ 

''-=d-~-4 

戸口

''W~~~-r 
/＇ 

~ 言ご后
住211

こ---1

＼：こここ--/2

~ -:.J 3 ゜
第166図 209-211号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-203-



ヽ

ー
ー
り
4“
 

胃闇砿<a"‘` 
A
'
 r

 

住212

20cm 

第167図 211・212号竪穴住居跡出土土器実測図(1/4)

-204-



乙ミ1

＼三ニー/'6

ー d7

ロニJ/s
二，

第168図 213号竪穴住居跡出土土器実測図①(1/4) 

-205-

‘‘ 

20cm 



r―□ニーニぐ17

ー三二《，

/
[
 ゜

20cm 

第169図 213号竪穴住居跡出土土器実測固②(1/4) 

-206-



~1 一―/門、I(~ 了ロ、、 862

ミ~=
1 

= ......... ミ
2 

~ 蚕竺==-3 

7~ 

、'-.------~し~-4

〗==s 芦~71可

7,==9 
二_,.,J_'__6)  

コーノ三二 7
□ 3 

863 

／ニロ、1 ~~ 二后

~J,、 -=--~3y=; ―応―6 『《〕
堕
865 

← ~ ーー―-=  
, ,/-- ==  

5 
ーニ翌 6 ー、三2

万二-z;=
~~3 I 

7 , ヽ 8

了プ戸口
’’ 

鴫二 II 

髯雪L

y、叫・1,J 
曹＂
仰＂

百
"
1
3

f『ご‘噸恥

゜
ヽー

い
ー
り冒
け
且賛

ヘ
3
 

T‘12 

ご
＼[
 

10cm 

第170図 62-65号掘立柱建物跡出土土器実測図(1/4)

-207-



□□ _Jl プて
7て 7て
；；紐＼

ノ~c=-―□
一号ニ ― I 

6 '  

三三＝三-

--~ 

ーシぢ

?a 
石，

冒Ill 〗□[『:,

I 

——-~ ―二`• — ~~-3 

~~ ~ 三三
2 4 

~~5 

: c::::: —ークーニ＿
7 "

6
 

、

9噌ゃ百i

1,), 
873・  

879 883 887 

-.,1--1'7三
-I~ こ 2 二亥=2
886 

、~----1,=:,> 1 、q=2~, 0 

875 

1/~ 
ー

1
 .

.

.

 

,り
忍
娑
翠
,., 

f
翌
‘

5•• 

写
恙
蓼

迄
羹
感
応

器
裂
ィ
t

876 

□ i, 
I 

三／三
2
 

20cm 

第171図 69・71・73・75・76・79・83・86・87号掘立柱建物跡出土土器実測図(1/4)

-208-



三 1

竺
891 

羹□

'I  

ー 、＼—一上：＝プ4

2
 

こ― ~~Pa
， 

~ 言二三一
刀＝ ＇ 

', --」ここご二ここr::f・
5 

、7
▽一ご一爪

892 

~ 三
1 
こ~=~---,'-#=

2 3 、, 6 

虻グ/',,"; 三(?=
, f 4 ' ' 5 クー/-8

て 77ク

893 895 

、＼ロJ,

：一：
1 

=~、

2
 ,1,り

897 

~f~ 

了： 可ロ

ニ＝＝二ご

~ 
896

フ'
B98 

\~ 

1 

B99 
』べ5如、

,.·.-·,,•' 

I 

-~- 1 

7, 
71= 

2 

エニゴ戸＝
3 

二ー = 4 

--

＼ 
炉 6 

5 ―プ［戸

ロ
10cm 

lZ 
第172図 90-93・95-99号掘立柱建物跡出土土器実測図(1/4)

-209-



：琴 6 ←~-」：-ヽ 1

,~7--;;, .l. 言彎こ、
了=-=71= 、戸~~3 ,, 

← 
11 ,, ¥ rt三
函，,,,.-"''~ 爪＼

て—--

~ 
、f 、

8100 

'U====cl: 

—= 2 ’’ 

,III 
．
 ＇ 9ウ95 
4
 

B102 

B 101 

8103 

――5

――-
―
6
 

Il
亨
厄
＇

這

E

2

「
-
―
―
4

〗
で
‘

魯栂

二

祁''ー-=:;;-((,
、,1 . 

~ 言＝言、l4~ニ
--
全苫:""云冴

｀ 
"'""'=翌ゴ

1 号し
"·!>々•-<ii ・-·麟阿`如小:,, ＼ヽ汎幌

沼疇，忍綬祖急'-・ 

6
 ー、言

゜
15cm 

第173図 99-103号掘立柱建物跡出土土器実測図(1/4)

-210-



―
 
_
_
_
 
:
 
~
 

．，へ
さ,'ふ

崎
'.¥1
．、-・.;.、<>-'~-· 
• ヽ

~
,••• 
,., ・・：ぺ：み
叉
'-.,,t,
、;lゞ

禁受~"­
~
~
\
~
 

疇`攣 羹啜、巡、、悩
~

~
\,,,. 

~-

,,-,, 
べぷ、ミ，

ゞゞ
忍苓，羹'-.
拓ゞ
汝
さ
が
,
:
-
-
,

汽へ忍翠
ミ
ミ
琴
~

Cヽ
』
．
 

ニ
ー
ご

f. 
i,,＇  •4"り1、ォ丸＞．

9,bで1,1K

，＇とふn日：＇：．＂

.tt・t}

,1.、. ••• 

1`
ャ9．
J・ ゞ

A'_．．,.，

・人;111ー.,．＇J.if.¥r,＇

nり出田H廿H ,1Iト＼I＼

i

‘•9’

しーぃr'it!

:：＼‘.，i9・‘、Al
↓

.ret̀v.'．̀；

:41 , ..• 

~·へ

、言.'.
・・・・" .•. 
"iiaぷrー．＇）

ぃ•9,‘‘ h川｀ャー1iへ`ー

氏旧贔
119

人・，`心炉裕ー ,fi.3ミト.1、 .• 
Lt、

•O
· 

§"＼ 

/7

：今、

(~;-y信；

扉州；蒻し
罹直鯛
饗
号
,
.
.
,
_

，
 

.--・...,.;、
--~,_:· 乏ミ；
,.,...,._"-
.. 
.
.
 ↓
 ..
 ー・ベ→
・ヽ：
笠

・-・て翌
z
j
玉
苧

、‘‘

----了
i
n
 

』l冑
ff,

§
 ヶ;t
,,:'i; 砂-~ 

：：：
 

.... ．
 

-=--こ恣翠翠ご翠屯槃苓
‘

讐99 
99 

じj
,. 、，． .99. 
．、

． 1．匁j
り
‘J

illJり 且

9 且料§
胃賃 .t.1‘
止

g.a"

眉誓

町’... 

11むぃ

colm-

隻：II[ 

ll各

゜z 

\4~廿’

し）(') 応：

?; に事疇—

r--

＂＂りり

J 寸、、

Cヽ
』． 

------こ

硲河/.稔翌；汀・，
叫
ri:「J
稔
i:::・

乞；
.:j泥

,
 .
 
.,,,. 記＇ら
;'fj-"
が

;-.,/( 
Jゴ
砂
4
祭

-~』,1••• ,fi, 
お知ャ」•ら

.. ii
・・乞_-,....,,
.. ぷ宍

li、し
co 

11111り

J

S

、

←
 

ニ
ー
：

タ
鐙翠砂姦羞 ク戸名•

•
多
ク
.
.

• 安
．

--'：：：玄娑；
で名;:;--

Lolml 

E :>S ゜

80l 
m-

曹
9

、
11J

|II8
ー

(WI) 哀l＝痒皿 5幽1ぃ廿壬奈芝寧益零祖•俣写ヤ g、OOOI.uoI•EOI 図

ul掘



~-1~ 

~ □二J,I 

こ▽
言~~ニ l

、~、\\~。
、こ:c:::1;2 、こ云尋~3

丁二こ三，

丁口［こ

□□ 
゜

20cm 

第175図 1号井戸出土土器実測図(1/4)

-212-



D23 

炉，

―炉一
'¥-¥¥ 2 

3
 

一

巡

2

一
ぃ
n
H
ぃ‘
／
 /
 

竺三2-~

ー：：~;;;;:;ニ3 ,, /4 

15cm 

D24 

==;;;!~ 

第176図 23・24号土坑出土土器実測図(1/4)

-213-



／乙 1

D25 

~ 
D26 

- -

、二鸞

□□□三
ロ/"', ,/"'',.) 

？ピ) c~~ 乙
・~~
ニ;37=;2~~-~4 
＼にー」てこここr=lg

,F7f~1>~-:::-'心、
11 

＝一三ー＝
I 

ぐ文□〉＼ -=- I 
¥ / 
¥ I 
¥ I ,,, 

D27 

----
9、; 
1 

D28 

D30B 

I 

二賢□ 。一

-~-

／三二、¥1 

/~ 
、、 2

20cm 

4
 

5
 -̀/―~、
6
 

／ 7 

'~--/9 

第177図 25-28・30B号土坑出土土器実測図(1/4)

-214-



―—ロニ之
ーー ー ,,]2

f’ /， 
丁二□〖(,,

□

¢い』

2
（

ー

ご

‘

/

1

-

¥

 

[
 

ー＇ 
＼` 

ー
_

_

 

v
¥
 

、
ー
ー

l
'
ー
—

／

↑

・

fi-

— 

ー
ー

＇ 

直
配

゜
／
 

,＇ 

ー二
／

nJ‘ 

D30A 

-三三-,.26~コ；
ーー ' ./) (―  - - I 

=-==a-- ft / ll,'1/11訟 W1//IIIIIIIIIIJIII r'--¥¥ ¥ ¥ - ¥ ¥ ¥ ¥ If、I I I 

ニ 19 . ' ¥ 巡`ーニJ),:• 30 ¥ v u , ~1 ,. 
第178図 30B・30A号土坑出土土器実測図(1/4)

-215-



flI 
戟
伽
い111 

1
1
1

肌＂ 

汀
＼
リ
'

ーぅ／

f
ー

-

f

 

／
 

r
|
|
l
 

／

ー

／
 

1

¥

 

↑
ー

汀
1138

＇ 

ln[ 
¥＇ 

，
 t

¥

 
,' 

>
／
ー
，
’
|
ー
＼
＇

¥
＼
 

＇ 

D30A 

~.~ 
＼ 

三 1

～ 

~ 言 2

三 ヽ3

ミニ~8
呈三」_z=:オI9 

~2 

— ~10 

~'" -~5-

¥1--1 

゜
第179図 30A・31号土坑出土土器実測図(1/4)

-216-



グ＂
ヽ

□
 

＼
 
t
 

↑
 

ヽ
r
'
•爪瓢

D31 

D32 

口ーニニぐ
＼口~--—-—冗

／三□D33 

゜
20cm 

D34 

第180図 31-34号土坑出土土器実測図(1/4)

-217-



ー 1

し-~11

ここ~14

ー璽-—'114

三~5 ロ 7九

コ~
▽ 

こ 3

＼ニー，

7
 

゜
20cm (‘ ! ―-,35 

第181図 35号土坑出土土器実測図①(1/4) 

ー 218-



了直¥ ＼， 
¥

J

 
ャゞ汀
＇

第182図 35号土坑出土土器実測図②(1/4) 

-219-



5
 
7
 

了’
[
 
(

t

 

尺

ー

（
り
／

Y
l
l
|
 

’̂ 

h
'
 

，＇． 

゜

尺
1182T‘183年

（

一

▽
>
 

一
L
ー

し

じ

ー

＼

t

竺＿
言

~
 
砂
|ti1ー

疇

第183図 35号土坑出土土器実測図③(1/4) 

-220-



＼
 

,-f
 l-
--
--
-1
-r
' 

ペノ

88
 

ー
|  2 2 1 ー ー

び ＼ ぃ ，
9 0

＼  

[ [ ＼ [  
＼̀y  l

ド ＇瓢 鬱
冑 情

゜

ぞ ＼ 9 3
ご こ
＼  

交 べ>l  

亡 i
し ，
盛

― ¥ [ ¥  

U [ ¥  
ーロ "  伽 闘 〗

贋 曇
96
 

第
18
4
図
35
号
土
坑
出
土
土
器
実
測
図
④
(1
/4
) 



□こ/—\ 
I~"' ;,::::-__ 

〗
\
＼
ー
ト
及
ご

l
J
-

9
0
1
 

、、。
冒一

琶讐望

蓼

隻 ?巨

(WI)
◎
図
華
料
器
廿
廿
壬
器
廿
中
S
f
:

/,y, ii"'~:〗~~';、~-::
＇ ミミ＼べ ~ ~~ □ ~------l\· 

i 

I
I
✓
 

)
／
ー

ー

げ

＼

ー

"' 
E
O
O
N
 

゜

声,=
歪------

｀ 図
S
8
l
~

-222-



、\\〗

J―□ ~-;-r 
109 

I 1 117 

:p~~~ ロ） J\'.;~1111Js-~ 
三,;,;~ 慣1! 三~-一\ 1111,1:);'i, ↑'. ,//,: b 

·~112 113 

~- D35 

三一 、▽~~』ニフて
/—~~~2 、

三二~3~―□—ー :I.
ー~4 、いー~

／’ -‘
 〗

ロ
・
ー

D36 

こ亨ー 10

□□□ --Ji, 
゜

15cm 

第186図 35・36号土坑出土土器実測図(1/4)

-223-



こ~\'==J-d3

誓:r?ー

゜ ゜
第187図 36号土坑出土土器実測図(1/4)

-224-



三こ乏

~ 忍

゜
15cm 

第188図 37号土坑出土土器実測図①(1/4) 

-225-



゜
32 

20cm 、

,
5
>
¥
¥
U
M
H
H
μ
"
3
6
 

ー

3

A
ー
＇ 

A
ー↑

 

ー

l
ー

ー

l
|
l

A
ー

．
 

I

I

 

'

,

1

 

＇ 

ー

I

I

 

．
 

'

,

1

1

 

—

/I 

,

1

.

 

＇， 
I
 

ー

内

'
1
1

，
 

'

,

1

/

 

ー

＇ 

ー

l

l

 
ー

|
 
l

,

 ＇
 
,＇ 
', 
＇ 
ー

第189図 37号土坑出土土器実測図②(1/4) 

-226-



41 

------，. -
こ可~\

／ 

7-;-I~ 

I~1 「．
V ¥¥ ＼ 

I 11 

42 

ー

ー

3
 

后
＼

-——
-i-— 

――
 

A

、
9
,
 

鰐一ー//’
 

,’
 
／
 

h
,
 

打
1
,
＇

9

_

 

＇ 
r
 ，
 
巾1,' 

'
,
 

,
,
 

＼
 
_

1

 

＼
 
,＇nし’
螂，＂ 

20cm 

第190図 37号土坑出土土器実測図③(1/4) 

-227-



|  2 2 8ー

7 1 /  

ir
~

~
 □□ 

I
 I
 ,
 
¥
 
56
 

□

い

~ 二
口 ぃ塁 W ¥＼ 1 ¥ ，  

二）

゜
第
19
1
図
3
7
号
土
坑
出
土
土
器
実
測
図
④
(1
/4
) 



n=-¥? 
D39 D38 

口=-~;;―¢主
I 

3 
2 - ==-= 
刀7,、 4

こ--」＝＝三、、2

三,,-[

こ 14

. I 

/'/', 

／三,j ―《 I
＼ 
，，，／ 

--こ_1:::.-

9、---、~~ 
，，' 
V / 

マシペA,/',,'  
/ / 

ヽ

0 15cm 

I ,,,/ 
, つ1///っ~

鴎II / /.  

9

,

9

/

 

r
ブ

ー

/

[

／

ク

／

/

／

／

 

□

〉

/

／

/

`~ 
=-/“ 

第192図 38・39号土坑出土土器実測図(1/4)

-229-



D39 ¥ー亭―尻，
~(? , 1111'11¥¥¥ ,-口：

、 '20~ロニ□三ー（（
!"I "-、 L.I ~ ―ーニt__ / 
ロニ (!n 
ー-rr=て7:j?— :':u 

［―卜/,、、~=·~;ロ;~fi~ ~f!f, 
—ー (~E疇—―

[
9
 戸

い
1

一

／

ハ

ー

↑

/
f
i
l
l
,
 

.I 

A
,
I
 

rrI 
一一ー

l

「

[1,．

_＿一，ー'-f
 

□

1
 

＼
 

叫
飢＼爪
d

~' "
|
 

／三ゼーヽ1 こ二r::;:;;17

~-=ー—□乙
こ~=辛，

ー：：：：::::::~d,a 

D40 

二二12

c::bJ3 
▽ 14 

]===二二二二二二二r=::::;::::,ク16

゜
20cm 

第193図 39・40号土坑出土土器実測図(1/4)

-230-



こ
D,
,

|  2 3 1  1  

1
5
c
m
 

7  

ぐ’
□ /

 

[ ／ /  

/  

＇ 

ー
8  2  

ロ ー
- I t  

[ I  

- I  

｀  

¢ ¥ 2 9 爬 ＼ ，
3 0

ロ プ
A /  

□ /

 

こ ↑
罰ぃ

第
19
4
図
4
0
号
土
坑
出
土
土
器
実
測
図
①
(1
/4
) 



(
 

A
ー

／
 

-．

I
 

A
/
 

＇ 

/
／
 

．＇ 

疇

1
,
．
 

33 

后＼、

/!'/,/' ~,;,~ —-、,(!,';;I <~! I 
＇ 

4
 
3
 

ぞ，

I 1 
35 

，
 

L'3 

／
 ー

/
I
 

／
 
ヽ

，
 

7
/
 

A
、

・9
,

9

 

間
叫,
.
 

I
ぃ

川
’,・hr_
 

ill 
・’
 ．， 

¥¥¥ 

¥̀
', 

I

¥

 

＼

＼

 

＼

＼

 

9

1

 

＼
 

゜ ＼
 

＼

ー

＇

．
 

＼

・

¥
¥
 

＿
□

／
iー
＼

↓

：

/

,-, 

¥

¥

,

1

¥
＼

＼

¥

 

＼
｀
二

ヽ

9

.

‘

ヽ

し

i
、1
1

ー

＼

（
 

＼

ー

A
、

ヽ

第195図 40号土坑出土土器実測図②(1/4) 

-232-



＼ヽ
心
＼ ぃ`

f  - ／

□

1  

- ？ 丁 ー ，9

」

|  2 3 3 ー
仄I I

48
 
二

隙

「\〗
'..

□
/
 

゜
2
0
c
m
 

第
19
6
図
40
号
土
坑
出
土
土
器
実
測
図
③
(1
/4
) 



D42 て
D43 ! 

/•— i-~1 

了~2nnI

11 

15cm 

D44 

~==· 三 ―
-
1
3
 

]
汀
II71 

ー

，
 

パ
鱚
瓢
置
＼
 `『＼/’ ふ‘t 

ヽ

r'̀

~I[ 

4
 

，
 

,'， t, ――
 后

u"

~-j__ こ-、 3
ミ =to -吝~==II

フロ 7― ,, 9 

~-: 
こー、4:• 一5 ゜16 

第197図 42-44号土坑出土土器実測図(1/4)

-234-



乙—ロ了――~,

゜
20cm 

第198図 45号土坑出土土器実測図(1/4)

-235-



|  - 2 3 6 ー

__
__
__
 t.-..
.:-..
: ・
ニーノ

゜
2
0
c
m
 

第
19
9
図
1
号
溝
出
土
土
器
実
測
図
(1
/4
)



ロニニ』7

ニ 5q=:z 

,, 

~~10 

• )If.ii~ 
12 

Ml 

M7 

15cm 

2
 

MS 

口
こ 1

~2 

ブ―:鸞口
フて＼罹?,I~-:

了＝亨□、, 6 、,9

1

0

-

喩叶
1

1

-

1

2

-

-

1

3

¥
T
1
/
’

で，

ー

I

ぐ＼ ‘. ( ~' 

ご

第20D図 1・7・8号溝出土土器実測図(1/4)

-237-



第 1表 宮原遺跡出土土器法量表 ①
 

② 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高 備考
③底径④胴径

住113
（第130図）

土師器 高杯 1/10 ① 13.8 1 

II 2 II II 

＂ 3 ＂ 支脚 ① 13.4 ④ 14.8 カマド内支脚部

II 4 II 甕 1/6 ① 17.0 

住114 I 須恵器 杯身 1/4 ① 12 4② 3.9 カマド周辺

II 2 土師器 坪、 1/8 ① 13.2 覆土

＂ 3 II 高杯 1/10 ① 13 0 覆土

＂ 4 ＂ 
II 1/4 下層

II 5 II 

＂ 1/4 ① 15 0 カマド内

＂ 6 ＂ 
II カマド内

＂ 7 ＂ 
II 覆土

II 8 II 杯 毅土

＂ 
， 
＂ 甕 1/8 ① 32 0 毅土

II 10 ＂ 
II 1/5 ① 25.0 床面

＂ 11 II 

＂ 1/5 ① 25.0 床面

＂ 12 II II ① 13.5 ④ 14.0 カマド右袖内

II 13 ＂ 
II 1/4 ① 12.0 

＂ 14 II II 1/8 ① 12 0 覆土、精製

＂ 15 II II 1/5 ① 18.4 床面

II 16 II II 1/7 ① 17 .4 覆土

＂ 17 II II 1/8 ① 18.0 毅土

II 18 II II 下層

II 
（第131図）

II 甑 覆土19 

＂ 20 II 甕 カマド右袖内

＂ 21 II ,II 柱カ穴マ内ド右袖内、

” 22 II II 1/4 ④ 16.0 カマド内

住115 I II 杯 1/8 ① 11.6 殷士

＂ 2 II II 下層、精製

＂ 3 ＂ 
II ① 11.1 ② 4.5 床面

II 4 II II 1/4 ① 12.1 覆土、精製

II 5 II 

＂ 1/4 ① 12.0 下層、精製

II 6 II 裔杯か 1/8 ① 16.0 毅土

＂ 7 ＂ 甕 1/8 ① 16.4 

＂ 8 II II 1/6 ① 14.0 覆土

II ， II 支脚 ① 11.7 ④ 16.6 カマド内支脚

＂ 10 II II 完形 ① ④ 12.4 ② 16 0 カマド内支脚15.2 

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高 備考
③底径④胴径

住115 11 土師器 壺 ① ④12 6. 7② 28.3 カマド内6.6 

住116
（第132図）

＂ 
付古回婉ムにI完彩 ① ③76 .35 ② 6.9 床面、 P2I .4 

＂ 2 II 甕 1/4 ① 15.2 床而、 Pl

” 3 II II 1/4 ① 29.0 ④ 28.2 カマド

＂ 4 II II 3/8 ① 29.0 カマドA

住117 I 土師器 支脚 ① 16.6 ② 15.4 カマド支脚

II 2 II 甕 ① 13.0 カマド傍

住118 1 ＂ 支脚 完形 ① 12.05 ② 10.55 カマド支脚
住119 1 II 甕 1/6 ① 16.4 床下層土坑

＂ 2 II 

＂ 1/8 ① 14.0 カマド下府

II 3 II II 1/4 ① 16.0 カマド付近A群

II 4 ＂ ＂ 1/5 ① 14.0 埋土中

＂ 5 II II 1/5 ① 14.0 覆土

II 6 II 床下層土坑

II 
（第133図）

II 甕 1/8 ① 31 6 カマド付近7 

＂ 8 II II カマド付近

住120 1 II 杯 埋土中、精製

II 2 ＂ 甕 1/8 ① 14.0 埋土中

II 3 ＂ 
II 1/2 ① 17 .4 埋土中

＂ 4 II If 1/4 ① 17.4 カマド付近下層

住121 I 須恵器 杯蓋 1/8 ① 13.0 埋土中

＂ 2 II 

” 1/10 ① 13.1 埋土中

＂ 3 土師器 裔杯？ 埋土中

II 4 II 杯 埋土中

II 5 ＂ 甕 1/6 ① 19 6 A群カマド周辺

FF 6 II 甑 埋土中

II 7 II 甕 埋土中

II 8 II 

＂ カマド周辺

住122 I 須恵器 杯身 ① 10.9 ② 4 2cm ヘラ記号、床面

II 2 土師器 甑 埋土中

II 3 II II 埋土中

II 4 ＂ 甕 カマド周辺

＂ 5 II 杯身 2/3 ① 11.7 府カ埋マ土ド周辺精床製下

＂ 6 II 坪身 1/4 ① 11.2 下層、精製

” 7 II 
手捏

③ 6.5 埋土中土器

※備考欄の遺構番号等はIB番号である。
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③
 

④ 

磁構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器
翡 備考

③底径④胴径

住122 8 土師器 杯 埋土中、精製

住124
（第134似ii

須恵器 坪蓋 ① 14.0 下層1 

II 2 II II 1/4 ① 15.0 

II 3 ＂ 
II 

II 4 II 坪身 1/8 ③ 10.0 

II 5 ＂ 
II 1/4 ① ③ 8 12 4 8 ② 3.6 

// 6 ＂ ＂ 1/5 
① R 14.4 ② 2.0 
11.0 

II 7 ＂ ＂ 1/10 
① 15.0 

＂ 8 II 

＂ 1/4 
① ③l 17 4② 3 0 
1.4 

＂ 
， 
＂ 
坪、 1/10 ① 23.0 

＂ 10 土師器 杯盗 ① 14 0 

II 11 II 

＂ 
住居付近上而

II 12 II 杯 住居付近上面

II 13 II 

＂ 
＂ 14 II II 住居付近上面

II 15 ＂ 高杯
① 12.6 

＂ 16 II 

＂ 1/8 ① 1
4.3 下府

＂ 17 II 甕 ① 13.8 住居付近上面

＂ 18 II II ① 16 5 住居付近上面

II 19 II II ① 22.0 

II 20 II 

＂ ① 22.6 下府

＂ 21 II 

＂ 1/5 ① 2
6.8 

＂ 22 II 坪

II 23 II 甑

＂ 24 II 

＂ 
＂ 25 ＂ 甕
II 26 

＂ ＂ 
＂ 27 ＂ 

II 

II 28 II 

＂ 
＂ 29 

＂ 
II 

II 30 II 

＂ 
＂ 31 II II 

＂ 32 II II 下層

住125
（第135図）

須恵器 坪蓋 1/10 ① 17 .0 下層埋土中1 

＂ 2 II II 下層埋土中

JI 3 II II 下府埋土中

姐構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器翡 備考
③底径④胴径

住125 4 須恵器 杯蓋 下層

II 5 II II 下附埋土中

II 6 II 坪 ① 13.8 下層埋士中

II 7 II 

＂ 
埋土中

＂ 8 II II 下層埋土中

II ， 土師器 杯蓋 1/8 ① 16.2 埋土中

＂ 10 ＂ 
II 埋土中

＂ 11 II 坪身 P-1 

＂ 
12 II II P-1 

II 13 II 坪 埋土中

＂ 14 II II 1/8 ① 13.0 P-1 

＂ 15 II 甕 下屈

II 16 II 

＂ 
P-1 

II 17 II II 埋土中

II 18 II II 1/8 ① 18.1 埋土中

II 19 ＂ 
II 1/7 ① 30.0 埋土中

住126 1 須恵器 杯蓋 ① 15.2 下層

＂ 2 II 杯身 ③ ① 9 132 .0 ② 3.4 P-7 

” 3 
II 

＂ 
① ③ 19.1 ② 2 6 P-7 
15.8 

＂ 4 II 甕 下層

＂ 5 士師器 杯 下層

II 6 II II ① 10.6 下附

II 7 ” II ① 12. 7 住士居層付断近面横断拡張

II 8 ＂ 
下層

II ， 須恵器 坪、 下府

II 10 土師器 甑 下府

＂ 
11 II 甕 ① 14.2 下層

” 12 
II 

＂ 
下屈

＂ 13 II 

＂ ① 20.8 P-3 

住127 I 土師器 甕 1/9 ① 23.4 

＂ 2 ＂ 
II 

＂ 3 II II 下層

II 4 II II 

II 5 ＂ 杯藍
II 6 ＂ 坪
住128

（第136図）
須恵器 杯身 1/8 ① 12 3 1 
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⑤
 

⑥ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①n径②器高 備考
③底径④胴径

住128 2 須恵器 坪蓋 1/8 ① 16 2 

II 3 II II 1/10 ① 18.6 下層

II 4 // 

＂ 1/8 ① 18.1 上面

II 5 ＂ 杯身 1/6 ③ IO.I P-3 

＂ 6 II II ③ 9 3 上面

＂ 7 ＂ 杯 上面

II 8 土師器 打ヽ身 1/6 ① 14.1 住下層126・128付近

＂ 
， II 
＂ 
① ③ 13.95 ② 3.5 カマド土層断面
10. 7 にかかる

＂ 10 ＂ 甕 1/6 ① 12.2 上面

II 11 II II 1/6 ① 12.6 

＂ 12 ＂ ” 1/6 ① 16 7 
II 13 II II 1/6 ① 19.2 下層

住129 1 須恵器 杯蕊 埋土中

II 2 II II 1/2 ① 14.35 ② 3.15 埋士中

II 3 ＂ ＂ 1/2 ① 14.0 埋土中

＂ 4 II II 下層

＂ 5 II ” 1/4 ① 15.8 ② 2.35 床

＂ 6 ＂ 
II 完形 ① 15.2 ② 1.6 

＂ 7 ＂ 杯身 1/3 
① ③ 813.1 .0 ② 4.3 

＂ 8 II I/ 1/2 ① ③ 813. .6 ② 4.15 65 

II ， II 
＂ 1/8 
① ③ 813.9 .8② 3.65 埋土中

＂ 10 ＂ 
II 1/3 ① ③ 17.0 ② 4.85 埋土中10.8 

I/ 11 ＂ 
II 1/2 ③ 9 6 床下

II 12 II II 1/10 ① 15 2 下層

II 13 土師器 ＂ 1/3 ① 13.3 ② 3.15 P-14 
II 14 II 

＂ ① 13 8② 3.3 埋土中

” 15 II 坪 1/8 ① 9.8 床

II 16 ＂ 
II 1/6 ① 13.0 床

II 17 ＂ 
II 下層

II 18 ＂ 
II 下層

II 19 ＂ ＂ 下層

II 20 II 甕 1/6 ① 16.0 下層

＂ 21 II II 1/8 ① 20.0 

＂ 22 ＂ 杯身 1/6 
① ③ 15.0 ② 3.5 

下内底層部に竹管文あり11.4 

II 23 ＂ 
// 1/6 ③ 11.0 下内底層蔀にヘラ描きあり

住130
（第137図）

土師器 杯蓋 1/4 ① 14 9 埋土中1 

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高 備考
③底径④胴径

住132 1 須恵器 杯蓋 ① 16.2 

II 2 ＂ 杯身 ① 9.3 

＂ 3 II 杯 1/10 ① 17 1 

＂ 4 ＂ 杯身 1/6 ① 12.0 
II 5 ＂ 甕 1/6 ① 10.6 

＂ 6 土師器 杯身 1/8 ① 12.6 

II 7 II 坪、

II 8 ＂ 甕 1/8 ① 14.8 

” 
， FF 

＂ 
II 10 ＂ ＂ 1/10 ① 24.2 
II 11 II 

” ① 27.2 
II 12 ＂ 

II 1/6 ① 26 2 

II 13 II II ③ 6 4 カマド付近

＂ 14 II 甑 カマド

胃9 1 須恵器 杯蓋 住126・129間の
土堤

II 2 II 

＂ 
住拡1張28・区12土9付層近断横断面

II 3 ＂ 坪身 1/4 ① 10.0 
II 

II 4 ＂ 
II ① ③ 815.9 .7 ② 5.0 住中1D26群・129間土堤

＂ 5 II 

＂ 1/12 
① ③1l 5.0 ② 4.15 住126・128間土
1.6 堤

＂ 6 ＂ ＂ 1/5 
① ③9 13.6 ② 4.45 住拡1張28・区12土9付層近断横断面
.0 

＂ 7 II 皿 ① ③14l .5 ② 1.0 住126・129間の
1.0 土堤

＂ 8 土師器 坪 1/9 ① 16.6 住126・128・
130・132付近

II ， II 甕 住126・129間の
土堤

II 10 II II 住拡1張29区・13上0付附近断横断面

＂ 11 須恵器 杯蓋 ① 15.2 住126-132下層

II 12 II II ① 15.0 住126~132下層

II p ＂ 皿 1/7 
① ③ 19.62 ② I 9 住下1層26・ 128付近
15. 

II 14 土師器 坪 住126-132下層

II 15 ＂ 
II 住下1層26・128付近

＂ 16 II II 住126・132下層

＂ 17 II II 住128-132下層

＂ 18 II II 住126~132下層

II 19 ＂ 蓋 住126-132下層

II 20 II 杯身 1/12 ① 13.2 住126-132下層

II 21 ” 甕
住床1下26層・128付近

II 22 II II 住拡1張28・区12上9付層近断横断面
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⑦
 

⑧ 

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器両 備考
③底径④胴径

tt呼JWI必
23 土師器 甕

住133
（第138図）

須恵器 杯蓋 1/2 ① 16 6② 2. 7 カマド右側1 

＂ 2 II II 1/3 ① 14. 7② 3.1 埋土中、転用硯

＂ 3 ＂ 杯身
完形 ① ③8 13.5 ② 3.85 カマド右側.5 

＂ 4 ＂ ＂ 1/5 
① ③8 12.8 ② 4 3 下扱屈書主土柱器穴傍
.4 

II 5 土師器 FF 1/4 ① ③8 13 I② 4.05 埋土中.2 

＂ 6 II 杯 1/2 ① 16.8 加カマ附近ド下内層突中央出穴部

＂ 7 II 坪身 1/10 ① ③8 16.8 ② 4.6 下層主柱穴傍.4 

II 8 II II 1/7 ① ③9 16.4 ② 6.4 下層.0 

II ， II 高杯 カマド付近A群

II 10 II 甕 1/8 ① 19 4 埋土中

II 11 ＂ 
II 1/5 ① 13 4 埋土中

II 12 II II 1/12 ① 18.6 埋土中

II 13 FF II カマド付近A群

＂ 14 II II 1/5 ① 30 0 カマド内突出部

＂ 15 II II 1/4 ① 28 7 住居付近A群

II 16 II 

＂ 1/5 ① 30.0 下層主柱穴傍

II 17 ＂ 
II 1/7 ① 28.0 カマド内突出部

＂ 18 II II 1/5 ① 30.0 下屈主柱穴傍

II 
（第139図）

II 

＂ 3/8 ② 26.4 ④ 24.8 
右袖B群19 

II 20 II II ④ 30.0 カマド右側

＂ 21 ＂ 鉢 2/11 ① 26.0 
下層

＂ 22 ＂ 杯 1/4 ③ 8.0 
カマド付近、精
製

住134 1 II II 埋土中、精製

＂ 2 II 高杯 埋土中、精製

II 3 ＂ 坪身 1/2 
① 14.0 ② 3.5 

カマド傍埋土
精製

＂ 4 II 高杯 1/2 ① 15.0 カマド付近

II 5 ＂ 甕 1/10 ① 24.8 
柱穴

住135 1 II 高杯 1/6 ① 14.4 カマド周辺下層

＂ 2 ＂ 
、II ① ③1l 5. 7② 9.6 カマド傍

0.2 

＂ 3 ＂ 
鉢 ① ③ 810.0 .3 ② 5 2 土外器底溜面C木群葉痕

＂ 4 II 甕 1/4 ① 11.5 

II 
（第140図）

II 

＂ ① 15.2 ② 16.9 カマド付近A群5 

＂ 6 ＂ 
II 1/6 ① 20.5 ④ 18.4 埋土中

II 7 II II ① 16.95 ④ 19.2 カマド付近A群

II 8 II II 1/6 ① 19.0 ④ 24.0 下層

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器尚 備考
③底径④胴径

住135 ， 土師器 甕 ① 19.0 ④ 23.4 土器溜

＂ 10 II 

＂ ① 17. 7 カマド付近D群

II 11 ＂ 
II 1/2 ① 19.8 土器溜A群

＂ 
（第141図）

II 

＂ 1/4 ① 21.0 下層・12 

II 13 II II ③ 8. 7 カマド付近G群

II 14 JI ” ④ 26 5 カマド付近D群

住136 1 土師器 杯 精製

II 2 II 

＂ 1/2 ① 11.2 ② 5 I 床面

” 3 ＂ ＂ 1/5 ① 11.6 精製

II 4 ＂ 
II 1/4 ① 13.8 精製

II 5 須恵器 聡 1/7 ① 13.0 
カマド付近左袖
床面

II 6 土師器 甕 ① 11.8 カマド付近下層

II 7 II II 1/2 ① 17.2 床面

＂ 8 ＂ 
II ① ④l 15 4② 20 7 カマドE群

7.6 

＂ 
， II 支脚 完形 ① ④ 13 9② 15.0 13 5 

II 10 II 甕 カマド付近下層

II 11 II 

＂ ① 17 .6 ④ 22.6 Bカ群マ、ドC付群近、FG群群、

＂ 12 II 

＂ ④ 21.8 カマド付近D群

II 13 II 甑 覆土

住137
（第142図）

II 高坪 ① 15.8 カマド周辺1 

II 2 ＂ 
II カマド周辺

II 3 II II ③ 11.0 床而下層

＂ 
4 ＂ 坪 1/4 ① 12.6 床面下層、精製

II 5 II II 1/6 ① 10 6 C群、精製

II 6 II II 埋土中、精製

II 7 II II 埋土中

＂ 8 ＂ ” 1/5 ③ 7.0 須恵器模倣土器

II ， II 甕 1/6 ① 12.8 埋土中

＂ 
10 II II 1/6 ① 18.0 埋土中

JI 11 ＂ 
II 1/4 ① 21.0 埋土中

II 12 II II ① ④ 13.2 ② 18.6 D群（下）
17 6 

” 13 II 

＂ 1/4 ① 13.0 ④ 13.8 E群
II 14 II 甑 1/3 ③ 12.4 埋土中

＂ 15 II 甕 1/3 ① 19.0 ④ 27 2 カマド周辺

II 16 II 

＂ F群

住138
（第143図）

＂ 
II ③① 6 11.8 ② 3.0 N群1 .4 
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⑨
 

⑩ 

遺構 挿屈NO 種別 器種 残 ①口径②器高 備考③底径④胴径

住138 2 土師器 甕 1/9 

＂ 3 II II I群

＂ 4 II II 1/8 ① 11.6 床内面）掘下層り込(3み9号

II 5 ＂ 杯身 ① 11. 7② 4. 7 床面上D群

II 6 II II 1/4 ① 11.8 F群

＂ 7 ＂ 
坪、 1/8 ① 13.2 N群

II 8 II 高杯 ① 12. 7 A群①

＂ 
， II II 精製

II 10 II 

＂ ③ 11.8 床面下層E群

II 11 II 杯 1群、精製

＂ 12 II 

＂ H群

II 13 ＂ ＂ 
東掘壁り付込近床み面最下層

＂ 14 II 響 3/4 ③ 7.2 G群

＂ 15 II 

＂ ③ 8.4 B群

＂ 16 II 甑

＂ 17 ＂ 甕 床面下層A群

＂ 18 ＂ 
II 1/4 ① 15 5 k群

＂ 19 II II 1/5 ① 16 2 床面下層A群

II 20 II II 1/3 ① 10.4 

II 21 II 

＂ 1/8 ① 14.2 カマド内．

II 22 II II 1/2 ① 12.3 ④ 13.0 床A面下中央土坑

II 23 II 

＂ 1/5 ① 22. 7 k群

＂ 24 II II ① 19.9 

II 25 II II ④ 30.8 暉

II 
（第144図）

II 

＂ ① 19.85 J群26 

＂ 27 ＂ ＂ 1/2 ① 20.8 E群

II 28 ＂ 甑 1/2 ① 31.2 ② 31.3 I群
住139 1 ＂ 杯 1/2 ① 15.1 ② 3.4 
住140 1 須恵器 杯蓋 ① 12.5 ② 3.5 埋土中

II 2 土師器 甕 1/10 ① 18.4 埋土中

II 3 JI 杯 1/8 ① 13 8 床面下層西側

II 4 II 響 ③ 10.35 

II 5 II II ③ 9.4 床而下層東側

II 6 ＂ 支脚 1/2 ① 13.2 カマド

II 7 II 甕 1/8 ① 16.0 床DI計面屈1こ下ネズ屑ミ西のII¥側紺bり

II 8 ＂ 
II 1/7 ① 19.0 床面下層東側

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①R底口径径②器高 備考
④胴径

住140 ， 土師器 甕 1/4① 16.0 埋土中

＂ 10 ＂ 
II 1/10 ① 14.8 カマド内

II 11 ＂ ＂ ③ 6.0 床而B群

住143
（第145屈）

II 甕 表採I 

住144 1 須恵器 杯身 ① ③9 13 2② 4.2 
.0 

＂ 2 土師器 II 1/2① 12.9② 3.9 床面下層掘り込み

II 3 ＂ 
II 1/4 ① 15.2② 2.3 

床面下層掘り込
み

II 4 II II ① 14.6② 5. 7 床面下層掘り込み

II 5 II 甕 1/8 ① 17.0 

＂ 6 II II 
床面下層掘り込
み

＂ 7 II 支脚 完形 ① 14.4② 13.5 カマド内

II 8 ＂ 甕 1/8 ① 25.4 
床面下層掘り込
み

II ， 
＂ ＂ ① 25.6 床而下層掘り込

み

II 10 II 

＂ 1/10 ① 28 0 床面下附上層

＂ 11 II II ① 30.0 カマド内

II 12 II 鉢 ① 31.2 カマド内

住145
（第146図）
須恵器 蓋 1/4 ① 13.6② 1.1 埋土中1 

II 2 II 杯 1/8 ① ]3.8 埋土中

II 3 II II 1/4 ③ IO 0 埋土中

II 4 II II 完形 ~3 14 6② 4 6 埋土中11.0 

＂ 5 土師器 II 1/6 ① 16.0 埋土中

II 6 II 

＂ 1/4 ① 15.6② 4.9 埋土中
II 7 ＂ 鉢 1/5 ① 15.1 床面

II 8 II 高坪 埋土中

II ， II 甑 1/7 @16.0 埋土中

＂ 10 II 甕 ① 16.0 埋土中

II 11 II II 1/4 ① 18.2 

II 12 II II 1/6 ① 19.2 床面B群

II 13 II II 床面C群

II 14 II 

＂ 埋土中

II 15 II II 埋土中

II 16 ＂ 
II 1/6 ① 23.6 床面

II 17 ＂ 
II 1/5 ① 26.2 床面A群

＂ 18 II II 1/8 ① 28.1 カマド内

住146
（第147図）

II 

＂ 1/8 ① 24 4 床面A群1 

II 2 II II 床面A群
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⑪ ⑫ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遺構 挿屈NO 種別 器種 残 ①口径②器
高

③底径④胴径
備考

住144 1 須恵器 杯蓋 ① 19.2 裂土中-146 住151
（第149図）

土師器 坪 1/5 ① 11.4 A群、精製1 

II 2 土師器 杯 1/8 ① ③ 1161..26 ② 4.8 裂土中 II 2 II 甕 A群

II 3 ＂ 甕 1/4 ① 23.5 毅土中 ＂ 3 II 甑 A群

＂ 4 II II 1/8 ① 28.0 覆土中 住152 1 ＂ 杯 下層埋土中、精製

II 5 II II 1/4 ① 26.0 覆土中 ＂ 2 ＂ 甑 下層埋土中

＂ 6 ＂ 
II ① 28.0 覆土中 住154 1 II II 下層埋土中

住147 1 須恵器 杯蓋 1/4 ① 11 6 II 2 ＂ 甕
II 2 II 杯身 1/4 ① 10.4 II 3 II II 1/8 ① 15.0 A群

II 3 土師器 坑 1/5 ① 8.2 II 4 II 

＂ 1/8 ① 21.4 下層埋土中

II 4 // 高杯 II 5 II 1/2 ③ 10.3 

II 5 II 杯身 1/4 ① 14 6 住155 1 II 坪、 下層埋土中

II 6 II II ① 13.4 __ PlO、Pll
＂ 2 II 

＂ ① 13. 7② 3.2 下層埋土中

II 7 II 甕 1/8 ① 12 0 ＂ 3 ＂ 甕 ① 29.0 下層埋士中

＂ 8 II 

＂ ① 13.0 埋土中 住156 I 須恵器 坪蓋 1/10 ① 14.8 下層埋土中

＂ 
， 
＂ 

II ① 22.6 ＂ 2 ＂ 坪 ① 14.4 下屈埋土中

II JO II II 1/8 ① 22.2 埋土中 ＂ 3 土師器 II ① 11.6 下層埋土中

II 11 ＂ 
II PlO、Pll ＂ 4 II 

＂ 北半下屑

住148
（第148図）

須恵器 高杯 1/8 ① 11.0 埋土中I ＂ 5 II 甕 下層埋土中

II 2 ＂ 
II 1/6 ① 13.6 P-5 

＂ 6 II 鉢 1/12 ① 28 4 北半下層

II 3 土師器 坪 床面下層 住158 I II 杯 1/12 ① 14.0 下層埋土中

＂ 4 II II カマド内 ＂ 2 ＂ 杯 ① 11.3 下層埋土中

II 5 ＂ 
支脚 ① ④ 14.9② 15.0 

15.4 
カマド内 II 3 ＂ 高杯 下層埋土中

II 6 II 甕 ① 15.6 カマド内 II 4 ＂ 空- 1/12 ① 17.0 下層埋土中

II 7 ＂ 
II ① ④ 14.42 ② 13.45 

14. 
カマド内 II 5 ＂ 甕 ① 22.0 下層埋土中

II 8 ＂ 
II ① 20.2 カマド下層 住161 1 II 対 1/4 ① 6.8 No 4 

II ， II 
＂ ① 29.0 埋土中 ＂ 2 II II ① 7 .I④ 9.8 

＂ 10 II 

＂ 1/3 ① 25.4 床面 ＂ 3 ＂ ＂ 1/4 ① 7 .2 No31 

＂ 11 II 

＂ 1/6 ① 26.3 
P-5 

＂ 4 II II ① ④9 6.4② 9.8 
. 7 

No20 

住149 I II 坪、 1/10 ① 14 6 No 3カマド ＂ 5 ＂ 
II 1/6 ① 7.0④ 8.6 Nu36 

II 2 II II ① 12. 7 No 3カマド ＂ 6 ＂ 
II ① ④8 6. 7② 8.1 

.0 
No31 

II 3 FF 琲 ① 10.8 埋土中 ＂ 7 ＂ 
// 1/6 ① 9 45 Nn27 

II 4 II 婉 1/4 埋土中 II 8 ＂ 
II ① 8.1④ 8. 7 No30 

＂ 5 II 甕 1/4 ① 26.0 ＂ 
， II II 1/6 ④ 8.6 埋土中

II 6 II 支脚 完形 ① 10.9 カマド内 II 
（第150図）

II 甕 1/2 ① ④9I .5② 13.55・ 10 1.8 

II 7 ＂ 高杯 Nn 2カマド II 11 II II 包4912.9.3 ② 12 4 屋内土坑A
II 8 ＂ ＂ 床面 II 12 ＂ ＂ 1/9 
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⑬ ⑭ 

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
R底径④胴径

備考

住161 13 土師器 甕 1/7 ① 16.0 No 4 住164 2 土師器 1/8 埋土中

II 14 ＂ ＂ 1/4 ① 13.4 NolO、16 ＂ 3 II 高坪 1/3 埋土中

＂ 15 II II 1/5 ① 16.8 Nol2 II 4 ＂ 
II 1/4 埋土中

＂ 16 II II 1/8 ① 20.0 N~9 住166 I 土師器 坪 1/8 ① 11.5 

＂ 17 ＂ 
II 1/9 ① 20.8 住165 1 須恵器 坪身 1/8 ① 12.0 

II 18 ＂ 
II 1/2 ① 14.1④ 19.0 No2 II 2 II II 1/4 ① 10.8 口緑部打ち欠き

＂ 19 ＂ 
手捏 1/4 Nn29 土器

II 3 土師器 II ① 14.2 No I精製

II 20 II 1/6 ① 10.0 Nnl9 II 4 II 甕 1/8 ① 14.8④ 13.0 カマド周辺埋士中

II 21 II 甕 1/5 ① 10.6④ 12.0 II 5 II II 1/8 ① 19.3 

II 22 II 

＂ 1/5 ① 11.0 
II 
（第153図）

II II 1/10 ① 19. 7 6 

＂ 23 II II 1/6 ① 22.35 No39 ＂ 7 II II 1/4 ① 19.1④ 20.0 中央士坑

＂ 24 II II ④ 30.2 No 6 ＂ 8 II 

＂ 1/4 
① 24.1 Nu 2 

＂ 
（第151図）

II 壺 1/3 ① 18.6 No32 25 II ， 
＂ 
甑 1/6 カマド焼土内

＂ 26 ＂ 
高杯 1/3 NQ21 

＂ 10 ＂ 
II 1/6 ① 30.2 カマド①

＂ 27 II II 11 II 高杯 1/7 ① 15.0 

II 28 ＂ 甑 1/6 ① 29.6 Nn3 住168 1 須恵器 杯蓋 ① 12.8② 3.7 カヘマラト全記面号右袖付近

＂ 29 ＂ 高坪
完形 麗3j1 l.0~21.4 2.2-13.75 

2.5 
No 2 II 2 ＂ 杯身 1/2 ① 10.9② 4.9 埋土中

II 30 ＂ 
II 1/5 ① 22.0 Nu 3 II 3 II 高杯 1/6 

II 31 II II ① 23 0 Nu25・26・28 
Nol7・20 

II 4 II 壺 1/7 ① 6.2 埋土中

II 32 ＂ ＂ 1/10 ① 22 0 埋土中
＂ 5 土師器 杯身 1/6 ① 11.1 カマド前面、精

製

II 33 II II 1/3 ① 17.3 No27 
＂ 6 II II 1/4 ① 11.4 精製

＂ 34 ＂ 
II ① 17 .4 Nol8 II 7 II 

＂ 1/10 ① 11.8 
埋土、精製

II 35 II II 3/4 ① 17 .35 Nn19 II 8 II II 3/8 ① 11.0② 4.6 カマド右袖付近

II 
（第152図）

＂ ＂ ① 16.5 No33 36 II ， 
＂ 甕 1/3 ① 10.0 

＂ 37 ＂ 
II 1/3 ① 17.9 Nol8埋土中 ＂ 10 II II 埋土中

＂ 38 II II 1/10 ① 19.0 埋土中 ＂ 
（第154図）

＂ 
II 1/2 Nu3 11 

II 39 ＂ 
II 1/7 ① 21.95 No23 

＂ 12 ＂ 
II 1/2 ③ 14.4 カマド周辺

II 40 II II 1/2 Nn24 住176 I II 杯身 1/2 ① 14.1② 3.2 下層

＂ 41 ＂ 
II ③ 11.1 埋士中 // 2 ＂ ＂ 1/10 ① 15.8 

II 4l ＂ 
II 埋土中 II 3 II II 1/2 ③ 8.8 下層

II 43 ＂ 
II 1/2 ③ 15.5 埋土中 II 4 II 高杯

住162 I 縄文 甕 押型文 II 5 ＂ 甑

＂ 2 土師器 ＂ 1/8 ① 10 6 ＂ 6 ＂ 甕 1/8 ① 24.3 

＂ 3 II 支脚 2/3 ① 15.0④ 14.4 カマド内 ＂ 7 ＂ ＂ 1/4 ① 22.3 下層ピットA

住163 1 須恵器 甕 掘内外り込面みタタキ 住178 I ＂ 
鉢 ① 25.6 カマド周辺

住164 I 須恵器 坪身 1/13 ① 11.2 埋土中 ＂ 2 ＂ 甑 カマド周辺
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⑮
 

⑮ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①IJ径②器尚 備考
③底径④胴径

住179
（第155図）
±!iii器 甕 1/4① 19.3 表層I 

II 2 II II 1/2 ① ④2 19 5② 33.2 
7 .0 

翡181 1 
＂ ＂ 1/8

① 26.4 183 

住182 1 須恵器 杯蓋 上層表採

II 2 II 

＂ 1/6① 14 15 
下層

＂ 3 II 

＂ 1/2① 15.5 上カマ層表ド周採辺床下層

II 4 II Ji 1/5① 15.0 

＂ 5 II II 1/8① 14 9 

＂ 6 ＂ 
II 1/3① 15.2 

カマド周辺床下
層

II 7 II II 1/13 ① 15.6② 2 5 屑カマド周辺床下

II 8 II 坪身 1/7 ③ 10.4 

II ， 
＂ 

II 1/5 ③ 8.8 

II 10 II 

＂ 1/4 ③ 8.0 
II 11 ＂ 

II ③ 13.0 Pit 

＂ 12 
＂ 

II 1/2 ① ③ 914.9 .2② 4.4 
マカド周辺床下
層

＂ 
（第156図）

II 杯蓋 1/11 ① 12.85 床下層13 

II 14 土師器 脚裾 1/12 ③ 18.2 

II 15 11 杯蓋 ① 13.2② 4.55 床下層掘り込み

＂ 16 II 

” 
1/4 ① 12.4 屈カマド周辺床下

II 17 ＂ 皿
II 18 II 

＂ 1/6 ① 14 0 
床下層

II 19 II 坪 1/5 ① 14.0 

＂ 20 
＂ ＂ 1/5 

① 15.8 

＂ 21 II 甕 1/7 ① 12 8 カマド周辺

＂ 22 II II 1/3 ① 14 6 
床下層西北隅土
坑

II 23 II II 1/6 ① 15.8 カマド

＂ 24 ＂ 
II 1/2 上層表採

＂ 25 須恵器 高杯 1/7 下層

＂ 26 土師器 II 1/6 ③ 10.4 

II 27 
＂ 甕 1/3 

① ④1l 7 .3② 15.2 カマド①
7 .5 

II 28 II II 1/5 ① 15.1④ 12.8 床カマ下層ド周西辺北床隅下土坑層

＂ 29 II 

＂ 1/2 ① 13.25④
 10.8 上層表

採、カマ
ド

II 30 ＂ 
II 1/9 ① 21.8 

カマド周辺床下
層

II 31 II II 1/5 ① 23.0 

II 32 II 

＂ 1/6 ① 26. 9 
カマド周辺

II 33 II 

＂ 1/9 ① 23 6 
床坑下層西北端土

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高 備考
③底径④胴径

住182 34 土師器 鉢 1/2 ① 27 0 カマド

住185
（第157図）
須恵器 杯蓋 ① 15.25 I 

II 2 II II ① 15.5② 2.1 

II 3 II FL ① 14.8 

II 4 ,, II ① 15.55 

II 5 II 坪身 ① 7.85 

II 6 II 高杯

II 7 ＂ 皿 1/7 ①
 22.8② 2.3 

” 8 土師器 杯身 ① 10 8 

＂ 
， II II 1/7 ① 13.0 床面

＂ 10 ＂ 
II 1/5 ① 14.6② 2.58 

＂ 11 II II ① 15. 7 

＂ 12 ＂ 
II 1/8 ① 14.6② 3 8 

II 13 II II 1/8 ① 13.4 

FF 14 須恵器 杯 1/7 ① 13.2 

II 15 土師器 高坪 ① 15.1 

II 16 II j宛 ① 15.1 

II 17 II 鉢 1/4 ① 15.6② 9.0 床面カマド付近

II 18 ＂ 甕 ① 11.8 

II 19 II 

＂ ① 17 .65 

＂ 20 ＂ 
II ① 14. 7 

＂ 21 II 

＂ ① 25.6 

II 22 ＂ 
II 1/6 ① 24. 7 下層

II 23 II II 1/4 ① 23.2 

＂ 24 II 鉢

＂ 25 ＂ 甑
II 26 ＂ 

II 

＂ 27 II 甕

＂ 28 ＂ ＂ 
住187

（第158図）
須恵器 杯身 1/10 ① 13 6 貼口床緑下部打欠き1 

II 2 ＂ 杯蓋 1/4 ① 14.0 
埋土中

II 3 II II 1/6 ① 14.6 床面A群

II 4 II 

＂ 1/2 ① 14.1② 1.25 
床面A群・

II 5 ＂ 杯身 1/6 
③ 11.5 床面A群

II 6 ＂ ＂ 1/4 ③ 10.3 
床面A群

II 7 FF 

＂ 1/8 包31163..80②
 2 4 床面A群
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⑰ ⑱ 

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考

住187 8 須恵器 皿 完形 ① ③1l 7 .65 ② 2.4 4.5 床而A群 住190 2 土師器 甕 ピットA

＂ 
， 土師器 杯身 II ① 13.5 ② 4 0 床面B群 II 3 II II ① 16.0 下層ピットA

II 10 II II 1/4 ① 15.0 ② 3.1 床面A群 II 4 ＂ 
II 1/8 ① 20.4 埋土中

II 11 ＂ ＂ ① 13.2 埋土中 ＂ 5 II II ① 27.9 埋土中

II 12 II 

＂ ① 15.9 貼床下 住191 1 須恵器 杯蓋 1/12 ① 12.5 床面付近

＂ 13 II II ① 12.6 ② 3.0 床面A群 ＂ 2 II II 1/6 ① 12.6 床面付近

＂ 14 II 高杯 1/4 埋土中 II 3 II II ① 13.0 床下埋土中

＂ 15 II 甕 1/4 ① 15.2 P-1 II 4 II 

＂ 1/8 ① 14.4 西部埋土中

// 16 
＂ 

II 1/5 ① 16.0 床面A群 ” 5 
II 

＂ 1/8 ① 14.8 床下埋土中

＂ 17 II 

＂ 1/4 ① 21.0 床面A群 II 6 ＂ 
II 1/10 ① 15.6 

II 18 II 11 1/2 ① 16.1 P-1 II 7 II II 1/12 ① 16.8 西半部埋土中

＂ 19 II 

＂ 1/10 ① 34.0 床面A群 II 8 II II ① 15.9 ② 2.5 床下埋土中

II 20 II II 1/4 ① 27 .4 床面A群
＂ 
， II 坪身 1/4 ① 12.6 ② 3.8 床下埋土中

11 21 ＂ ＂ 
① ④ 225 6.15 ② 32.4 
.0 • 床面A群 II 10 II II 1/10 ① 15.0 床下埋土中

住188
（第159図）

土師器 坪身 1/8 ① 12.2 ② 2.0 下層1 ” 11 
II II ③ 10.l 西半部埋土中

II 2 II II 完形 ① 13.35 ② 3.65 カマド右④ ＂ 12 II II 1/6 ① @ 15 5② 4.2 II 7 床下埋土中

II 3 II II 3/8 ① 14.6 下層 II 13 II II 1/8 ① 13.0 西半部埋土中

II 4 II 杯 1/7 ① 14.0 埋土中 II 14 II 杯蓋 1/4 ① 21.35 東半部埋土中

＂ 5 ＂ ＂ ① 17 .8 下層 ＂ 15 ＂ 
II ① 19.8 埋土中

＂ 6 ＂ 甕 1/8 ① 30.8 カマド周辺 II 16 II 高杯 ① 20.5 床下埋土中

＂ 7 II II 1/10 ① 29.8 下層 II 17 II FF 1/6 ① 21.0 西半部埋土中

II 8 II 

＂ 1/5 ① 24.8 埋土中 II 18 ＂ 杯身 ③ 14.4 床下埋土中

II ， 
＂ 

II 1/6 ① 25.0 カマド周辺 II 19 II 坪蓋 1/8 ① 12.8 床面付近

II 10 II II 1/7 ① 24.6 カマド左
＂ 20 土師器 杯身 @12.2 床面付近

II 11 II 

＂ 1/12 ① 21.6 埋土中
＂ 21 II 

＂ ③ 13.8 床面付近

住189 1 II II ① 25.2 下層 ＂ 22 II 

＂ 1/4 
① 14.0 ② 3 35 床下埋土中

＂ 2 II II 1/5 ① 28,8 土器C ＂ 23 ＂ ＂ 1/4 ① 14.0 

＂ 3 II II ① 27.4 ④ 25.4 カマド II 24 FF II 1/4 ① 12.2 ② 2. 7 床下埋土中

＂ 4 ＂ ＂ 
1/12 ① 12.6 土器B II 25 II II 1/2 ① 12.5 ② 2. 7 床面付近

＂ 5 II 坪、 カマド下層 II 26 II II 1/10 ① 13.8 床面付近

II 6 II 土器B ＂ 27 ＂ 皿 1/2 ① 18.0 ② 2.8 カマド

＂ 7 ＂ 
杯 カマド ＂ 28 II II 1/8 ① 17.0 

＂ 8 ＂ 
II ① 13. 7 下層 II 29 ＂ 甕 1/12 ① 27 .3 床面A群

II ， II II 1/8 ① 13.2 埋土中 II 30 II 

＂ 1/6 
① 27 .2 ④ 27.4 A群

＂ 10 須恵器 杯蓋 ① 15.7 ② 2.2 カマド掘り方 II 
（第161図）

II II 1/8 ① 24 2 床下埋土中31 

住190
（第160図）

II 

＂ ① 15 0② 3.3 南壁より土器c1 II 32 II II 1/8 ① 24.3 ④ 26.0 床下埋土中
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⑲
 

⑳ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高 備考
③底径④胴径

住191 33 土師器 甕 1/4 ① 18.3 束半部埋土中

＂ 34 II II ① 25.2 床面付近

II 35 II 

＂ —① 26.0 床下埋土中

II 36 II 甑 床面付近

＂ 37 ＂ ＂ ③ 20.2 床面付近

住192 1 II 坪 1/8 ① 12.9 ② 1.9 カマド

＂ 2 ＂ 甕 1/4 
① 15.9 

住193 I 須恵器 杯身 1/10 ① 14 4 

II 2 II 甕 カマド

II 3 土師器 杯 1/6 ① 9.0 

II 4 ＂ 
II カマド

II 5 II 甕 1/8 ① 13.2 

＂ 6 II 甑

＂ 7 II II 埋土中

II 8 II 甕

住191 1 須恵器 皿 1/8 ① 19 8 埋土中-194 

住196
（第162図）

杯蓋 ① 12. 7 床面1 

＂ 2 ＂ 
II ① 14.8 床下

II 3 II 坪身 ③ 9.2 埋土中

II 4 土師器 FF 1/4 ① 14.4 床下

II 5 
＂ 
甑 床下

II 6 
＂ 喪 1/10 

① 24.2 床面

II 7 II II ① 28.0 床面

II 8 II FF 1/12 ① 30.0 床面

住197 1 II 杯身 1/8 ① 13.0 カ底マ部ド1内
内 こヘラ記号

II 2 II 皿 1/10 ① 13.6 カマド東側

＂ 3 II 坪 下阿B

＂ 4 II II 埋土中

＂ 5 
＂ 

If 埋土中

II 6 
＂ 

II 下層B

II 7 
＂ 

II 1/10 ① 17.1 下層

II 8 ＂ 杯身 1/8 ① 11
.9 埋土中

II ， II 
＂ ① 13.6 カマド周辺下屑

＂ 10 II 甕 ① 12.8 下層

＂ 11 
II 

＂ ① 19 6 カマド

II 12 II 

＂ 1/10 ① 23.6 
カマド周辺

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器尚 備考
③底径④胴径

住197 13 土師器 甕 ① 21.4 床面下層

II 14 II II 1/10 ① 23.0 

＂ 15 II II ① 31.0 下層

II 16 ＂ ” 1/6 ① 30.4 下層

住199
（第163図）

須恵器 打、盗 下層I 

＂ 2 II II カマド内

II 3 II 杯身 1/12 ① 17.0 カマド④

＂ 4 II ” ① 18 2 下層

＂ 5 II ” ③ 9.5 カマド①

＂ 6 土師器 甕 1/10 ① 32.6 埋土中

II 7 II ” 1/8 ① 24.4 下層ピットB

住201 1 須恵器 杯蓋 1/3 ① 18.8 カマド北接P

＂ 2 ＂ ＂ 1/3 ① 18.6 
カマド北接P

住202 1 土師器 杯 ① 14.1 埋土中

＂ 2 II II 埋士中

II 3 II II 埋士中

＂ 4 II II 床面下層

II 5 II 甑 床面下層

住204 1 須恵器 杯身 完形 ① @1l 3.5② 3.6 床面下層0.0 

住206 I 土師器 坪身 ① 13.4② 3.1 カマド北側

” 2 須恵器 ＂ 1/6 ① 21.6 ② 3:8 カマド北側

＂ 3 土師器 甕 ① 17. 7 中央土坑

II 4 ＂ ＂ ① 16.4 

＂ 5 ＂ 
II ④ 14.0 中央土坑

住207 I 須恵器 坪蓋 ① 17.8 ② 2.3 P-3 

＂ 2 II 杯身 ① ③ 142.1 .8 ② 8.0 カマド

II 3 ＂ 
II ① ③1 14.0 ② 3.6 カマド②0.5 

＂ 4 土師器 甕 1/6 ① 24.8 カマド3

II 5 II II ① 26.2 カマド3

＂ 
（第164図）

＂ 
II 1/6 ① 22.0 6 

II 7 II ” 1/9 ① 26.6 

＂ 8 II 

＂ 1/4 ① 31.0 
床面E

住208 1 須恵器 杯蓋 1/2 ① 16.8 ② 2.9 

II 2 土師器 杯身 ① 12.8② 3.4 埋土中

II 3 II 支脚 包41146 6 6② 14.4 
II 4 II 甕 ① 23.2 P-3 
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⑳ ⑫ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考

住208 5 土師器 甕 ① 23.8 住211 14 須恵器 甕 内外面タタキ

II 6 ＂ ＂ ① 26.4 床面下層 II 15 II II 内外而タタキ

II 7 ＂ ＂ ① 24.4 埋士中 住212 I 士師器 杯 1/8 ① 12.0 

II 8 ＂ ＂ ① 25.2 P-3 II 2 ＂ 
II vs ① ③7 12.6 ② 3.45 .2 

＂ 
， II II ① 24 0 P-3 II 3 II 

＂ 1/2 
① ③6 14.0 ② 3.55 
.4 

住209 I ＂ 坪身 ① 12 4 ② 3 4 D床十5m II 4 II 甕 1/2 ① 15.0 

II 2 II II 埋土中 ＂ 5 ＂ 鉢 ① 19.6 

II 3 II 甕 C北壁密着 II 6 II 甑 ③ 15.2 

II 4 II II ① 15.8 床面下層 II 7 II II 1/8 ① 26 3 

II 5 II 

＂ 1/7 ① 18.4 
II 8 Ii // 1/6 ① 28.4 

＂ 
（第165岡

II 

＂ 1/4 ① 28.6 ④ 29.8 カマド6 II ， II // 1/2 ① 27.4 

＂ 7 ＂ ＂ ① 26 8④ 26.8 カマド内 住213
（第168図）

II 杯蓋 1/7 ① 13.1 カマド脇ピット1 

＂ 8 ＂ ＂ 1/4 ① 19.4 ④ 26.0 
II 2 須恵器 杯身 1/2 ① ③17 1.2 ② 4.2 .4 

FF ， II II ① 31 2 ④ 31 0 カマド II 3 ＂ ＂ ① 12.4 

II 
（第166図）

＂ 
II 1/8 ① 30.1 カマドR10 II 4 II II ① ③ 712.6 .9 ② 4 5 カマド内

II 11 II 

＂ 1/8 ① 26.1 Pl ＂ 5 土師器 ＂ ① 13.0 ② 3 0 

＂ 12 II 

＂ 1/4 ① 27 .0 
II 6 須恵器 II 1/4 ③ 9.0 

II 13 II II 1/6 ① 28.0 床付近 ＂ 7 土師器 II ① ③8 13.2 ② 3.6 
.4 ¥ カマド内

＂ 14 II 支脚 ① 14.1 カマド7 ＂ 8 ＂ 
II ① ③9 13. 7② 3.9 

.4 カマド内

＂ 15 ＂ 
II ① 24.0 カマド ＂ 

， 
＂ 

II 包3914.1 ② 3.9 
.3 カマド内

住210 1 ＂ 鉢 床面下層 II 10 II 甕 3/8 ① 28.0 ④ 25.2 カマド内

II 2 ＂ 甕 1/6 ① 22 0 床面下層 II 11 II II ① 29.2 ④ 26.2 カマド内

II 3 ＂ 
II 1/6 ① 24 0 ” 12 II 

＂ 
下層、カマド内
No. 3 

住211 1 須恵器 坪蓋 1/13 ① 19.6 カマド内 II 13 II II 
カマド①、右袖
の上

＂ 2 II 皿 1/6 ① 17.2 ＂ 
（第169図）

II II 1/12 ① 26.0 カマド内14 

＂ 3 土師器 皿 1/7 ① 15.0 ＂ 15 II 

＂ 1/6 ① 29.2 
II 4 須恵器 杯身 ① 10.2 貼床下 II 16 ＂ 

II ① 30.0 

II 5 土師器 杯 ① 13.2 貼床下 II 17 II 

＂ 1/8 ① 29.0 
II 6 ＂ ＂ 1/5 ① 14.4 

II 18 ＂ 
II 

II 7 II 

＂ 1/8 ① 14.0 
貼床下

＂ 19 ＂ 
II 1/5 ① 16.0 P-3 

// 8 II 甕 ① 17 .2 床而下層 ＂ 20 ＂ 
II /4 ① ④ 19.4 ② 16.0 18.4 

II ， 
＂ ＂ ① 22.2 上層 II 21 II 片口 1/4 ① 16.0 

＂ 
（第167図）

II 

＂ 1/8 ① 29.4 カマド周辺10 ” 22 II 鉢 1/8 ① 29 0 下層

II 11 ＂ ＂ ① 29.0 掘立柱建物跡(B)

II 12 II 

＂ ① 27 .6 B62 (第170団）須恵器杯身 1/4①8 3 
1 P410 (P5) 

II 13 ＂ ＂ 3/7 ① 28.8 B63 4 ＂ ＂ 1/6 ③ 10.0 P398 (P9) 
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⑳ ⑳ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残
①口径②器高
③底径④胴径

備考 遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器尚
③底径④胴径

備考

B63 12 土師器 甕 1/2 ③ 8.4 P67 (P 1) B99 13 土師器 坪身 ③ 6.6 P5216 (P 1) 

II 13 II II ① 26.0 P407 (P2) II 14 II 喪 1/12 ① 26.4 P51~1 (P12) 

B64 1 須恵器 杯蓋 1/4 ① 16.5 P387 (P9) BIOO 1 須恵器 杯蓋 ① 16.8 P5185、(P2)

II 2 II 杯身 1/6 ③ 11.0 P404 (P 2) B101 1 土師器 杯 1/6 ③ 7.2 Pl07 (P 4) 

＂ 4 土師器 甕 1/9 ① 20.0 P404 (P 2) B103 1 ＂ 甕 ① 29.2 P52 (P9) 

B65 1 須恵器 杯蓋 1/4 ① 12.0 P369 (P 8) B107 
（第174固）

＂ 
坪 ① 12.0 P5269 (P 5) 3 

II 3 II 坪 1/8 ③ 9.0 P369 (P 8) 
＂ 4 ＂ 

II 1/8 ③ 8.2 P5269 (P 5) 

II 12 土師器 甕 1/5 ① 25 6 P254 (P 1) II 5 II II ③ 8.0 P5272 (P 3) 

II i3 II 

＂ 1/8 ① 16 1
 P378 

＂ 
， II 甕 1/12 ① 26.0 P5272 (P 3) 

B69 
（第171図）

＂ 坪 1/9 
① 9.6 P215 (P 9) 1 

II 10 II 

＂ 1/8 ① 24.0 
P5269 (P 5) 

II 7 II II 1/8 ① 20.2 P209 (Pll) Bl08 1 II 杯 ③ 7.8 P5279 

II 8 II 甕 1/8 ① 24.0 P221 (P 7) 井戸(E)

II ， II 
＂ 1/11 ① 24.0 

P371 (P 4) El 
（第115図）

須恵器 杯蓋 5層1 

＂ 10 
＂ 

II 1/8 ① 18.4 P204 (Pl3) II 2 土師器 坪身 ① ③ 17 2.2 .6 ② 3.8 1層

B71 2 須恵器 杯蓋 ① 13.9 P328 (P 5) II 3 ＂ ” 
① ③6 12 6② 4.3 
.4 

2屈

＂ 11 土師器 甕 1/6 ① 16 3 P323 (P 3) ” 4 
II II ① ③6 12.2 ② 3.2 

.4 2層

＂ 12 II 甑 ③ 15.8 P328 (P 5) II 5 ＂ 
II ① ③7 12.6 ② 3.8 

.6 
2層

B86 1 ＂ 
③ 7 .0 P5!27 (P 5) ＂ 6 II 

＂ 
③① 8 13.6 ② 3.5 
.0 3層

B90 
（第112図）

須恵器 杯蓋 1/4 ① 12.0 ② 3.5 P5091 (P 3) I 
II 7 ＂ 

II 包3712.6 .8 ② 3.8 4層

B91 3 土師器 喪 ① 30.0 P5080 (P 8) 
＂ 8 II 

＂ 
① ③ 813.6 .6 ② 4.0 4層

II 4 II 1/3 ③ 7 .0 P5078 (P 4) 
＂ 
， II 
＂ 
① ③ 813.0 .0 ② 4.3 4層

＂ 5 ＂ 1/9 ① 10.6 P5068 (P 7) 
＂ 10 ＂ 

II ① ③ 712.9 .4 ② 3. 7 3・4層

＂ 7 須恵器 高杯 1/7 ③ 14.0 P5078 (P 4) II 11 ＂ 
II ③ 7 9 5層

II 8 土師器 甕 1/8 ① 14.6 P5080 (P 8) II 12 ＂ 
II ③ 8.2 5層

B92 7 II 坪 1/7 ① 13.0 P5022 (PlO') II 13 II II ③ 8.0 5層

II ， 
＂ ＂ 1/8 

① ③ 818.2 .4 ② 6.0 P5021 (P 7') II 14 ＂ 甕 1/4 ① 28.8 2層

B93 I 須恵器 杯身 1/6 ③ 8 6 P5009 (P 6) II 15 ＂ ＂ ① 29.4 4層

B95 1 土師器 // 翌383.9 .6 ② 3.4 P5061 (P 7) II 16 II 

＂ ① 28. 7 4層

B96 5 // 坪 ① 12.2 P5202 (P 5') II 17 II 

＂ ① 27 .2 ④ 25 2 1・2層

B97 1 須恵器 杯身 ① 9.8 P5194 (P 7) II 18 II FF 1/3 ① 18.4 ② 14 2 2層

B99 2 II 杯蓋 ① llO P5201 (P 9) II 19 II 

＂ ① 24.6 

II 4 ＂ 杯 1/10 ① 13
.2 P5191 (P12) II 20 II 

＂ 
＂ 5 II 杯身 ① ③8 15.6 ② 5 2 

.6 
P5201 (P 9) ＂ 21 II II 4層

FF 
（第173図）

土師器 坪蓋 ① 21.0 P5204 (P 7) 6 
II 22 II 5層

II 7 II 杯身 ③① 9 13.0② 3.6 
.4 

P5197 (P 8) 土坑(D)

D23 
（第116図）

土師器 甕I 
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⑮ ⑳ 

遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考

D23 2 土師器 甕 D27 7 土師器 杯 l/8① 15.0 上屈

＂ 3 II II 

＂ 8 II 11 1/4 ① 16.8 上層

D24 I 須恵器 杯蓋 ① 16.1 ② 2.5 ＂ 
， 
＂ II J/3 @12.4 下層

＂ 2 II II II 10 II 鉢 1/2① 30.0② 14.4 上層

II 3 II II II 11 II 甕 1/8① 20.2 上層

＂ 4 II 杯身 II 12 II II J/6 ① 26.0 上層

” 5 土師器
II 1/4 ① 17.0 上層 D28 I II 杯

＂ 6 II 

＂ 1/2 ① 15.6 下層 ＂ 2 II 甕

II 7 II II 1/4 ① 15.1 上層 D30B 1 須恵器 杯毅 下層

＂ 8 ＂ 
II ① 14.0 上層 // 2 ＂ 

II 下層、ヘラ記号

II ， 
＂ 

II 1/4 ① 14.1 上層 II 3 ＂ 
II 上-層-→、天井部外面へ

7記号、内面クタキ

＂ 10 II 

＂ 1/3 
① ③ 813.2 .0 ② 2.8 上層 ＂ 4 II II 

II 11 II 

＂ 上内層面にヘラ記号 ＂ 5 II II ① 14.4 ② 1.5 下層

＂ 12 II 

＂ 1/4 ① 14 4 下底狐層内面にヘラ乱号 II 6 II II J/6 ① 17.8 上層

II 13 ＂ ＂ 1/4 ① 14.0 ② 3.0 上層
II 7 II 杯 上層

II 14 ＂ 
II 1/4 ① 14.0 下屈 ＂ 8 ＂ 杯身 ③ 10.0 下府

＂ 15 II II 1/4 ① 14.0 下層 I/ ， 
＂ ＂ 1/3 ③ 9.0 下層 ＼ 

II 16 II 甕 1/4 ① 12.4 下層 ＂ 
（第178区）

II 下層10 

,r 17 II II 1/4 ① 14 2 下層 II 11 土師器 坪身 1/8 ① 17.2 ② 3 2 下層

＂ 18 ＂ ＂ 1/4 ① 15.0 下屈 ” 12 II II 1/8 ① 16.6 下層

＂ 19 II 

＂ 1/8 ① 16 6 上層 II 13 ＂ 
II 下層

＂ 20 ＂ 
II 1/8 ① 12 0 下層 II 14 ＂ 甕 ① 16.8 下層

＂ 21 ＂ 
II 1/5 ① 15.0 上層 II 15 II II 下層

＂ 22 II 

＂ 上層 ＂ 16 II 

＂ 1/12 ① 29.0 下層

II 23 II II 上岡 ＂ 17 II II 1/6 ① 26.0 下層

” 24 II II 下層 ＂ 18 II II 1/8 ① 26.4 上層

II 25 ＂ 
II 1/5 ① 23.8 下層 ＂ 19 II 

＂ 1/5 ① 25.0 上層

II 26 ＂ 
II 1/7 ① 25.4 下層 D30A 20 須恵器 杯蓋 ① 14.2 ② 2.5 下層焼土混照色

土

D25 
（第177図）
土師器 坪、1 II 21 II II 3/8 ① 14.6 

下層焼土混黒色
土

D26 1 須恵器 杯身 2/3 ① ③ 813.8 .8 ② 4 2 住可能133性の下層の ＂ 22 ＂ ＂ 3/8 ① 11.8 
下土附焼土混黒色

D27 1 ＂ 杯蓋 下層、ヘラ記号 ” 23 ＂ 坪身 1/8 ① 9.8 
下層焼土混黒色
土

II 2 ＂ ＂ 下層、ヘラ記号 II 24 ＂ ＂ 3/8 ③ 8.2 
下層焼土混黒色
土

II 3 土師器 1/6 ③ 12.0 上層 II 25 II 

＂ 
① ③8 11.9 ② 4.2 下層焼土混黒色
.2 土

＂ 4 II 杯 上層 II 26 ＂ 壺 1/8 ① 12.0 
下層焼土混黒色
土

＂ 5 II II 1/4 ① 13 2 上層 II 27 土師器 坪 1/6 ① 14.8 ② 2.1 
下屈焼土混黒色
土

II 6 II 

＂ 1/2 ① 14.4 上層 II 28 II 

＂ 1/6 ① 14 2② 2.3 
下土層焼土混黒色
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⑰ ⑱ 

遺構挿図NO 種別 器種
残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遺構 挿図NO 種別 器種
残 ①IJ径②器高
R底径④胴径

備考

D30A 29 士師器杯身 l/9 ① ③11 4.4 ② 3.1 
下層焼土混黙色

1.8 土
D33 3 土師器 甕 上層

II 30 II 甕 l/6① 14.0 
下屑焼土混黒色
土

D34 I ＂ 
II 1/2 ① 25.6 ④ 24.8 

II 31 II 
＂ 
③ 7 .6 

下層焼土混黒色
土

D35 
（第18!図）

須恵器 杯蓋 ① 14.6 ② 3.4 下層I 

＂ 
32 
＂ 
甑 ① ③ 15.8 ② 11. 7 下層焼土混黒色

10.2 土
II 2 II II 1/4 ① 13.8 ② 2.3 下層

＂ 
33 ＂ 

1/3① 21.0 
下層焼土混摂色
土

II 3 II II ① 12.6 ① 1.1 下層

II 34 II 甑
下層焼土混黒色
土

II 4 ＂ ＂ 
① 16.4 ① 1.6 北半部下層

＂ 
（第119図）

＂ 甕
1/10① 25.0 ④ 24.0 下土層焼土混黒色35 ＂ 

5 ＂ ＂ 1/4 ① 15.6 
下層

II 36 II II J/5 ① 26.0 
下屈焼土混黒色
土

II 6 II ＂ 1/4 ① 13.8 
北半部下層

＂ 37 FF II)/4 ① 26.6 下層焼土混黒色
土

II 7 ＂ 
II 1/8 ① 16.0 北半部下層

＂ 
38 II II ]/6 ① 24.0 ④ 24.6 

下層焼土混黒色
土 ” 8 ＂ 

II 1/12 ① 12 8 北半部下層

II 39 II 甑 1/5① 31.0 下屈焼土混黒色
± ＂ 

， II II 1/8 ① 14.8 下層

D31 1 須恵器 坪蓋 1/2① 17 .6 ② 3.3 上層⑳ II 10 ＂ ＂ 
1/10 ① 13.8 北半部下層

II 2 ＂ 
II ① 15.2 上層 II 11 II 

＂ 1/6 ① 19.5 
サプトレ

＂ 3 ＂ 
II J/4 ① 15.5 下層 ＂ 

12 
＂ 
II 1/5 ① 15.4 北半部下層

II 4 ＂ II 
1/12 ① 15.6 上屈 II 13 II II 1/8 ① 17.6 南半部下層

II 5 II II ]/6 ① 15.8 II 14 II II 1/4 ① 18.0 南半部上層

II 6 II 坪身 1/10 ① 16.0 上層 II 15 ＂ ” 
1/2 ① 14.8 北半部下岡

＂ 7 II ＂ 1/4 
③ ① 110 4.0 ② 4.1 
.2 下層 II 16 II 

＂ 1/4 ① 14.2 
北半部下屈

＂ 8 II 高坪 ① 13.8 上層 II 17 II 杯身 1/8 ① 11.0 上口層緑部打欠き

II ， 土師器 杯身 ③ 9.4 上層 II 18 ＂ 
II 1/8 ① 12.0 下層

＂ 
10 II II ① 11.2 .l屈 ＂ 

19 II II 1/4 ① R10 13.4 ② 3.4 .0 
南半部下層

＂ 11 II II ① 13.4 ② 3.8 下層 II 20 II II 1/4 ③① 9 13.6 ② 3.1 .6 
上層

＂ 
12 
＂ 
杯 1/6 ① 13.8 上層 ＂ 

21 II 
＂ ① 14.0 北半部下層

II 13 ＂ 甕 1/8 
① 15.0 ④ 14.2 下層 ＂ 

22 II 
＂ 1/4 ③ 11.4 

下層

II 14 II II ③ 14.0 上層 II 23 II II 1/4 ① ③ 193.0 .4 ② 3.6 上層

II 15 II 鉢 ① 29.9 ② 13. 7 ＂ 24 II II 1/4 ① ③ 14.6 ② 4.4 11.0 
上層

II （第180図） II 甕 1/5 ① 26 6 上府16 
II 25 ＂ ” 

1/4 ① ③9 13.8 ② 4 5 下囮.0 

II 17 II 甑 1/10 ③ 30.0 3・4層 I/ 26 
＂ ＂ 

① ③9 14.0 ② 4.75 
.4 

上屈

D32 1 II 甕 1/5 ① 26.0 ＂ 
27 II 

＂ 1/4 
① ③1l 5.4 ② 3.8 
1.0 

下層

II 2 II ＂ 1/3 
① 16.6 南半部下層 ＂ 

28 ＂ 
II 1/2 ① @1l 5.5 ② 4.6 0.2 

上層

II 3 II ＂ 
上層 ＂ 29 II 皿 1/8 ① 19.4 ② 2.3 北半部下層

＂ 
4 II 杯 ③ 8.0 最上層 II 30 ＂ 高杯

1/4 ① 15.5 北半部下層

II 5 ＂ 
杯 ① ③17 3.0 ② 3.5 

.5 
II 31 II II 1/6 ① 22.0 

II 6 須恵器 甕 1/8 ① 50.0 上層 ＂ 
32 
＂ ＂ 

1/4 ① 22.0 上層

D33 I 土師器 甕 ① 27 2 上層 II 33 ＂ 
II 1/8 ① 28.0 サプトレ

II 2 II II 1/10 ① 28.0 上層 II 34 
＂ 
II 包3210.5 ② 8.5 

0 3 
北半部下層
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⑳ ⑳ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器両
③底径④胴径

備考

D35 35 須恵器 坪 1/10 ① 21.2 南半部上層 D35 71 土師器 甕 ① 14.4④ 11 0 

＂ 
（第182図）

II 甕 1/4 ① 18.0 南半部上層36 II 72 ＂ 
II ① 21.2 下層

II 37 II II 1/2 ① 20.0 No 5 
＂ 73 II II ① 22.6 下層

＂ 38 ＂ 壺 下層 II 74 ＂ 
II 1/6 ① 24.4 南半部下層

＂ 39 Ji 甕 上層 II 75 ＂ 
II ① 21.4 下層

II 40 土師器 杯 J/4 ① 14.0 ② 4.5 下層 II 76 II 

＂ 1/6 ① 24.6 上層

II 41 II 

＂ 1/2 ① 14.8 ② 3.4 南半部上層 ＂ 77 II 

＂ ① 25.0 下層

” 42 ＂ 
II 1/2 ① 13 6② 3 5 南半部上層 ＂ 78 II II ① 23.5 上屑

＂ 43 II II ① 14. 7② 4.0 北半部下層 II 79 II II 1/5 ① 26.3 サプトレ

＂ 44 
＂ ＂ ① 14.6 ② 3.5 北半部下層 II 80 II II ① 24.6 下層

＂ 45 II 

＂ 1/2 ① 15.0 ② 3.6 上層 ＂ 81 ” ＂ 1/5 ① 24.4 ④ 21 4 南半部上層
II 46 ＂ 

II 1/4 ① 14.0 ② 4.2 南半部上層
＂ 82 II II ① 24.4 ④ 24 5 下層

＂ 47 
＂ 

II ① 14.2 ② 2 8 No 1 II 83 II II 1/6 ① 25.8 

II 48 
＂ ＂ 1/3 ① 15.6 ② 3.5 南半部下層

II 
（第184図）

II II 1/5 ① 27.8 南半部下層84 

＂ 49 ＂ ＂ 1/4 ① 16.2 ② 3.1 北半部
II 85 ＂ 

II 1/3 ① 24.2 最下層

II 50 ” ＂ 1/4 ① 13 6② 2.9 南半部下層 II 86 II 

＂ ① 26.2 上層

II 51 
＂ 

II 1/3 ① 14.2 ② 2.8 南半部下層 ， II 87 II 

＂ 1/7 ① 25.5 上層

＂ 52 ＂ ＂ 1/4 ① 13.4 北半部下層
＂ 88 II II ① 26.5 南半部上層

"・ 53 II II 1/3 ① 14.0 ② 4.1 北半部下層
＂ 89 II 

＂ 1/5 ① 26.8 上層

II 54 
＂ ＂ 1/8 

① ③ 15.0 ② 3.5 
11.4 南半部上層

＂ 90 II II ① 26 4 上層

＂ 55 II FF 1/8 ① ③11 5.6 ② 3.4 1.6 南半部上層 1/, 91 11 

＂ 1/6 ① 28.6 北半部下層

II 56 II II 1/4 ① ③ 111 5.0 ② 3.2 .6 下層 II 92 ＂ ＂ 3/8 ① 28.1 下層

II 57 ＂ 婉 1/2 ① 14.2 上層 ＂ 93 ＂ ＂ 1/4 ① 28.5 下層

II 58 
＂ 

II 1/6 ① 14.6 ② 5.6 II 94 II II 1/4 ① 28.l 下層

＂ 59 II 

＂ 1/6 ① 16.5 ② 4.3 下層
II 95 ＂ ” 1/6 ① 24.0 上層

II 60 II II 1/4 ③ 10.0 上層 ＂ 96 II II 1/8 ① 29.2 上層．

＂ 61 ＂ 
皿 1/8 ① 17 8② 2. 7 最下層 II 97 ＂ ＂ ① 27.4 南半部上層

JI 62 ＂ 
II 1/4 ① 15.6 ② 2.9 下層 FF 

（第185図）
II 11 ① 30.0 南半部上層98 

II 63 II 高杯 ③ 10.5 下ヘ層ラ記号 ＂ 99 ＂ ＂ 3/8 ① 27 .6 
南層半部上層、下

＂ 64 ＂ 甕 1/4 ① 15.4 ④ 14.6 下層
II 100 II II ① 31.0 下層

＂ 65 II 

＂ 1/5 ① 17 4 南半部下層 II 101 II II ① 31.8 上層

II 66 ＂ 
II 1/4 ① 16.4 南半部下層 FL 102 II II 南半部上層

II 67 II II ① 15.0④ 13.4 II 103 ＂ ＂ サプトレ

II 
（第183図）

II II 1/4 ① 12.6 ④ 13.8 下層68 II 104 II II ① ④ 2245..915. ② 30 0 下層

＂ 69 II II 1/8 ① 14.0 ② 5.4 南半部上層 FF 105 ＂ 
II ① ④ 2245 .4② 34.4 

.6 南半部上層

II 70 ＂ 
甕 1/4 ① 16.2 南半部下層

＂ 106 ＂ ＂ ① 27.6④ 29.0 上層
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⑪ ⑫ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残
①口径②器尚
③底径④胴径

備考 遺構 挿図NO 種別 器種
残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考

D35 
（第186剖）

土師器 甑 ③ 15.8 下層107 D37 2 須恵器 杯蓋 ① 16.0 上層

＂ 108 
II 

＂ ③ 15.8 下層 ＂ 3 II II ① 16.5 上層

＂ 109 
II II ③ 18.6 下層 II 4 II II ① 16.0 埋土中

＂ 110 
II 鉢 南半部上層 II 5 土師器 坪身 ① 13.8 上層

II lll II 

＂ 
南半部上層 ＂ 6 ” 

II ① 13.0 上層

II 112 ＂ 
II 下層 ＂ 7 II II ① 14.6 ② 2.5 下層

II 113 II 坪蓋 下層 II 8 II II ① 14.8 下層

＂ 114 ＂ 
甕 ① 21.4 片IJ II ， II II ① 15 4 下層、上附

＂ 115 
II 鉢 ① 23 6 南片半口部上層 II 10 ＂ 

II ① 16.5 ② 3.0 下層

II 116 II II 1/6 ① 28.4 上層 ＂ 11 ＂ ＂ ① 17.2 

II 117 II II 1/7 ① 32.0 最下層 II 12 II II 1/3 ① 15.4 ② 4.5 下層

II 118 ＂ 
甑 ① 29.2 南半上層 FF 13 ＂ ” 

① @1l 6.0 ② 2.5 
2 4 

下～⑥層、上層区①

D36 I 須恵器 杯蓋 1/6 ① 16.4 埋土中 II 14 II 

＂ 
① ③ 16.2 ② 2.8 
13.0 

埋土中

＂ 2 ＂ 
II ① 14.8 埋土中 ＂ 15 ＂ 

II ① ③ 15.4 ② 4.0 
10.4 

上層、下層

II 3 ＂ 
II 1/8 ① 13 2 埋土中 ＂ 16 II 

＂ 
包3115.0 ② 3.2 
1.8 

下層

// 4 II 

＂ 1/8 ① 15.0 
埋土中 II 17 ＂ 

II 包3194.2 .9 ② 4.2 下附
II 5 II 坪身 ① 13.8 埋土中 // 18 II II ① ③1l 6.8 ② 4.8 

2.0 
下層、上附

＂ 6 II II 1/10 ① 15.4 埋土中 ” 19 
II 甕 ① 17 .I 上層

＂ 7 II II 1/3 ① 11 4 埋土中 ＂ 20 II 

＂ ① 14.4 ④ 14.2 下層

II 8 土師器 ＂ 上層 ＂ 21 II 

＂ 1/4 ① 14.4 
上層

＂ 
， 瓦器 ＂ 埋土中 II 22 II II 1/2 ① 16.5 下層

II 10 土師器 // 1/4 ① 14.0 上層 II 23 II II ① 16. 7 上層、下層

＂ 11 ” 
II 1/6 ① 15.6 上層 II 24 II ” 1/3 ① 13.8 ④ 13.4 下層

＂ 
（第187図）

II 杯身 1/8 ① 10.6 埋土中12 ＂ 25 II 

＂ ① 17 .5 ④ 16.5 

II 13 II II ③ 7 .8 上層 ＂ 
26 ＂ 

II ① 18.9 下層

＂ 14 ＂ 喪
① 22.0 ④ 23.0 上層 II 27 II 

＂ ① 22.4 下層

II 15 ＂ 
II ① 24.6 上層② ＂ 28 II 

＂ 1/5 ① 21.6 

＂ 
16、 II II 埋土中 ＂ 

（第189図）
II II 1/4 ① 23.6 上層29 

＂ 17 ＂ ＂ 上層 ＂ 30 ＂ ＂ ① 19.4 下層

II 18 II II 上層 II 31 II ” ① 22.8 ④ 25.4 下層
II 19 II 

＂ 1/8 ① 25.0 ④ 25
.8 II 32 II II ① 22.2 ④ 24.4 下層

II 20 II 

＂ ① 27 .6 埋土中 // 33 II II 1/5 ① 20.2 下層

II 21 ＂ 
II 1/6 ① 29.8 上層 ＂ 34 ＂ ＂ ① 23.1 上層、下層

II 22 II II 1/10 ① 32.6 上層 ＂ 35 II // 1/2 ① 23.2 ④ 25.6 下層

II 23 ＂ 甑 1/10 
窟146.5 6② 27.35 

＂ 36 II 

＂ 2/3 ① 26.2 ④ 27 
.4 下層

D37 
（第188図）

須恵器 坪 ① 12.0 上屑1 
// 37 ＂ ＂ 1/4 ① 24.8

④ 24.8 下層
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⑬ ⑭ 

遺構 挿回NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考 遺構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考

D37 
（第190図）

土師器 喪 ① 22.0 下層38 D39 11 土師器 皿 埋土中

II 39 ＂ 
II ① 23.0 上層 ＂ 12 ＂ 杯 1/8 ① 15.6 埋土中

＂ 40 II 

＂ ① 23.8 II 13 ＂ 鉢 埋土中

11 41 II II ① 22.05 下層 ＂ 14 ＂ 
II ③ 9.2 

＂ 42 II 

＂ ① 22.2 II 15 ＂ ＂ 1/3 
① ④ 1166 .6② 11.5 
.4 

＂ 43 II II 1/4 ① 25.3 上層 II 16 II II 1/3 ① 17.4④ 12.8 

II 44 
＂ ＂ ① 27. 7 下層

＂ 17 ＂ 甕 ① 26.6④ 24.5 

” 45 ＂ 
II ① 24.2 上層、下屑 II 18 II II ① 25.6 

II 46 II II 3/8 ① 22. 7 上層 ＂ 
（第193図）

II II 1/7 ① 16.0 埋土中19 

II 47 11 II 1/8 ① 27 .4 II 20 II II ① 21.2 埋土中

II 48 ＂ 
II ① 22.9 上層 II 21 II II 1/6 ① 20.2 

＂ 49 II II ③ 11.9 下層 II 22 ＂ 
II 1/6 ① 23.2 

＂ 
（第191図）

II II ① 16.0 上層50 ＂ 23 II II 

＂ 51 II 鉢 ① 30.0 上層 II 24 ＂ 
II 埋土中

II 52 II II ① 30.1 上層 ＂ 25 II 

＂ 1/4 ① 28.1 南半部下層

＂ 53 II II ① 21.0 上層 II 26 ＂ ＂ ① 26.8 

＂ 54 II 

＂ ① 27 .0 下屈 II 27 II II 1/8 ① 22.6 

＂ 55 ＂ 
II ① 29.0 下層 II 28 II 鉢 埋土中

II 56 ＂ 
甑 ① 24.2 下層 II 29 II II 

II 57 ＂ ＂ ① 24.6 上層 ＂ 30 II 甑

＂ 58 II II ① 24.4 上屑 II 31 II II ① 35.0 埋土中

＂ 59 ＂ ＂ ① 26 0 下層 D40 1 須恵器 杯蓋 1/4 ① 13.0 下層

D38 
（第192図）

須恵器 甕 ① 14.2 1 II 2 II 杯身 1/8 ③ 9.0 下層

＂ 2 土師器 II 1/8 ① 22.1 II 3 II II 1/4 ③ 8.0 下層

＂ 3 II II II 4 II 

＂ 3/8 ③ 8.2 下層

I/ 4 ＂ 
II II 5 II II 3/8 ③ 9 0 下層

D39 I 須恵器 杯蓋 1/10 ① 15.6 II 6 II II 1/4 包3113.6② 4.0 0.0 焼土屈

II 2 II 

＂ 埋土中 II 7 土師器 II ① 13.0 上層

II 3 II 杯 1/8 ① 11.0 II 8 ＂ ＂ 1/12 ① 11.0 上層

II 4 II 坪身 ③ 8.8 II ， II II 1/8 ① 14.0② 2.3 

＂ 5 II II 1/3 翌3184.4 .6 ② 4.2 埋土中 II 10 II II 1/6 ① 16.0 ② 2.2・ 下層

＂ 6 II 壺 1/8 ① 19 0 FF 11 II II ① 15.8② 3.0 最下層

＂ 7 土師器 杯身 ① 14.6 ② 3.9 外面タタキ II 12 ＂ 
II 1/7 ① ③ 13.0② 2.0 10.0 上層

＂ 8 ＂ 
II ① 13.8 ヘラ記号 II 13 II II ① 14.0② 3.6 

＂ 
， 
＂ 皿 1/2 ① 12.3② 1.95 埋土中 ＂ 14 FF II 1/5 ① 13.0 下層

II 10 ＂ 
坪 II 15 II II 1/4 ③ 13.4 下層
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⑮
 

⑯ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高 備考
③底径④胴径

D40 16 土師器 皿 1/8 ① 25.0 ② 1. 7 

＂ 
（第194図）

須恵器 壺 ① ③54. 7② ④49 .5 
17 .8 .1 

＂ 18 II 甕 ① 21.5 内外タタキ

＂ 19 II II 1/4 ④ 36 0 下内層外タタキ

II 20 土師器 II 1/6 ① 15.8 焼土層

II 21 II II 1/8 ① 16.2 上層

II 22 II II 1/4 ① 12.6 上層

＂ 23 II II 1/4 ① 18.4 上層

II 24 II II 1/8 ① 17 .0 上層

II 25 ＂ 
II 1/5 ① 18.6 ④ 15.2 上層

＂ 26 II II ④ 16.6 下層

II 27 II II 1/8 ① 21.4 焼土層

II 28 ＂ ＂ 1/4 ① 21.6 
焼土層、下層

＂ 29 ＂ ＂ 1/4 ① 25.3 
II 30 ＂ 

II ① 23.5 上層

＂ 
（第195図）

II FF 1/6 ① 19.4 上屑31 

II 32 ＂ ＂ 
① 21.0 上層

II 33 ＂ ＂ 1/12 ① 26.8 
II ， 34 II II 1/8 ① 26.1 焼土層

II 35 ＂ 
II ① 26 4 上層

＂ 36 II II ① 22.8 下層

＂ 37 II II ① 24 8 焼士層

II 38 II II 1/4 ① 27.1 下層

＂ 39 II II ① 24 8 ④ 25.0 下層

II 40 II II ① 25.3 ④ 27.2 下層

II 41 ＂ 
II ① 21.2 ④ 25.6 下屈

＂ 
（第196図） II 鉢 1/2 ① 23.4 焼土層42 

＂ 43 ＂ 
II 1/4 ① 27 .0 

I/ 44 II II 1/8 ① 27.0 焼土層

＂ 45 ＂ 
II 3/8 ① 29.0 下層

II 46 ＂ ＂ 1/4 ① 32.0 焼土層

II 47 II 
＂ 1/4 ① 32.0 下屈

II 48 II 
＂ 1/2 ① 30.0 最下層

＂ 49 II 甑？ 1/11 ① 23 0 焼士層

＂ 50 II 甑 1/12 ③ 15.0 上層

＂ 51 II 
＂ 1/8 ③ 18 0 上層

遺構 挿屈NO 種別 器種 残 ①口径②器両 備考
③底径④胴径

D40 52 土師器 甑 1/8 ③ 17 .8 下層

II 53 II 
＂ 1/8 ③ 18.4 焼土層

D42 
（第197図）

須恵器 杯身 ① 10.6 1 

II 2 土師器 甕

＂ 3 II 鉢

D43 1 須恵器 界蓋 1/8① 14.6 

II 2 土師器 杯

＂ 3 II 甕 1/7① 13.0 

II 4 ＂ 
II)/6 ① 14.4 

＂ 5 II II 1/10 ① 18.0 

＂ 6 ＂ 鉢 ① 34.2 

II 7 II II 

II 8 II II 

II ， II II 

II 10 II 甕 1/7 ① 19.2 

II 11 II II 1/5 ① 22.4 

D44 1 須恵器 杯蓋

＂ 2 II ＂ 1/5 ① 12.8 
II 3 ＂ ＂ 1/8 ① 15.8 
II 4 ＂ 

II 3/8 ① 13.4 

＂ 5 II II 1/6 ① 15.0 

＂ 6 II 壺 1/2 ③ 9.4 

＂ 7 II ＂ 1/8 ① 17 .8 
II 8 土師器 坪、

II ， II II 

II 10 II 杯蓋

＂ 11 
II II 

II 12 ＂ 杯身 1/7 ① 12.0② 3.9 

” 13 II 甕

II 14 II II 

II 15 ＂ ＂ 
＂ 16 II 甑

II 17 II 鉢 1/7 ① 29.0 

D45 
（第198図）

須恵器 坪蓋 ① 13.8 I 

＂ 2 ＂ ＂ 1/8 ① 14.0 

＂ 3 ＂ 壺 ① 14.5 
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⑰ 

遣構 挿図NO 種別 器種 残 ①口径②器高
③底径④胴径

備考

D45 4 須恵器 甕 内外タタキ

II 5 土師器 坪蓋， ① 15.6 

＂ 6 II 杯身 1/3 ③ 10.2 

II 7 II 

＂ 
II 8 II II 

II ， II 皿 1/3 ① 24.0 ② 2.8 精製
II 10 II 甕 1/9 ① 13.0 

＂ 11 ＂ 
II 1/2 ① ④1 16.0 ② 14.5 4.2 

II 12 ＂ ＂ 
＂ 13 II II 

II 14 ＂ 鉢 ① 18.2 埋土中

＂ 15 II 甑

溝(M)

Ml 
（第199図）

土師器 甕 1/4 ① 11.2 上内屑外面ハケI 

II 2 ＂ 甑 ① 27.2 上内而層ケズリ、外面ハケ

II 3 II 壺 1/2 ① ②2 18.4 4. 7十④29.0 内中面層ケズリ、外面ハケ

＂ 4 ＂ 壺 1/2 
① ④ 2169 .0 ② 28.5 

内中面層ケズリ、外面ハケ

＂ 
（第200凶）

須恵器 坪身 1/3 ① 14 ② 3. 7 上外層面にヘラ記号5 

＂ 6 II 高杯 上層

II 7 土師器 杯身 1/5 ① 12 上層

” 8 ＂ 高坪 1/8 ① 14 上層

II ， II 高杯 上層

MS l 須恵器 杯蓋 1/2 ① 12.8 ② 3.8 外溝面2にヘフ記号

II 2 ＂ 坪身 1/2 ① 11.4 ② 3.8 
外溝面2にヘラ記号

II 3 土師器 婉 1/8 ① 12.1 溝2
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宮原追跡竪穴住居跡竪穴部及び竪穴住居跡一覧表についての説明

逍構の主体を占める竪火住居跡については、下因により説明をしている。この校式固は、九

州横断自動車道の調究では、第11地点（立野逍跡・宮原遺跡）の最初の報告（『九州横断自動卓

道埋蔵文化財調壺報告Jー2-1983)に図ぷしたものに、随時名称を変え）JU箪したものである。

ド図に示した竪穴部の細部の追構をすべて備えるものはなく、上記両追跡で検出した竪穴部の

局l用、床而、床面下層の遺構を一枚の凶に染約したものである。

第11地点の登穴住居の床はすぺて貼床である。黒線は貼床面 Kの、赤線は貼床をはがした下

屑に検出される逍構の集合悩である。赤線の主柱穴P1-P,は、主柱を抜き取った楊合は床而が

荒らされており、床面に検出できるので黒線で図ぷしている。また、貼床が逍存しない場合も、

貼/;!(I、．屑逍構を黒線で表現している。以下、語句やアルファペット表示等のうち、説明が必要

と思われるものについて記す。

総面積：竪穴部の咆下端をプラニメ ーターで3IHI計測した平均値をm•単位で示している。

P11 111 I 

~ 
砂，1

ヽ

⑤ P, ● 

D 

◎ P12 

- I . -----ぞ

I 
◎ P10 

中鑓籟

a, I J ◎ 
P,a 

~t I 
息 J,1

I 

7trl翌

第201図 翌穴住居跡竪穴部模式因と各部の名称
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主柱間エリア：貼床上の4本の主柱に囲まれた方形の空間。表では面積で表示している。

壁小溝：貼床面上に検出される。竪穴部の壁を巡る周溝状のもので、板材を土壁際に埋め込ん

だ痕跡であろうと考えている。杭で板材を固定したであろう痕跡が、溝底に小ピット

として検出される場合がある。

カマド対面土坑：カマド対面の壁のほぼ中央にある。弥生時代の屋内土坑に連なるものか。

中央土坑：竪穴部のほぼ中央の貼床下層に、地山を掘り込んだ不整円形の浅い土坑である。弥

生時代以来の炉が遺制として、床面下に遣ったものであろうか。

壁隅土坑：竪穴部隅角部の貼床下層に掘られるものである。弥生時代後期以降～古墳時代前期

の竪穴部貼床面上において、通常の屋内土坑 (A) とは別に、隅角部にさらにひと

つの屋内土坑 (B) を検出する場合があり、後者に連なるものが遺制として、床面

下に遺ったものであろうか。

掘り込み：竪穴部の貼床下層で、主柱間エリアと壁の間の地山面が一段深く掘り込まれている。

この部分を掘り込みと呼ぶ。弥生時代終末～古墳時代初期の竪穴住居跡の竪穴部に

おいて、屋内土塘 (A) を除き、壁に沿っていわゆるベッド状遺構が一巡する。ベ

ッド状遺構の多くは造設されたもので、その下層は床面よりも低く掘り込まれてい

ることが多い。このような竪穴部の造りかたが遺制として床面下に遺ったものであ

ろう。

Pi-P4: 主柱穴を示す。カマドに対してP1-P4の順に番号を付す。 a-dは各主柱穴の中心

間、または、柱痕の中心間の距離を示す。また、 a1• a2-d1・出は各主柱穴の中

心、または、柱痕の中心から壁下端までの距離を示す。

P11-Pl6: 支柱穴的なものである。上部構造を想定する時、各柱穴の役割は等質的なものでは

ないと思われる。住居空間は竪穴部の外まで広がると考えており、壁体の存否、あ

るいは構造を推測する資料になると思われる。

竪穴住居跡の竪穴部、特に貼床下層には弥生時代以来の竪穴部の各遺構が遺制として取り込

まれているように見受けられ、それらを本文では、先述のように記述している。

このことについては、来年度の報告でまとめて説明する予定である。
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第2表 宮原遺跡竪穴住居跡一覧表

No. I図版 I挿図 I主軸方位 唸野烹 Iェ守琴唇,)s晶sl 乞てIreり I!〗(c~I&符心贔り叫rp胃心鷹累:)I:, rl, I :.>cml2I :, 3 (le~ 心1 r•1Ct 1位；了；脚且;[『?ばIP,II晨［孤斤旦王」孟 贔誓I猛 備 考 旧Nn

113 I 5 I 3 北 IO 4
 

114 I 5 I 3 I N-1゚30'-W I 22.462 3.807 I 16.9 I 462 I 449 I 485 I 503 I 193 I 192 I 210 I 196 I 121 I 143 I 121 I 149 I 131 I 158 I 132 I 153 I~ じ 0 I 1 I 21 2
 

ふ
6
0
-
6
1

D

D

 

4
 
D
 

1151 5 6
 
N-97'-W (16.565) 

116 8
 

(8.632) 

1171 6 I 10 I N-31゚30'-WI (13.078) I 3.327 I (25.4) 

1181 6 I 10 

2.599 11s.6) I 385 I 385 

360 

414 

162 I 164 I 162 I 157 I 117 I 134 I 118 

205 68 87 

186 I 183 I 184 I 175 I 109 I 125 I 130 I 103 

106 I 124 I 110 

113 

10

ピ

西
南
一
北
西
一
東

0
 1
0
 

11 

4
 

2
 

D59 

D63 

D57 

D62 

1191 6 I 12 I N-41"-W I (9.442) 3.562 I 137.7) 458 198 I 190 I 182 I 190 I 130 I 124 I 1211 136 o I I s D58 

1201 6・7 I 14 I - I (3.04) 

1211 6・7 I 14 I N-34"-W I 13.72+ 2.424 I (11.61 415 I (435) I 162 I 158 I 1211 124 I 104 I 98 I 93 I 155 (113) 

1221 6・7 I 14 I - I 8.45+ 420 

132 

164 139 117 

北
西
一
北
西
ー
北
西

4
 
6
 
ー

4
 

0 I I s 

0 I 1 I 7 I 1 

D55 

D54 

D53 

123 I 26 I 18 (7 .576) 

1241 26 I 18 1.443+ 

225 113 I (108) 

9 I 23 
>
1: 

AII77 

AII75 

1251 26 I 18 I N-9°-W I (37 .893) I 12.903 I (340) 3821 3921 3241 337 114 I 134 s I 11 :1 1 AII79 

126 I 26 I 18 I N-7゚30'-WI 25.75+ I 9.074 I (35.2) 5601 3311 3281 2761 265 105 I 1111 140 I 106 I 92 5 I 8 1 I 1 AII78 

1271 26 I 18 I N-1・-w I 16.755+ I 5.054 1130.lll 451 235 I 229 I 220 I 213 I 131 103 100 102 8
 

1281 26 I 18 I - I 6.568+ 7 I 6 ー

9

-

＇
_
 

焼塩士器2 AII76 

AII73 

129 I 26 I 18 0.606+ 12 I 11 1' A1174 

130 I 26 I 18 3.648+ All72 

131 I 26 I 18 (17.644) All7I 

132 I 26 I 18 2.456+ 5 I 9 AIT70 

13318・101 19 I N-2°-E 13.113 北 0 I 4 I 18 墨書土器2 D52 

1341 10 I 21 I N-29°-W I (13.24) 

135 I 9・10I 22 I N-55"-W I (16.953) 

2. 944 I (22.21 I 341 I 322 I 386 

2. 77 I 116.3) I 375 I 354 

196 I 176 I 169 I 1so I 99 I 90 I 87 I 100 I 73 

457 I 200 I 2021 132 I 149 I 129 I 1121 97 

851 1131西

114 I 1121 1os 1 (143) I西

゜136/ 10 I 24 N-17"-W 15. 472 2.806 

137111・12I 26 N-28°-W 19 .487 5.372 

18.1I 373I 381I 406I 429I 184I 184I 151I 1581 llOI 120I 109I 102/ ll2/ ll9/ ll4I 126 

27.51 4181 3981 4701 4831 2361 2601 2041 23ll 10ll 114l 110I 87111311201 801113 

138111・12l 27 N-38°-W 40.546 13.0 32.0I 6271 6451 6291 6571 3831 3631 3461 3541 1341 1211 1431 1251 1471 1401 1481 154 

゜゚
北
西
一
北
西
一
北
西

0
 
I
o
 I
o
 I
o
 I
 
0
 

5
 
14 

1 I 12 

16 

28 

D56 

3
 

D51 

D50 

D32 

D37 

※土器の個体数には、別掲の墨書土器、転用硯、刻印土器、焼塩士器を含む。



第2表 宮原遺跡竪穴住居跡一覧表

No. 図版 挿図 主軸方位
総面積 主柱間 S1/S たて (cm) よこ (cm) a(cm) b(閲c(~ 闘d(間 P1 (cm) P,(cm) P,(cm) P,(cm) カマド カマド対面 P, 下層 土器 手 土 鉄 石 備 考 旧No.
(S)m' エリア(S,) ％ C D A B (P,・P,) (P, (P, (P, C1 a1 d, a, c, b1 d, b, 伎置支脚 粘土土坑 土坑 須土 捏 錘 器 器

139 12・13 28 37 .489 (8.60) (229) 310 321 134 160 1 D39 

140 12・13 28 N-42'30'-W 32. 700 9. 72 29.7 599 620 561 515 340 322 287 303 146 108 153 113 166 110 164 83 
北

゜
1 10 D38 

西

141 12・13 28 N-42"-W 32.157 9.89 30.8 626 338 302 307 315 112 127 123 207 149 D40 

142 12・13 28 N-38"-W 6.85 290 289 270 274 D区

143 12・13 28 582 344 133 105 1 D41 
I' 

144 13 30 N-60゚30'-E 18.640 3.77 20.2 (413) (443) (439) (447) 208 186 201 184 (116) 116 (134) (115) (96) (143) (125) (US) 東 1 11 I' 
All 
61 

145 13 30 N-88°-E 20.355 東
I All 

゜
4 14 1 : 2 60 

146 13 30 2 1 
All 
62 

147 14 31 N-57'-W 17 .920 4.176 23.3 442 433 412 438 205 205 202 206 112 103 112 104 128 106 115 127 
北 2 ， All 
西 57 

148 14 32 N-52"-W 19 .478 2.808 14.4 451 439 176 174 161 166 130 132 134 160 137 141 
北

゜
2 ， 1 

All 
西 59 

149 14 33 N-30"-W 16 .087 2.95 18.3 377 384 427 421 185 176 157 174 113 116 104 126 107 118 106 127 
北

゜ ゜
8 

All 
西 58 

150 34 
N-56゚30'-E

15,677 
A5.346 34.1 246 226 224 228 81 73 109 北

゜
D36 

N-45゚30'-E B3.493 22.3 198 184 181 187 97 79 109 東

151 35 N-30"-W (20. 536) 5.472 (26.6) 242 226 220 252 130 104 118 3 D34 

152 35 N-33°-W (29. 398) 7.801 (265) 272 282 295 268 167 153 150 2 D35 

153 35 N-32°-W (13. 770) 3.975 (28.9) 196 170 208 226 (98) 83 D区

154 35 N-32'-W (14 .661) 3.738 (25.5) 170 180 204 200 123 北 5 D33 
西

155 35 N-10'-W (13 .287) 3.348 (25.2) 216 160 172 186 98 61 3 D42 

156 ・36 N-3"-W 28.599 6.012 21.0 548 514 274 258 224 220 135 203 118 118 125 138 2 5 刻印土器l D43 

157 36 N-2゚30'-W 4.586 . — 205 218 205 223 116 120 

゜゚
D区

＇ 

158 . 37 N-8"-E 16.952 3.927 23.1 413 206 204 224 190 111 96 5 I D44 

159 38 N-6゚30'-E (21.15) 3.564 200 196 176 180 I Dll 

160 39 N-8°-W (20.207) 5.79 (28.6) 211 202 208 220 I 焼塩土器1 D区

161 15・16 40 24.38+ 43 1 I, 2 2 
市道
D9 

162 16 41 10.87+ 251 233 94 98 2 縄文土器1
市道
D8 

163 17 43 10.94+ 1 2 
市道
D6 

164 17 43 3.084+ 1 3 
市道
D7 



第2表 宮原遺跡竪穴住居跡一覧表

No. 図版 挿図 主軸方位
総面積 主柱間(S siん1s 

たて(cm) よこ (cm)
a(cm・P,) ) b(~ 閉c(閉d(累〗 P,(cm) P2(cm) P,(cm) P4(cm) カマド カマド対面 P, 下層 土器 手 土 鉄 石 備 考 旧Nn

(S)m• エリア J C D A B (P, (P, (P1 (P, C1 a1 d, a, c, b, d2 b, 位置支脚 粘土土坑 土坑 須土 捏 錘 器 器

165 17 44 N-70°-W 21.226 4.47 21.0 442 508 508 495 203 224 200 208 112 171 185 134 130 136 115 135 西

゜ ゜
2 ， 2 

市道
DH 

166 17 44 

゜
2 覇羽口 1、焼塩土器1

市道
D5 

167 17 44 1 
市道
D2 

168 17 46 17.074+ 220 218 129 155 北

゜
4 8 

市道
西 Dl 

169 48 
N-36'-W A4.613 212 225 224 235 D区
N-44゚30'-W B5.478 234 232 202 237 

170 49 N-5°-E 6.954 287 282 233 259 D区

171 49 N-2゚30'-E (24.036) 4.77 (19.8) (488) (495) (511) (477) 205 (194) 245 235 (142) (127) (155) (179) (101) 97 (105) (186) D区

172 50 13.628+ (456) 249 237 (116) 108 (99) 161 北

゜ ゜
D区

173 51 N-3 "-E (23.660) 4.033 (17.0) (526) (536) (453) (438) 198 198 204 206 (174) (138) (188) (117) (148) (128) (142) (112) D区

174 52 N-2゚30'-E (26.324) 3.808 (145) (510) (522) (515) 202 193 184 200 (106) 158 (124) (162) 137 (186) (185) D区

175 52 2.359+ (3.484) 207 176 D区

176 53 12.492+ 3.40; 4 (272) 175 185 7 Dll6 
'I 

177 53 207 D区

178 18 54 N-42'-W (25. 728) 5. 742 (223) 536 515 227 254 254 226 143 145 112 139 120 144 
北 2 I All 

＇ 西 80 

179 18 55 10.463+ 418 206 98 114 北

゜
2 1 

市A
西 II 1 

180 56 1.436+ 
,I 市A

II 2 

181 19 58 N-75゚30'-W 19.135+ 2.951 (15.4) 424 425 440 182 160 160 181 130 129 134 134 127 115 153 西 臼玉13 市A
II 3 

182 19 58 N-3'-W 18.348+ 3.564 (19.4) 456 427 406 202 177 197 209 130 107 138 (118) 113 109 (116) 北

゜
14 20 

市A
II 5 

183 57 1.427+ 北
市A
II 4 

184 58 N-8゚30'-W 23.358 3.864 165 520 442 171 172 222 200 157 139 156 132 164 138 北
市A
II 6 

185 20 60 N-84°-E 23.635+ 4.374 (185) 510 515 468 216 184 226 211 127 128 162 124 157 142 151 束 8 20 2 
All 
47 

186 60 
All 
区

187 20 61 N-s・-w 10.695 

゜
8 13 2 

All 

： 
64 

188 3 63 N-6'-W 10.237 314 225 40 60 30 31 北

゜
11 1 !I 1 Dl07 

(13.626) 
I D17・ 

189 3 63 N-3"-W 5.244 (385) 397 241 234 222 220 37 46 138 46 北 1 ， l' 1 1 D108 'I 
i D110・ 

190 3・21 64 N-10°-W (21.028) 4.825 (22.9) 416 420 502 237 227 192 223 127 125 115 140 97 116 82 北

゜
3 6 611 4 1 転用硯2、焼塩土器2 D109 



第2表 宮原遺跡竪穴住居跡一覧表

No. 固版 挿図 主軸方位
総面積 主柱間 S1/S たて(cm) よこ (cm) a(cm・P,) ) 闊累，）） c(閑d(~ 闘P,(cm) P,(cm) P,(cm) P,(cm) カマド カマド対面 P, 下層 土器 手 土 鉄 石 備 考 旧Nn

(S)m' エリア(S,) ％ C D A B (P, (P, (P, C1 a1 d, a, c, b1、 d, b, 位置支脚 粘土士坑 土坑 須土 捏 錘 器 器

191 
3 68 N-8"-W (25.632) 4.621 (180) 514 200 221 225 219 106 168 128 146 北

゜ ゜
20 18 1 12 墨書土器1

AII63・ 

20・21 
D115 

192 3・20 61 N-1'-E 17 .525+ 6.16 (351) 247 230 254 263 136 2 
All 
66 

193 3・20 61 2.457+ 北 2 6 
A II 

ヽ
ヽ

67 

>C＇ ~ All 
194 3・20 61 1.229+ 3.725 238 176 140 68 
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付図1 宮原遺跡遺構配置図，立野・宮原遺跡路線図

（上ー1/1,250,下ー1/2,000)

付図2 宮原追跡AII・D地区追構全体図(1/200)
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おとし穴(AJ~A3)

掘立柱建物跡(B60~BJJJ)

土楼慕(CJ~C9)

土坑(023~046)

井戸(El)

方形同海状遣構(HI)

溝(Ml・M6~M8)

竪穴住居跡(113--213)
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